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序

現在、九州の中枢都市として発展をつづける福岡都市圏の人口は、増加の一途をたどっています。

そして、これにともなう開発事業等によって消滅していく遺跡も数多くにのぼっています。

本市では文化財の保護につとめ、これら開発によってやむなく失われる遺跡を記録として後世に

残すため発掘調査をおこなっています。

本書もそうしたなかのひとつで、本市城南区樋井川3丁目において住宅地域での市民公園新設の

造成工事に先立って発掘調査を実施した樋井川A遺跡の第1次調査の記録を収録したものでありま

す。

調査の結果、おもに、幅2m程の溝に囲まれた弥生時代後期の集落．幅3m程の堀で方形に区画

された戦国時代の名主屋敷などが確認され、弥生時代・中世の集落を研究する上で貴重な資料を得

る事ができました。

調査に際し、地元をはじめ調査を支えられた多くの方々に深く感謝する次第です。

平成13年3月30日

福岡市教育委員会

教育長　生田　征生



例 言

1・本書は本市都市整備局公園緑地部公園計画課が実施した城南区樋井川3丁目473－2外の樋井川

中央公園整備事業にともなう事前調査として、福岡市教育委員会埋蔵文化財課が平成9年1月6

日～同年10月1日に実施した樋井川A遺跡第1次調査の調査報告書である。

2．本書で用いる方位は磁北であり、国土地理院座標第2系による座標北はこれに6。2′東偏するO

3・調査区内のグリッド呼称は5m方眼線の西北交点とした。

4・遺構の呼称は記号化し、竪穴住居→SC・掘立柱建物．・・＋SB・土壌→SK．溝→SD・墓→SR・貯

蔵穴→SU・柱穴→SP．地下式土壌その他→SXとし、遺構番号は適し番号として遺構略号のあ

とに順次続けた。

5．本書に使用した遺構実測図は加藤良彦・屋山博・星野吉美・吉岡員代．永井大志・大塚拓史．

柴藤裕志．倉光京子による。

6・本書に使用した遺物実測図は加藤・比佐陽一郎・平川敬治・山崎賀代子．井上加代子・池田美

紀・井上愛子・池田光太による。

7・製図は加藤・横山邦継・平川・山崎・井上．安野良．副田則子によるO

8・本書に使用した写真は加藤・大塚・平川による。

9・本書の執筆編集は加藤が行い、付編1．は安来和鋼資料館に、付編・2は別府大学文学部　文化財学

課助教授本田光子氏に委託した。

10・本書にかかわる記録類．遺物は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵管理されるので活用されたい。
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。．はじめに

1．調査に至る経緯

今回の調査は本市都市整備局公園緑地部公園建設課が計画．実施した城南区樋井川3丁目47312

外9，622－の樋井川中央公園造成事業にともなって実施された緊急発掘調査である。

事業は平成8年に計画され、埋蔵文化財課に埋蔵文化財の有無の確認調査が依頼された。受付番

号は8－1－585である。埋蔵文化財課では公園建設課と協議を重ね、平成8年11月19日～同21日に

かけ試掘調査を実施した。結果、西側の沖積地の2本のトレンチでは表土下2mまで黄灰色シルト～

明褐色粗砂の水成堆積層で、遺構．遺物ともに発見されなかったが、東側丘陵上の7本のトレンチ

から弥生時代・中世の溝．土壌・柱穴が確認され、北側の竹林では石塔類の散布が確認された。

（教埋第298号）現状での保存が望まれたが、2mの切土造成が予定されており、協議を重ねた結果、

埋蔵文化財課が緊急発掘調査を実施する事となった。調査は平成8年度は南半部の4，5001を対象と

し、公園計画課の年度末竣工予定の西側擁壁部分を調査O。区として平成9年1月6日より着手したO

東側高台の畑地部を調査区Ⅱ区として調査を続行し、北半竹林の未伐閑地については、伐閲の完了

を待って踏査．試掘を実施し、最終的な調査対象範囲を確定していく事と協議された。

北半部に関しては平成9年4月8日試掘調査を実施し、弥生時代・中世の溝・土壌・柱穴が検出さ

れ、協議の結果3，1001を調査対象として平成9年度調査分に追加。この北半部を調査区Ⅲ区とし、

排土は場内処理としたため、調査Ⅱ区の完了をもって開始する事とし、5月6日より調査に着手、途

中、7月の記録的豪雨や環溝と1基当たり30－－－を超える地下式土壌の多量の排土に悩まされながら

平成9年10月1日をもって全調査区の調査を終了した。

調　 査　 番 号 9 6 6 4 遺　 跡　 略 号 H iA ■1

調　 査　 地 籍 城南区樋井川3 丁目4 7 3 －2 外 分布地図番号 6 3 （長犀）

開　 発　 面 積 9，6 2 2 m 2 調査実施面積 7，6 0 0 m 2

調 ‾査 期　 間 9 7 0 10 6 ～9 7 10 0 1 事前審査番号 8 －1 －－5 8 5

2・調査の組織

調査依頼：都市整備局公園緑地部公園建設課

調査主体：福岡市教育委員会　教育長　町田英俊

調査総括：埋蔵文化財課長　荒巻輝勝（平成8年度）

埋蔵文化財第1係長　横山邦継（平成8年度）　二宮忠司（平成9年度）

調査庶務：埋蔵文化財課第1係　西田結果（平成8年度）　浅原千晶（平成9年度）

調査担当：埋蔵文化財課第1係　加藤良彦（当時）　屋山博（平成8年度）

調査協力：杉村文子　平野義光　坂本隆二　林末孝．チセ子　中山竹雄　吉岡員代　吉岡清巳

吉岡アヤ子　小柳和子　倉光京子　井上紀世子　井上ムツ子　倉光アヤ子　因ヨシ子

和田裕見子　井上ヒデ子　阿比留治　脇坂レイコ　鍋山千鶴子　岳美保子　結城千賀子
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結城信子　森山早高　平田政子　綱田美代野　田中栄

菊地栄子　平野義雄・ミサオ　田中和祐　木田ひろ子

平山柴一郎　高瀬孝二郎　浦川里絵　小林浩之

整理作業：平川敬治　井上愛子（現小都市嘱託）　山崎賀代子

木村厚子　窪田慧　芦馬吉美子　池田美紀　池田光太

Ph．1　3区全景（西上から）
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橘良平　青木秀雄　鬼塚友子

大塚拓史　永井大志　所崎和久

井上加代子　国武真理子

（福岡大学）



「．調査区の立地と環境

樋井川A遺跡は福岡市の都心部より西へ2・5km、旧海岸線より南へ6kmの地点、福岡平野の背部

をなす脊振山地から北に延びて平野を東の福岡平野、西の西福岡平野（早良平野及び樋井川谷底平

野）とに分断する鴻ノ巣山丘陵を中心とする、樋井川・一本松川等の中小河川が多数分岐し、花崗

岩の基盤を深く開析し、八手状に延びる狭長な丘陵が多数形成しており、このうちの標高28m程の

樋井川丘陵の先端近くに立地する。古代にあっては「和名抄」に見える早良郡七郷の一つ田比伊郷

に属する地域である。

周辺では、旧石器時代にカルメル修道院内・五ヶ村池・飯倉E・F各遺跡からナイフ型石器、柏

原遺跡群で台形石器・ナイフ型石器・細石刀を検出している。

縄文時代は羽黒神社・鳥越古墳・早苗田古墳・タカバン塚古墳・大牟田・箱の池・柏原の各遺跡

が早期、前期としては五ヶ村池・七隈古墳群・柏原・大牟田遺跡が、中期としては柏原遺跡・晩期

では笹栗・早苗田古墳群・柏原遺跡群があり、主に山麓部に分布する。

弥生時代は遺跡が平野の丘陵部で増大し、前期末に田島B・浄泉寺・カルメル修道院内・飯倉原

遺跡で貯蔵穴の他力ルメル修道院内遺跡の木棺墓から錫釧3点・飯倉原では甕棺から細形銅剣．素

環頭太刀が出土しているO　中期では西隣の標式集落の宝台遺跡、甕棺墓から前漢鏡を出土した丸尾

台遺跡や別府．飯倉等遺跡が増大し、後期には木棺墓から小形彷製錬．刀子を出土した飯倉G・住

居内から小形伐製鏡鋳型が出土した飯倉D・本遺跡と南側の箱式石棺から鏡が出土した御子神社．

居土壌墓から鉄錐の出土した小笹遺跡などがある。

古墳時代の集落は神松寺．浄泉寺．片江辻．飯倉．田島B・本遺跡で確認され、首長墓系列の前

方後方墳で4世紀末の京ノ隈古墳．前方後円墳で5世糸己末の梅林古墳・6世紀中頃の神松寺古墳とつ

づき、6世紀後半以降群集境の造営が始まり七隈・干隈．飯倉古墳群等山麓部に140基程が分布す

る。同期の首長墓としては柏原A－2号項がある。

古代から中世にかけては製鉄遺跡が目立ち、笹栗・飯倉・柏原遺跡群で製鉄・鍛冶炉等製鉄関連

遺構が多数検出され、飯倉遺跡群では奈良から中世の集落・墓地．柏原遺跡群では8世紀後半から9

世紀前半にかけての掘立柱建物31棟以上と唐三彩．越州窯系陶磁．長沙窯系陶磁・石帯・硯．墨書

土器等が検出され製鉄に関連した有力集団の存在が考えられる。

中世では本遺跡と、13世紀後半～14世紀前半代の居館と水田が確認され「蒙古合戦勲功賞配分状」

の恩賞地に比定されている柏原遺跡群、田島B遺跡では12～13世紀の溝に区画された屋敷が検出さ

れている。
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ng・1周辺遺跡分布図（1／25，0
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口

Fig12　調査区位置図（1／2，500）
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Ⅲ．調査の記録

1．調査の概要

調査区は舌状の樋井川左岸丘陵の先端部に位置し、最高所の現地表で23mを測る。調査城で最大

幅約73m．低地との比高約8mの比較的急峻な地形で、西側から3段のテラス状に開削され、I区と

Ⅰ区は畑地．Ⅲ区は竹林である。基盤は花崗岩のバイラン層で、西側斜面にはこの水成堆積層と暗

褐色・黒褐色の弥生～古墳時代の包含層が残る。東は樋井川の侵食と思われる自然崖となっている。

Ⅰ・Ⅲ区の最上の平坦部は20cm程の表土直下で花崗岩バイラン土の基盤に至り遺構検出面とな

っている。Ⅲ区の中央・南縁には近世以降の高さ50～60cm程の低い土塁が残存していた。Ⅱ区の

西縁から東10m程の範囲には中世末の耕作面を埋める厚さ1mを越える客土がなされ平坦面を広げ

ている。膨大な土量であるため土層観察用のベルト2箇所を残して、重機での除去を行っている。

遺構検出は中世耕作土及び包含層下の基盤層上面で行った。

検出した遺構は整理の便宜上、弥生時代を前．中期と後期の2期に、古墳時代を3．4世紀代を前

期5－7世紀代を後期として2期に、中世を11世紀後半～14世紀前半までを前期・16世紀末までを

後期として2期に、近世を1時期の計7期に区分してまとめているO

それぞれの各時期の検出した遺構は弥生時代前・中期の貯蔵穴を23基・土壌8基・竪穴住居1軒、

弥生時代後期は土壌3基・環溝を中心として溝3条、古墳時代前期は竪穴住居4軒・土壌3基、古墳

時代後期は竪穴住居18軒．土壌7基．溝6条、中世前期は土壌5基・溝4条・土壌墓4基・溝1条、地

山造成面1箇所、中世後期は方形に堀で区画された屋敷を中心に、溝12条．土壌18基・地下式土壌

27基・掘立柱建物2～5軒・墓7基、近世も溝によって区画された敷地を中心に溝13条．土壌9基．

墓16基である。

中心となる時期は中世後期で、ほとんど16世紀代である。遺構数65基で最盛期を示しているが、

遺物の総量では弥生後期の環溝内土器が総重量約2tと他を圧倒している。中世以降の大規模造成で

丘陵上部の遺構が削平されている為、遺構の基数が6基と極端に少くなっている。

検出した遺物は縄文時代中期から晩期の遺物を少量、貯蔵穴を中心に弥生時代の前期中頃～中期

初頭の土器・石器、環溝からは後期～古墳時代初頭にかけての彩しい土器・石器・鉄器を検出した。

中期が初頭以降欠落しており、これを補完するかの様に西側の丘陵上に宝台．長尾遺跡が立地し、

これらは逆に前期．後期の資料が欠落している。前期においては半島系の土器が散見される事が注

目される。後期では多量の土器もさる事ながら、多数の鉄器の出土が注目される。古墳時代は後期

に住居等が増加するが、遺物の出土量は乏しい。古代の資料は殆ど検出されず、丘陵上に人跡を見

るのは11世紀後半以降である。16世紀代に屋敷が設けられ該期の資料が弥生後期に次いで突出して

いる。近世では肥前系の陶磁器を中心に多数の陶磁器を検出した。唐津・高取系の茶碗が見立ち、

総じて高い品質のものが多く、近世博多の商家の持物と比べて遜色がない。資料は総量でコンテナ

350箱に及ぶ。
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2・縄文時代の調査

今回の調査では遺構の検出はなく、散布地として認識される。資料は全て他時期の遺構・客土等

の混入品である。

出土遺物（Bg．3）1は黒色磨研の精製浅鉢の言縁と胴部で、口縁は波状を成している。口縁下と

胴部が稜を成しており肩部には浅い沈線が一条ある。晩期前半か。2は外湾する口縁部が波状を成す

もので黒～暗灰黄色を呈し内面にはヨコ条痕後ケンマを施している。3は浅鉢の口縁部小片で肩部が

屈曲して稜を成している。調整は不明。4は口唇が内側に肥厚する精製の浅鉢の言縁部である。調整

は不明。5は屈曲した胴部から「く」字形に言縁が延びる精製の浅鉢で、表面の摩滅のため調整は不

明瞭だが内面に若干ヨコ方向のヶンマが残る。6は円盤貼付鹿部の粗製の深鉢で、底径5．8cmを測る。

調整は不明。7は端部の張り出しが若干ゆるい粗製深鉢の鹿部で、広めの鹿部から胴部が張り気味に

立ち上がる小形のものである。底径4・5cm。外面には指頭圧後ナデを施す。8は言縁が「く」字状に近

く屈曲する丹塗磨研の壷で、丹は殆ど剥落しているが、外面にはヨコケンマが残る。9は口径14・6cm

の広言の壷で、口唇内面に三角形の粘土帯を貼り付け、外面にタテパケが見受けられるなど違和感

はあるが、内傾する口縁端が短く外反する形態から夜目式期の壷と判断した。10は黒耀石製の鍬形

錐で長25．幅15．厚5mmを測る。両面に丁寧な調整剥離を施している。11も黒耀石製の長脚鉱で、
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Fig．3　縄文時代出土遺物実測図（1／3・1／4・3／4）
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長21・厚3mmを測る02点とも片脚を欠損する。12は黒輝石角礫の縁部の打面調整剥片を用いた石

錐で、裏面と左側面に自然面が残る。剥片の全周を両面剥離によって調整し、全体を断面三角形に

先端を鋭く整形して錐部をつくりだしている。長24・幅10・厚7mmを測る。先端部には若干の使用

痕が見受けられる。13は古銅輝石安山岩の残核で、打面は自然面のまま縦剥ぎの剥離を行い、側面

は90度打面を転換している。

以上、石器は縄文時代中期以降で古相を示すが、土器は晩期で大部分を夜目式が占めている。

3．弥生時代の調査

1）．前・中期の遺構、遺物

今回の調査では前期中頃～末にかけての貯蔵穴21基・土壌7基、中期初頭の貯蔵穴3基・円形竪

穴住居1軒を検出した。全体的に散漫に分布しているが、西北部．中部・西南部にまとまりがある。

①　貯蔵穴

前期中頃～末で21基．中期初頭で3基検出した。西北部と中部、西南部の二つに大まかに分布を

分けられるが、西南端部で密集する以外は散漫な分布である。

形態は平面円形で壁が垂直に立ち上がるI類2基と平面円形で断面フラスコ状のⅡ類15基・平面

方形で壁が垂直で土壌との区別が出来にくいⅢ類4基がある。

SU281（Fig・5　Ph．2）　西北部Cグリッドに位置するⅡ類の貯蔵穴で、口径68底径108深60cm

程の小形で遺物は20－30cm床面より上位で検出され、全て破片である。覆土は床直上に5cm弱暗灰

褐色土が自然堆積し、その上位は地山上混じりのブロック状の埋土で埋戻されている。

出土遺物（ng・6　Ph・5）14は板付Ⅰ式の甕の言縁で、直線的な体部から言縁が如意状に外反し、

外面には下方から口唇全面にパケメ調整具の木口で刻目を施す。以下外面はタテハヶ、内面にはヨ

コナデを施す。前期中頃。

SU313（Fig・5　Ph．3）　西北部のB3グリッドに位置する口径90低径142深55cmのⅡ類の貯蔵穴

で壁面はほぼ45度の傾斜でオーバーハングする。遺物は中央床上から弧状に自然堆積する。

出土遺物（ng．6　Ph．5）15は小形の甕か壷の口縁で、言縁がゆるく外反し端部は丸く肥厚し、

外面の下端には若干の段をつくるO調整はヨコナデかケンマで口径15．4cm。言縁の粘土帯の貼付は

Ph．2　SU281（東から）

－8－

確認できないが、無文土器の系統と思わ

れる。16－18は甕で、16は「く」字状に

外反する言縁で外面にはタテハヶ・口唇

下端には刻目を施す。17は如意状に外反

する言縁で、言縁下に低い三角突帯を1

条貼付する。口径24・6cm。18は三角口縁

の甕で上端が剥落している。全体的に剥

落が著しく、言縁下の三角突帯の先端も

欠けている。口径25．4cm。19－21は壷の

鹿部で、19は原田の鹿部の上位が強く内

湾するもので径10・3cmを測る。外面には

ヨコ板ナデが残る。20は鹿部上位の湾曲

がゆるいもので外面に指頭圧痕・板ナデ

痕が残る。径8．2cm。21は小さく厚い鹿部



で径6・8厚1・8cmを測る。外面の屈曲が強く垂直を成している。外面には指頭圧痕と板ナデ痕が残る。

22・23は甕の鹿部である。22は薄い鹿部で直線的に開く。底面は若干の上底になる。外面には板ナデ

痕が残る。径6m023は比較的厚い鹿部で径は7mと小さく垂直気味に休部が立ち上がる小形の甕であ

る。外面には面取り状に指頭圧痕が残る。前期後半。

SU374（Flg．5　Ph．4）北西部のB6グリッドに位置するⅠ類の貯蔵穴で口径132底径90深86cmと言

が開くO床面中央に径24深20cmの浅い柱穴が一つ有る。覆土は床面から20cm程は自然堆積土で以上

は地山土ブロック混じりの客土がなされる。上面近くには言縁部の破損した鉢が投げ込まれている。

G

Fig14　弥生時代前・中期の遺構分布図（1／600）
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柱穴の埋土は床上面から上には延びておらず、穴

の廃棄時に抜き取られたものと思われる。

出土遺物（mg．6　Ph．5）　25は穴上面で検出さ

れた鉢で口縁の一部を欠くがほぼ完形である。口

径34・6器高20・3鹿部は広く101cmを測る。器壁の

剥落が著しく調整は明瞭でないが底回りの指頭圧

痕が目立つ。胎土は1－4mm大の石英粒を多く含

み粗い。26は中形の壷の鹿部で径13m。薄い鹿部

で上位がゆるくくびれて体部が外方に開く。24は

砂岩梨の砥石で幅8．5残存長で13．8mを測る。底面

を欠くが3両を砥面として用いている。前期後半。
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Ph．3　SU313（東から）

SU281　　　　　　　　su313．′一一一一二二二
′　　　　　　　　′

＿一一．，‾‾－．－ヽ1　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　′

／

／

／

／

／

IO
l

l

h

田

l＼＼

－．．．－．－

．

1

1

1

C
／
／

、、華
l　い

＼

尽ヽ
一一

ヽ

ヽ 一一一一一一ノノン．′ヽ

ヽ、　　　　　　ノ′　　ノ

、一一二二二二／′

L＝19・7m
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Ph・4　SU374（西から）

14

SU281

SU558（ng・5　Ph．6）西北部F8グリッド

に位置する長方形のⅢ類の貯蔵穴である。長

210幅180cm深43cmで壁が若干オーバーハング

する。床直上から30cm程と上面に客土がなさ

れ、殊に上面では炭粒、焼土粒を1／2含んで

いる。遺物は殆どこの焼土混じりの土層中か

ら破片で検出される。

出土遺物（Fig．7　Ph．8）　27－31は壷で、

27は1／2程残存する壷で、口径14器高21cm程、

底径7．6cm、垂心が下位にある偏球形の胴を持

つ。鹿部は薄くくびれはゆるい。言縁外面は

肥厚し低い段を持つ。肩部が欠落するため段

の有無は不明であるがヨコヶンマの器壁にヘ

ラ描の三条単位の連続山形文を施す。胎土は

26

0　　　　　　　　　　　　lOcm

t二一一．－．－1－．；　　　．！

Fig16　SU281・313・374出土遺物実測図（1／4）
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1～2mm大の石英粒を多く含む。

28は肩部に細い沈線を一条施す。

下位に垂心を持つ球形の胴で径

28m程を測るO頸部のくびれは

ゆるい様で頸部が長く延びるO

外面にはヨコケンマを施し、内

面頸部にはタテ指頭圧痕が残る。

胎土は1～3mm大の石英粒を多

く含む。29は胴径34cm程の大

形の壷で、中位に垂心がある球

形の胴部を成す。鹿部は薄く、

くびれの度合は強い。肩部外面

Ph．5　SU281．313・374出土土器　　　　　　　に2条単位の沈線を施し、以下に

3本単位の山形沈線を施すO器壁は摩滅が著しく調整不明。胎土は1－2mm大の石英粒を多く含む。30

は同様に肩部に2条単位の沈線を施す大形の壷の破片で、胎土に2～3mm大の石英粒や金雲母の微粒子

を含むなど29とは別個体と考えられる031は肩部に1条の沈線を施す壷の小片で、大形の壷である。

胎土．焼成は29に近く、同一個体の可能性も考えられる032は高杯で、全体の1／2程を欠く。口径

27・5．器高23．脚据径18cmを測る。口縁内面が肥厚して段を成して内傾し、越ノ越式の口径が内傾し

た体を成すO脚との境に幅1m弱の三角突帯を1条施す。器壁の調整は摩滅が著しく不明。胎土は1～

3．5mm大の石英粒を多く、雲母を少量含むO杯部は深8cmと深い。33－35は鉢である。33は口縁の一部

を欠くほぼ完形品で、口径20．6底径8．2器高12．5cmを測る。広く薄い鹿部でくびれはゆるいO胴はゆっ

たりと張り外面にはヨコ板ナデ痕が残る。胎土は1－2mm大の石英粒を多く含む。34は全体の1／2程度

残存するやや小形の鉢で、口径12．2底径6・6器高9．8cmを測る。鹿部のくびれはさらにゆるく、張り出

した胴は高く延びて口縁は内反する。調整は不明。胎土は3～4mm大の石英粒を多く含む。35は小形

の鉢で口径11cmを測る。内外面は指頭圧痕が多く残り他とは印象が異なる。内面は黒色を呈する。胎

土は細かな石英粒を多く含む。36は小形の甕で口径9．5cmを測る。ゆるく張って垂直状に延びた胴か

ら口縁がゆるく如意状に外反するO調整は不明。胎土は1～3mm大の石英粒を多く、雲母を少量含む。

37は口縁端部に5×1m程の偏平な三角形の把手を2ヶ所貼付する外来系の小形の鉢で、口径15cmを測

る。胴は直線的に延び調整は不明。胎土は1～5mm大の石英粒を多く含む。

Ph・6　SU558（南から）
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ng．8SU558出土遺物実測図．2（1／4・3／4・1／2）
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SU350（Fig・5　Ph・7）　西北部A2グリッドに位置する。口径118底径146深117cmのⅡ類の貯蔵

穴で残存は比較的に良い。覆土は床上から50cm幅の地山土と暗黄灰色土の薄い互層となっており客

土と考えられる。上面までは自然堆積層で遺物は殆んどこの部分から検出される。

出土遺物（Fig・9　Ph．8）　53は上部で検出された完形に近い甕で口径24・5底径7．2器高27cmを測

る。外底のくびれはほとんどなく、直線的に延びてゆるく張った胴から言縁が如意状に外反する。

端部に刻目はないO調整は不明で、胎土は1～4mm大の石英粒を多く含む。54は「L」字言縁のやや

大形の甕の言縁部で、幅の狭い言縁端部と口縁下の突帯に同時に刻目を施す。外面はタテ板ナデ後

ヨコナデ、内面は指頭圧・ヨコパケ後ヨコナデを施す。胎土は1～3mm大の石英粒を多く含む。55

は甕の鹿部で、53同様、くびれはほとんどなく直線的に胴部へ連なる。径8．4cmを測る。調整は不

明。胎土は2～3mm大の石英粒を多く含む。前期後半。

Ph・8　SU558．350出土遺物

ng・9SU350出土土器実測図（1／4）
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Fig110　西南部貯蔵穴実測図（1／40．1／60）
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ng．10は西南部の貯蔵穴で、Ⅰ区からI区南端部に12基が密集して分布する。

SUOO3（Rg．10）　B20グリッドで西側斜面部分に位置する。口径87底径98深127mと小形で床上か

ら30cmまで若干オーバーハングし、上は垂直にのびるⅠ類の貯蔵穴である。

出土遺物（Bg・11）　56は甕の鹿部で径7・9mと広い。鹿部上位は若干内湾する程度で、くびれず殆

んど直線的に胴部へと延びる。調整は不明。胎土は1－4mm大の石英粒と雲母の微粒子を多く含む。

前期～中頃か。

SUOO4（ng．10）020グリッドでSUO03の斜面上方4m程の位置にある。同様にI類の貯蔵穴で口径

88底径85深127mを測る。床上90mまでが中心が斜面上方側に20m程ずれ、断面が沓形を呈している。

遺物の出土は無いが003と同期と思われる。

SU254（ng．11Ph．9）　021グリッドに位置し、255とともに密集部から2m程北側に離れている。

口径218底径205深166mのⅠ類の貯蔵穴で、床上から40m程までは10m程度オーバーハングしており

以上は挟れた様になっている。上位の壁面が崩落したものを再度使用したためと考えられる。床中央

付近には長径60幅38深8mの浅い窪みがある。壁面中位には横方向に径20－30深20～25m程の小穴を

3ヶ所穿っている。出入時の足掛かりか高床にするための梁の受穴と思われる。

出土遺物（ng・11）57は壷の肩部の小片で、低い段をつくって直下にヘラ揃の細い無軸羽状文を施

すO器壁が摩滅し調整は不明だが、内面には指頭圧痕が残る。胎土は1～2mm大の石英粒を多く含む。

胴径30－40qnの大形品である。58は小形の甕で口径8．4底径5．4器高7．6mlを測る。外底は若干の上げ底

で、広い鹿部がくびれてやや張る胴に連なり、言縁は如意状に外反する。細かな調整は不明であるが

Ph．9　SU254（東から）

SUOO3

－一〕　≡≡

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L．Ll ri　　－　．一　一！

SU254

≡ノー千二

言縁下と鹿部に指頭圧痕が面取り状に残る。

胎土は2－3mm大の石英粒を多く含む。59は

大形の壷の鹿部で径9．2cmを測る。外底は若

干上げ底で厚さは18mmと厚い。鹿部上位は

若干内湾し外方に開く。器壁の調整は不明。

胎土は1－4mm大の石英粒を多く、雲母を少

量含む。60は甕蓋の鹿部で、径6．5cm。外底

は浅い上げ底で、上位は強くくびれ鹿部端

が張り出す。厚みは32mmと極めて厚いO　く

びれ部には指頭圧痕が面取り状になされ、

ナデ様の粗いケンマを施す。内面はケンマ

である。胎土は1～3mm大の石英粒を多く、

金雲母を若干含む。前期後半。

一±lc－

Fig111SUOO3・254．255出土土器実測図（1／4）
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Ph10　SU255土層断面（西から）

SU255（Fig．10　Ph．10）　C21グリッドに

位置し254の西側1．5m程にある同形の貯蔵穴

でⅠ類。口径250底径192深166cmと規模も同

程度である。床から90cm程は20－30cm程オ

ーバーハングしているが、以上の壁は崩落し

ている。壁面中心には径28深15cm程の横穴

が254同様に一ヶ所穿たれている。床面中央

部にも同様に19×21cm程で5cm程の浅い窪み

がある。覆土は5～60cm幅の地山土と暗黄灰

色混砂礫土との互層で埋め戻されている。

出土遺物（Fig・11）　61は甕の鹿部で径

7．7cmを測る。比較的広い鹿部でくびれは小

さく胴部へと直線的に延びるO胎土は1～3mm

大の石英粒を多く含む。内面にはタテ指頭圧

痕が残る。前期中頃。

SU250～253（ng．10）　022グリッドに位置し、東西方向の線上で4基が切り合っている。いずれ

も径150－240cmのⅡ類で覆土が地山土と変わらず、検出が困難であった。250は床中央に径1・2mの

浅い窪みが、251は床面が2段の階段状となっている。遺物の出土はない。

Bg・12は中央部の貯蔵穴で稜線をはさんで東西に10m程の間隔で4基が散漫に分布している。

SU230（Fig・12　Ph．11）　G17グリッドに位置し、口径150底径190深86cmで壁面が20cm程オーバ

ーハングするⅠ類の貯蔵穴で傾斜の角度はゆるい。覆土は地山土ブロック混じりの灰褐色粘質土を5

－10cm幅の薄い単位で床面から70cm程上まで埋め戻している。遺物の大半は床面から30cm程上位の

この層中から検出される。埋め戻し後再度中央に径75深40cm程掘削し、再び薄い単位の客土で埋め

戻している。

出土遺物（ng．13　Ph・13）　62は松菊里タイプの甕である。検出時は明確に確認できたが、著し

い風化と大雨による崩落によって破片の接合部が欠落したため、出土状況の実測図と破片の実測から

復原したものである。口径13胴径16．8底径7・6器高約20cmと胴中位に垂心がある。鹿部のくびれは強

く、大きく膨らんだ胴から口縁が短く外反する。剥落が著しいが外面はヨコナデ後ゆるいケンマと思

われる。内面は口縁下5cm程までベンガラ（付編2参照）が付着し、鹿部には6mm程の厚みで残存する。

外面最大径から上位は暗灰～黒褐、以下は明黄褐色を呈し、ベンガラを焼いた甕の可能性がある。

Ph．11SU230（東から）
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Ph．12　SU230遺物出土状況（南東から）



63．64は甕で、64は口径27底径8器高21．4cmを測る。鹿部から胴部へは直線的に延び、言縁は如意

形に外反し口唇下端から全面に刻目を施す。調整は不明。63は口径29．5底径8器高35cmを測る。薄

い鹿部から砲弾形に胴部が延び、上位が肥厚して段を成す。口縁は如意形に外反し口唇全面と段の

下端に刻目を施す。他の調整は不明瞭。65は花崗岩の叩石と砥石を兼用した石器で長10cm。側面4

面を縦方向の砥ぎに、上下面と側縁を叩きに用いている。66は刃厚の薄い磨梨石斧で玄武岩製。上

半を欠損し幅7・6厚3．5cmを測る縄文系の石斧である。67はやや刃厚の厚い磨梨石斧の刃部を叩石に

転用したもので叩打によって刃部は幅6mm程の面を成している。刃幅7厚3．6cmを測る。玄武岩製。

68は黒耀石の打面調整剥片を用いた石錐で、裏面から両側に二次調整を施して先端部を形成してい

る。長26幅22厚9mmと厚い。前期中頃。

SU230

、L－．一一一一．一一

I

1

1

11

1

／

1

／

Fig．12中央部貯蔵穴実測図（1／40）

－19－

ヽヽ



SUO79（Flg．12）　H13グリッドに位置する長方形のⅢ類の貯蔵穴で、長1．92幅1・34深0．32mを測る。

覆土は厚さ10cm前後の暗茶褐色土と暗灰黄色土による薄い層の埋め戻しで、北から南にかけ2度掘削

と埋め戻しを繰り返している。遺物はほぼ床直上で検出された。

出土遺物（Fig．14　Ph．16）　69．70は壷で、69は口径13底径8器高21．4cmを測るO図は破片による

完形復原O鹿部のくびれはゆるく胴は扇球状に張り垂心は下位にある。肩部に沈線を一条施し、口縁

は肥厚するが段は不明瞭になっている。70は壷の上半部で口径14．3cmを測る。肩部に沈線を一条施し

口縁は短く強く外反して下位が肥厚して低い段を成している。調整は不明。71は甕の鹿部で径8．5cm

Fig113SU230出土遺物実測図（1／4．3／4・1／3）
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Ph．13　SU230出土遺物

を測る。薄い鹿部で外面はゆるく内湾して直線的に延びる。前期後半。

SU227（ng．12　Ph．14・15）F12グリッドに位置するⅡ類の貯蔵穴で、口径150底径214深96cmを

測り、壁は60cm程オーバーハングして傾斜は45度に近い。覆土は厚5－15cm程の灰褐色土と暗灰褐色

土の薄い層の埋め戻しで炭粒が目立ち、床上の5～10cm程には板状の炭化材が見受けられる。遺物は

床上20－30cmで壁際で検出される。

出土遺物（ng．15．16　Ph．17）　72－75は壷である。72は短く「u字状に屈曲する言縁の小片で

調整は不明。73は口径5・5cm程の小形の壷で、球状の胴部から強くくびれて言縁が垂直に立ち上がり端

部は短く外反し薄く仕上げる。調整は不明瞭。74は強く張る胴から頸部がすぼまって言縁が如意状に

0　　　　　　　　　　　　　10cm

仁一．111．－；、　　！

Fig．14SUO79出土土器実測図（1／4）
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Fig．15SU227出土遺物実測図（1／4・1／6）
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Ph．14　SU227土層断面（北から） Ph．15　SU227（北から）

外反する小片で、半島系の可能性も考えられる。調整は不明で、胎土は1－3cm大の石英粒を多く、

雲母を微量含む。75は大形の壷の口縁で、径37．2cmを測る。肥厚した口縁の端部を凹線状に窪ませ上

下端に同時に細かな刻目を施す。76～80は甕で、76は三角言縁を呈し口径25・8cmを測る。砲弾形にゆ

るく張った胴の上位に低い三角突帯を一条施す。77は鹿部で、径7．4厚2．5cmと厚い鹿部で外底は径

1cm程の上げ底となる。上位が強くくびれ端部が張り出す。外面にはタテパケ内面には指頭圧．タテ

ハヶ後、ナデかヶンマを施す。78は短い「u宇田縁の甕で、口径18．8cmを測る。口唇上端には刻目

を施す。他の調整は不明。79は断面三角言縁の甕で口径16．9cmを測る。口縁内面は不明瞭な稜をつく

り、上位でゆるく張った胴から鹿部へ強くすぼまる。調査は不明。80は如意形言縁の甕で、口径17

底径6．1器高20・5mを測る小形の甕で、砲弾形の胴部上位に、低い三角突帯を一条施す。鹿部は3cmと

厚く、上位で強くくびれて端部が大きく張り出す。81．82は74同様、半島系の無文土器と考えられ

る小片で、81は言縁外面に幅1．5mの長方形の粘土帯を貼付し「コ」字状を呈する。内面は斜めに面取

82

Ph．16　SUO79・230出土土器
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りして稜を成している。胎土は2～3mm大の石英粒を多く含む。調整不明。82は松菊里タイプと考えら

れる甕の小片で、上位で張った胴から頸がすぼみ言縁が短く垂直状に屈曲するO胎土は2～3mm大の石

英粒を多く含み、調整は不明瞭。83～86は壷の鹿部。83は径7・4cmを測り、外底は低い上底。外面は

ゆるく内湾して胴が直線的に延びる。84は径8cmで端部が摩滅する。外底は若干上低で外面上位で強

くくびれる。厚2cmと厚い。85は径8・6cmで外低は4mm程の上底。外面は1．5cm上位でゆるくくびれる。

86は径6・3cm。外面は2cm程上位で大きく内湾し、胴が外方へ開く。87は極めて大形の鉢で、口径49底

径13器高24cmを測る。やや広めの鹿部から直線的に胴部が延び、上位に三角突帯を一条施す。口縁は

断面三角で外面端部と突帯に刻目を施す。外面はタテパケ後ゆるいヶンマかナデ、内面はナナメ板ナ

デ後ヨコケンマを施す。88－92は甕の鹿部。88は径6．8cmを測り外底は上底。厚3．5cmと厚く、外面は

上位3cm程で強くくびれ端部がやや張り出すO器面はナデ調整。89は径6cm。外底は径1・5cm程が上底。

厚は2cmと88よりは薄く、外面はくびれ端部がやや張り出す。調整はナデ。90は径8cm。薄く広めの鹿

部で外面は内湾する。調整はナデ。91も同様に薄い鹿部であるが径7・3cmと一回り小さく、外底は5mm

程のやや強い上底になる。外面はゆるく内湾する。調整はナデ。92は径6cmを測り、厚3．7cmと厚い。

Ph・17　SU227出土土製品

一一◎一一広一
月
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10cm
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外面は上位2cm程ほぼ垂直に立ち

上がって内湾し胴部が開く。

Fig．16は土製品と石器である。

93．94は土製の紡錘車で、93は

径47厚18mmで中央が若干膨らむ。

側面は面取りがなされ平坦に仕

上げられている。中央に径7mmの

軸穴が焼成前に穿たれているが

若干傾いている。穴が直線的で

径に変化がなく、軸に粘土を巻

いて成形したものと思われる。

胎土は石英粒を多量に含む。

重量40．8g。94は径4・4厚1・8

一三一一lこ‥－l三二l一三一
1　i　　1　1

⊂＝⊃96〔こ＝397　C＝コ98　C399

．．．．・，、＼・、＼＼、、、＼＼・・

101

Fig■16SU227出土石器・土製品実測図（1／3・1／4）
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cmで形態・成形ともに同様で、径6mmの軸穴も傾いている。95～99は土器片を打ち欠いて円形に整

形した土器片円盤で、径25－56mm重量8・8～45．6gを測る。5点が集中する。土器片円盤は他に検出

面で43点検出している。弥生土器片が主体で土師器．須恵器片を用いたものが10点ある。SD127が

未点検であるが大半は弥生後期が占めると思われる。100は片岩製の紡錘車の残欠で径25厚5mmを

測る。軸穴は6mmで、全面を研磨で仕上げる。101は偏平打製石斧の頭部片で現状で84×45×14mm

を測る。片岩製か。102は砂岩製の凹石で128×111×63mm。前期末。

mg．17は東部の貯蔵穴群で、丘陵緑部近くでⅢ類を2基検出した。

SUO66（Fig．17　Ph．18）　M15グリッドの調査区際で検出した。半分は調査区外であるが現況で

長223幅80深25cmを測る。長方形のⅢ類の貯蔵穴で上面の削平が著しい。遺物は床上から5～20cm

程浮いて検出される。

出土遺物（ng．18　Ph．19）103～107は暗灰褐色の上層からの出土。103－105は壷で、103は口

縁の小片で径11cm。大きく張る胴から頸部が強くすぼまり、言縁が若干肥厚して如意状に外反し、

下部が低い段を呈する。調整不明。104は壷の鹿部で径9．7cmを測る。広めの鹿部で外面は内湾し外

Ph．18　SUO66（北から）

1m

SUO66

L－1－．－：　　　　！

方に開く。指頭と板により面取り状となる。

内面は黒色を呈する。105は偏球状に大きく膨

らむ壷の胴部で、胴径28．5底径8．5cmを測る。

鹿部は1cm程上位で強く内湾する。外面は丹塗

で鹿部に指頭圧痕とタテハヶが一部残る。内

面はナナメ板ナデ後ヨコナデを施す。106は粗

いつくりの鉢の言縁片で全面に指頭圧痕、板

ナデ痕が著しく残る。言縁は弱く直線的にゆ
－

るい稜をなして外反する。107は甕の言縁部で

胴上位が肥厚して段をなし、言縁が如意状に

外反する。口径34．6cmを測る。口唇下端に浅

い刻目を施す。調整は不明瞭。胎土は2～4mm

大の石英粒を多く含み粗い。

SU736　　　＿＿＿－＿一一一＿＿

Fig．17東部貯蔵穴実測図（1／40）
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Ph．19　SUO66出土土器

108～115は暗黄灰色土の下層

からの出土。108～111は甕で

108は口径27．2cmを測り、上位

でゆるく張った胴から言縁がゆ

るく如意状に外反する。口唇下

端に浅い刻目を施す。調整は不

明瞭。109は口径25cmを測り、

上位で張った胴から口縁がゆる

く外反し、内面は稜をなす〇一口

唇は丸く収め下面に浅い刻目を

施す。110は言縁部の小片で、

直線的に延びた胴から言縁がゆ

るく外反し、口唇下端は小さく

面取りして沈線状を呈している。外面は黒色を呈しヶンマを施す。111は甕の鹿部で径7．5cmを測

る。外底は若干上底で外面はほぼ直線的に延びる。調整は不明。112－114は壷の鹿部で、112は

底径6．6cmで外底は2mm程の浅い上底を呈する。外面は若干くびれるがほぼ直線的に延び、面取り

33≡イ‥．
10cm

L1－11：　　　一一一一一Ⅰ

Fig．18　SUO66出土遺物実測図（1／4・1／3）
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状のヨコ板ナデを施す。113は底径10．8cmで外面上位1cm程でゆるく内湾し、胴部が外方に開く。114

は底径11．2cmと広めで、外底は5mm程のやや深めの上底となる。外面は1m程上で外傾してくびれ外方

に開く。くびれ部には面取り状のタテパケ後ヨコナデを施す。115は頁岩質細粒砂岩製の柱状片刃石

斧で、上半を折損し、両側面が節理に沿って剥離している。現状で長4．7厚1・3cmを測る。前期後半O

SU786（Fig．17　Ph・20）　NlOグリッドに所在し、長191幅153深52cmを測る。北側以外の3両は壁

面が20cm程オーバーハングする。北側は外傾して35cm立ち上がり115×40cmの方形の段をつくってい

る。境界杭のため北西部は未掘である。遺物は中央部で床から10～30cm浮いて検出される。

出土遺物（ng19　Ph．21）116～121．128は壷で、116は言縁が肥厚する大形の壷の口縁で湾曲

が強く下端は段を成す。指頭圧痕が多く残り調整は粗い。117もやや大形の壷の言縁で、肥厚し下端

の段は不明瞭になっている。118は大形の壷の口縁小片で、口唇に浅い沈線を一条施し上下両端に刻

Ph・20　SU786（西から）

目を施す。119・120は肩部の小片でヨコケン

マ後浅いヘラ描沈線を3条施す。胎土は1－3mm

大の石英粒を多く含む。121はやや広めの鹿部

で径9・2cmを測る。外傾して延び1cm程上位でゆ

るくくびれて外方に開く。128は径18．4cmの口

縁部で、肥厚し比較的大きく外反する。下端の

段は不明瞭である。122～134は甕である。122

は口径22・0底径7．3器高25．6cmの甕に径2m程の

穴を、焼成後鹿部の中央に穿って甑としたもの

である。鹿部は若干内湾して直線的に延び、上

位でやや張った胴部に連って言線が如意状に外

反する。口唇全面に刻目を施す。　外面の下

Ph・21　SU786出土土器
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Fig19　SU786出土遺物実測図（1／4・1／3）
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10cm程は黄橙色、以下は灰褐色、内面は底から6m程は灰黄褐色、言縁から12m下までは浅黄橙色で中

央の7m程が帯状に灰褐色で暗色を呈しており、使用法を暗示させる。調整は不明瞭。123は同型の甕で、

口径24・8mを測り、薄い口唇の全面に刻目を施す。内面の上位には指頭圧痕が明瞭に残るが、他の調整

は不明瞭。124は小形の甕で、口径16．2mを測るO器壁が比較的に厚く、外反する言縁部は薄く仕上げ

る。口唇全面に刻目を施す。他の調整は不明。125も小形の甕で口径15mを測る。器壁は原田で胴は直

線的に外傾し口縁は如意状に外反して口唇全面に深い刻目を施す。調整は指頭圧痕とタテハヶが残る。

126は口径17mで言縁の屈曲が強く、口唇全面に刻目を施す。調整は不明瞭。127は小形の甕で、胴が直

線的に開いて言縁はゆるく内湾する。口唇全面に浅い刻目を施す。129は口縁の小片で、開く胴にゆる

く外反する口縁が連なる。口唇下端に深い刻目を施す。130も言縁の小片で如意状に屈曲する口縁にヨ

コナデを施し口唇全面に刻目を施す。整形が粗くゆがみが目立つ。131は129同様直線的に開く胴で口

縁がゆるく内湾する。口唇全面に刻目を施す。132は口径21．8cmを測り、如意状に強く屈曲する口縁の

口唇下端に刻目を施す。133は言縁の小片で如意状に屈曲する言縁の内外に指頭圧とヨコナデを施し、

口唇下端に細長い刻目を施す。134は甕の鹿部で、径8・7mと広めである。上位1．5m程で指頭圧によって

ゆるくくびれさせ、ゆるく張る胴が外に開く。胎土は1～2m大の石英粒を多く、雲母を少量含む。

135は磨石で、長10・3幅8・2厚4mを測る円盤状の形態を呈する。側面は敲打により幅2m程の平坦面を

形づくっている。表裏両面は主に磨石として用いられているが、敲打によって中央が1mm程浅く窪む。

灰白色の玄武岩製で、側面上位と表面が赤い。SU230の62がベンガラの貯蔵甕であった事からも、ベン

ガラ粉粋用の石杵の可能性が考えられる。前期中頃。

、。一一ノ′‾－て三二とマヽ　　　　　　．

八

SK377

SK424

」＝2020m

SKO51

SK792

0　　　　　　　　　　　　　1m

L」1－．．；　　　　一一一2

ng．20　弥生時代前期土壌実測図（1／40）

－29－



②　土壙

北西部で4基、南西部で3基、東部で1基検出した。分布域は貯蔵穴とほぼ重なり、散漫に分布して

いる。377が2mを越える以外は1m前後の小形の穴である。

SK377（ng．20）北西部のC5グリッドに位置する。SC369とSD127とに切られ、全容が明かでな

いが、現況で幅158長150深47cmを測る方形の土壌と思われる。

出土遺物（ng．22）136～137は壷である。136は径40cm程の大形の壷の肩部の小片で、頸部が若

干盛り上がり、ここにへラ描沈線を1条施す。胎土は1－2m大の石英粒を多く、金雲母、角閃石を若

干含む。器壁の内外はヨコヶンマを施す。137は壷の鹿部で径は8．2mと小さい。外底はゆるい上底で、

外面は上位1cm程で若干くびれ外方に直線的に開く。調整は器壁の剥落が著しく不明である。胎土は

2mm大の石英粒をやや多く含む0138－140は甕で、138は口径28cmを測る。砲弾形の胴部から口縁が

如意状に外反する．。言縁端部が欠落するため刻目の有無は不明。器壁の剥落が著しいが、内面にはケ

ンマを施す。139は小形の鉢で口径12cmを測る。言縁下が若干くびれ、言縁内面が内傾して稜を成し

ている。器壁が厚く、内外面はナデ様の粗いヶンマを施すが凹凸が著しい。全体的に粗い造作である。

胎土は1～3mm大の石英粒を多く、金雲母．角閃石を若干含む。半島系か。140は径7．6cmの甕の鹿部

で、外底は若干上底。外面は直線的に開く。前期後半O

SK424（ng．20）北西部のE6グリッドに位置する。径133×112深13cmの円形の土壌である。削

平が著しく、殆ど底面しか残っていない。長軸の壁際に径15～23cm程の柱穴が2本検出されている。

出土遺物（ng・22）141は鉢の言縁部小片で、器壁が6mmと薄い。口唇は面取りで平坦になる。剥

落が著しく外面の調整は不明。内面はヨコパケ後ヨコナデ、ゆるいヶンマを施す。142は甕の鹿部で、

径7・3mを測る。140と同様で、外底は若干上底。外面はほとんど直線的にゆるく外傾して開くO前期

中頃。

SKO51（Fig・20）南西部のB17グリッドに位置し、SCO12に切られる。斜面下側を欠失している

戸一一．、一一一一一一一／

Fig．21SC811実測図（1／60）

1m
L1－－－1－1．．　　－3
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が、円形の土壌と思われる。現況で

135×123深61cmを測る。床面は平

坦で壁は外傾する。

出土遺物（ng．22）143は甕の口

縁部で、口径16・6cmを測る。断面三

角の口縁で3－4mm大の石英粒を多

量に含む。前期末～中期初O

SK792（Fig．20）　東部のN13グ

リッドに位置する。不整形の土壌で

120×102×12cmを測る。

出土遺物（Bg．22）144は甕の言

縁で、直線的に開いた胴から言縁が

如意状に外反し、口唇全面にハヶメ

板木言で大きく刻目を施す。以下は

タテ・ナナメパケを施す。前期前半

か。



③竪穴住居

貯蔵穴・土壌の数からすると4～5軒は存在したと思われるが、明確に検出できたのはSC811のみ

である。これも壁溝が残るのみで著しい削平が行われている。

SC811（Fig．21Ph・22）　中央西側のEllグリッドに位置する。西側1／3程を後期の溝SD127に

切られるが、径3．96mを測る円形住居である。主柱穴は中央の4本と思われ、柱間は1．25～1．6mを

測る。柱痕跡は径15～20cmである。中央に75×42深20cmの方形の土壌を設け、幅15cm程の周壁溝

Ph・22　SC811（南から）

とこれを東西方向の溝で連結し、溜桝状にな

っており、溝底は西の斜面側に下がって排水

する様になっている。

出土遺物（ng・22）145は豊前系の跳ね上

げ言縁の甕の小片で、言縁は面取りされ幅2cm

の平坦面をつくっている。胎土は1～1．5mm大

の石英粒をやや多く含む。146は口径33cmを測

る甕で、砲弾形の胴部に如意形にゆるく外反

する言縁が連なる。口唇は面取りされるが刻

目はない。内外面にナデ後ゆるいケンマを施

す。前期末一中期初頭。

一、．く．

∴一一
．．

10cm

ト．1－1、－．：　　－．－」

Fig．22　SK377・424．051．792．SC811出土土器実測図（1／4）
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2）・弥生後期の遺構・遺物
今回の調査において、中世とともに中心を成す時期で、丘陵西側から北側にかけて幅2．5mの溝

がとりまく環溝集落である。溝内からは廃棄された土器がコンテナにして約300箱、総重量2t弱の

膨大な量で出土している。溝内側には後期全期を通じて数十軒の住居が存在したと思われるが、

中世以降の削平のため、検出できたのは環溝SD127を含めて溝2条・土壌4基のみで、住居は多数

の柱穴が残るのみである。

①溝

溝は環溝であるSD127と、南端部でこれに沿うSD231の2条を検出した。

－32－



Ph．23　SD127A・A’土層断面（西から）　ph．24　SD127B－B，土層断面（南西から）

SD127（Fig・24．25　巻頭図版2）丘陵の西斜面から北側にかけて21－22mの等高線に沿って

掘削された環溝で、最大幅3・2m深1．5mを測る。調査区の東側では検出されなかったため、東側の

自然屋をそのまま取り込んだ環溝と思われる。調査区内での総延長は114mに及ぶ。丘陵全体は調査

Ph．25　SD1271群土器出土状況（南西から）

Ph．26　SD1271群出土土器

－33－

区の南50m程で東西幅が20m程くびれており、

この地形に沿えば南北170mO　さらに200m南

で東西幅が半減し、3m程高くなる地形変換地

点まで延びるとすると南北約300mの範囲を

囲う事になる。

溝の断面及び埋没状況は10ラインを境にし

て南北で異なり、北半部は断面舟底形で、半

分程埋没後幅を狭めて再度掘削している。南

半部は断面逆台形で底面が狭くなっており、

明瞭な改剤は認められない衝g・24）。

遺物は上層の黒灰～暗灰褐色土を中心に多

量に検出されるが、改剤のため後期前半～古

填時代初頭までの資料が混在し

ている。各グリッド毎の出土量

はng．25の通りで、G～Fと6～

7、10～12に集中部が有り、生活

遺構の粗密を間接的に示してい

る。土器は集中部によって8群に

分けて取り扱っている。1グリッ

ドでの最大量は224．7kg．最低量

は4kg、総量では1，984．5kgと2tに

近い。器高40cm程の甕で735個

分に相当する量である。



6

10

1．黒灰色砂質土（表土）
2．時黄灰色砂黄土（旧耕土）
3・嗜灰褐色土
4・　　〝 （地山土中ブロックを1／2含む）

5・黒灰色土（やや粘質、庚灰を多Ⅰに含む、〝1／3含む）
・8．灰褐色土

．7・　〝

9・　〝

11．　〝

12・　〝

13．　〝

（やや粘貨）

（地山土ブロックを2／3以上含む）

（〝　小ブロックを1／3含む）

（炭、灰、焼地粒を多Ⅰに含む、遺物多Ⅰ）

（やや粘質）

（　〝　地山上の小ブロックを1／2以下含む）

14．　〝　（　〝　　　　　　〝　　　1／2含む）

15．　〝　粘質土

16．　〝　（19層土のブロックを1／2含む）

17．時黄褐色土（やや砂質、地山土中ブロックを2／3含む）
（　〝

（やや粘質、

上
層

下
層

1．灰褐色土（地山土ブロックを1／2含む）

2．　〝

3．暗褐色土（地山土中ブロックを少量含む）

4・噂灰褐色土（焼土粒、庚粒を少量含む、やや粘貨）

5・　〝　　（炭・灰を1／3含む）

6．時褐色土（他山土中ブロックを1／2～23含む、やや砂貨）
7．　〝

8．　〝　（　　　〝　　1／3含む）

9．　〝　（　　　〝　　1／2含む、やや粘質）

C L＝22・0m

上層⊂呈：時灰警土（やや雷禁誌土。包含）

下層⊂2：時責恥土（やや粘貿）〝　　（やや砂質、地山土を1／3含む）

上層－11黒灰色土（やや砂貨、土器多量含む）

2．時黄褐色土（〝、10層上のブロックを上位に1／3以下含む）

下層

3・　　〝

4．　　〝

5・　　〝

6．　　〝

7．　　〝

（11層より暗色、やや砂質）

（地山土の′トブロックを1／3含む、〝）

（　　　　〝　　1／2含む、〝）

（　　　〝　　1／3含む、やや粘貨）

（　　　〝　　2／3以上含む）

8．時黄褐色砂質土（地山パイライ土を2／3以上含む）

Fig．24SD1271群土器出土状況・土層断面図（1／60）
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第1群出土土器（ng．26．27　Ph・25・26）147～166は上層出土。147－152は壷で、147は頸部の

延びた逆「く」字に内傾する二重口縁壷で屈折上部は外湾する。口径15．3cm。148は言縁が鍔をつくっ

て逆「く」字に内傾し、上が内湾する壷で、口径17cm。149は言縁が屈折して垂直に立ち上がる二重

口縁壷で口径27．2cm。上部は若干内湾する。150は長頸壷の言縁で口径8・6長11cmを測る。151は短頸

壷で口径12・2器高12・4cmを測る。外底は平底に近い丸底。152も短頸壷で胴径25．6器高24．4cmで球形の

胴で外底は広いレンズ底を呈する。脇のくびれはなく、直線的に延びる。153は口径32・8器高23cmを

測る高杯で杯部が上位で屈折しほぼ其直に延びて以上がゆるく湾曲する。端部は薄く仕上げる。154
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は中期の系統の高杯で「鋤先」部が縮小する。155は浅鉢で口径15．4器高3・60nを測る。薄い器壁で指頭

圧痕が多く残る。156－160は器台で、156は口径12・5器高18．6cmの筒形器台で、くびれは上位にある。

157・159は小形の筒形器台で、157は口径9．9器高10．7mを測る。口縁下2mでくびれ、器壁が厚い。159

は口径9・3器高11．2mを測る。中位でくびれ口縁は大きく開かない。158・160は沓形の支脚で、158は脚

径12．8器高11．7mを測る。上面に径2・2mの孔が有り、支点部を欠く。外面に平行叩痕が残る。160は脚径

10器高9・8mを測る。外面はタテパケで、支点の突出は5mm程で短い。161－165は甕で、161は大形の甕

で口径490mを測る。口唇内側が跳ね上がる跳ね上げ言縁で口唇が幅広く1．3mを測る。豊前系。162は西

新式の大型の甕で口径92・2mを測る。頸部と胴部に「コ」字突帯を貼付し、口唇と頸部突帯にはパケメ

原体で刻目を施すO外面上位にはタテパケ、下位には平行叩が残る0163は口径14．5器高21・2mを測る甕

で、胴が張り重心は上位にある。外底はゆるいレンズ底で5cm程の間隔で平行する線状の圧痕がある。

1朗は162同様西新式の大甕の鹿部で、片側の底面を広げるため粘土帯を張り足している。外面には叩痕

が残る。径13・7cm。165は焼成前穿孔の甑で、口径21・5器高18．3cm。外底はゆるいレンズ底で中央に径

10mmの孔を穿つ。166は口径25器高15・3mの短頸の鉢で、外底は上底で、脇はくびれず外湾する。167～

170は下層出土。167は接合部が鍔状に突出して以上が垂直に立ち上がって内湾する二重口縁壷で口径

16・6m。168は稜を成して「く」字に外反する甕で、外面に斜位の叩が明瞭に残る。169は方柱状の支脚

で幅4・8mを測る。底面に沈線が1条ある。170は支脚で径6・5mを測る。上面が傘状となり、支点の突出

部を欠失する。

第2群出土土器（Bg・28　Ph．27）171・172は口縁が逆「く」字に屈折して内反する二重口縁壷で、

171は口径18・7胴径25・9底径8・9器高弘8mを測る。屈折の上位は直線的になり、やや広い外底はゆるいレ

ンズ底となる。胴内面にはナナメパケが残る。172は口縁の屈折部が若干突出し、以上はゆるく外反す

る。口径15mを測る。内外面にはパケメ調整が施される。173は高杯の杯部で径19．3深5mを測る。脚は

接合部で剥がれている。径3・4m。中位に低い段を有し、言縁端部が薄く外反する畿内系である。174は

大形の浅鉢で、丸底から大きく外湾して口縁が直言する。径26．7器高11．6αnを測る。内面にはナナメハ

ヶが残る0175は小形の甕で、口径11．9器高20・6mを測るO「く」字に屈折して言縁が直線的に延び、胴

は中位で張る。外底は径7cmで強く張るレンズ底を成す。176は脚付鉢の鉢部で、口縁が短く外反する。

径17mを測る。177は小形の支脚で脚径6．4器高6・7mを測り、上面に孔はない。指頭圧後ハヶメ後ナデを

施す。

第3群出土土器（Bg・29－32　Ph．28・29）178－184は壷で、178は中期の系統を残す鋤先口縁の壷

l予言・十・一一一一一

Ph．27　SD127　2群出土土器
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で、口径飢・8胴径35mで、垂心は

中位よりやや上にある。口縁上面

は内傾し、端部に浅い沈線を1条

施す。179は頸部が短く、言縁が

逆「く」字に屈折し内反する二重

言縁のやや大形の壷で、口径

22・8mを測る。言縁の稜から上は

内湾し内傾する。180も大形の壷

で口径24・2cmを測るO逆「く」字

に屈折した稜にナナメの浅い刻目

を施し、以上は肥厚して外湾し、口

唇は面取りをして外端が若干張り
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出す。181は口径17・5cmを測る。短い頸部で胴張りも弱い。「く」字の二重言縁で、屈折の接合部が

鍔状に若干突出し、以上がゆるく外湾してやや内傾し、187より強く端部が外反する。182はゆるく

長く外反する言縁の壷で、口径18・5胴径27cmを測る。胴はやや扁球状で垂心は若干下位にある。183

は相で口径8・4cmで3・5cm程直線的に開き、頸部は内外で稜を成す。184は短頸の壷で口径15．5胴径

23．1器高21・9cmの球形の胴で、外底はレンズ底気味で脇は若干くびれが残る。底径7cm。185は小形

の直言の高杯で、口径15・7器高10．5脚径11cmを測る。脚端は薄く仕上げ外面に指頭圧痕が残る。186

は杯部が屈折する高塀で、口径26・2cmを測る。屈折部は脚に近い下位にあり、言縁は内湾して外に

開き端部内面が若干肥厚する。187は「く」字口縁の甕で、口径30．6胴径29・8cmを測る。垂心は中位

にある。188～193は鉢で、188は径7・2cmの広い鹿部がくびれずゆるく外湾して直言口縁に連なる鉢

で、口径19．6器高10・9cmを測る。189は縦長の鉢で、径4・6cmの鹿部から脇が若干くびれて胴が直線

的に開き言縁が若干外湾する。口径12．3器高16・8cmを測る。190は丸底小形の浅鉢で、口径9・4器高

3．6cmを測り、指頭圧痕が多く残り口縁もひずむ0191は手捏ねの小形鉢で口径6・6器高5．1cmで若干の

平底が残り、調整は同様に粗い。192は広めの鹿部から外湾して胴が張り口縁がやや内傾する小形の

－
．q

／

287

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L－11．－1　　　　－」

mg．28SD127　2群出土土器実測図（1／4）
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鉢で口径11器高10．4cmを測る。193は丸底の浅鉢で口径13．2器高5．9cmを測る。194－197は器台で

194は脚径13・8器高18．5cmの大形品で言縁下2．5cmで強くくびれる。195は脚径11・3口径9．4器高12cm

を測る。くびれはやや上位にあり、上端が厚3cmと極めて厚く肥厚する。196は口径7・9器高9・5脚

径10・1cmの小形品でくびれはやや上位にある。整形は粗い。197は簡形の支脚で口径7・2器高13・6cm

を測る。器壁が厚く1・8cmを測る。整形が粗く外面に指頭圧痕が多数残る。

Ph．28　SD127　3群上層出土土器

Ph．29　SD127　3群下層出土土器
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Fig．29SD1273群上層出土土器実測図．1（1／4）
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198－204は下層出土で、198－202は壷。198は口径19器高41．4cmのやや大形の壷で、頸部が長く、

言縁が逆「く」字に屈折して内傾する二重口縁で屈折以上がゆるく外湾する。外底は平底で脇がゆ

るくくびれる。199は口径21．1cmで言縁屈折部がやや垂下し、以上はゆるく外湾して強く内傾する。

口唇は平坦に仕上げ両端部が少々張り出す。内外面には指頭圧痕とパケメが残る。200は口頸部が肥

大化した二重言縁壷で口径21．8胴径26cmで胴張りはゆるい。口縁は逆「く」字に屈折した上部が直

線的に内傾して端部が細く垂直に立ち上がる。頸部外面には1cm弱の間隔でタテに暗文を施す。201

は壷の胴部で径26．80品の球形の胴に「コ」字突帯を1条貼付しナナメの刻目を施す。外底はレンズ底

で脇はゆるくくびれる。底径8・1cm。202は直言気味の短頸の壷で、口径12器高21cm。球形の胴で外

底は径7cmのレンズ底。203は外来系の壷の言縁部と思われ、大きく内湾した頸部から逆「く」字に

屈折して口縁がほぼ垂直に立ち上がり若干内湾する。口径10cm。204は杯部が屈折する高杯の杯部で

口径31．5cm。中位で屈折し言縁がゆるく外反する0205は筒形器台で口径8．2器高9．7cmを測る小形品

でくびれは中位にある0206は沓形の支脚で器高10．7脚径10．7cmで支点の突出が4．2×2cmの板状につ

まみ出されている。207～212は甕で202は胴の張りが中位よりやや上にある倒卵形の短頸の甕で、口

Bg．30SD127　3群上層出土土器実測図．2（1／4）
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Fig．31SD1273群下層出土土器実測図・1（1／4）
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Fig．32SD1273群下層出土土器実測図．2（1／4）

径17．2胴径26cmを測る。208は口径21．6cmの「く」宇田縁の甕で中位で胴が張り径25cmを測る。209

は口径7・7器高9・5cmの小形の「く」字口縁甕で、頸部下に「コ」字突帯を1条施す。外底はゆるい

レンズ底で脇のくびれはない。210は径2cm程の平坦部が残るほぼ丸底の甕で口径9．9胴径14・8器高

19．9cmを測る。211は頸部の短い甕で口径13．2器高15．7cmを測る。径10cmの広くゆるいレンズ底の

外底から脇がくびれずやや上位で張る胴部に連なる。胴部径17・2cm。212は「く」宇田縁の低い甕

で口径18．2器高16．3cmを測る。径7．2cmの広めの平底から脇がくびれずゆるく張る胴が開き、口縁に

連なる。頸部はゆるい稜をなす。213～220は鉢で、213は言縁が「く」字に外反する鉢で口径20・8

－44－
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高11．2m。外底はレンズ底で脇は若干くびれる。214－220は直言の鉢。214は口径14・9器高8・3m。外底は

ゆるいレンズ底で脇と言縁下が若干くびれる。外面の調整は不明。215は平底に近いレンズ底で脇は強く

くびれる。口径13．6器高6．1m0216は口径10．4器高8・5mO外底は平底に近いレンズ底で脇が1．5～2m上位

でゆるくくびれる。217は浅鉢で口径12．6器高4・3αn。調整は不明瞭。218はミニチュアで口径8．5器高6・1m。

外底は径の小さなレンズ底で脇は1・5m程上位でくびれ尖底状を成す。219・220は浅鉢で、それぞれ口径

器高8・4×3・2・7・4×3．5mを測る。

第4群出土土器（ng．33　Ph．30）　221～223は上層出土。221は直言の壷で口径11・1器高19．5mを測る。

胴は中位で強く張る球形で外底は丸底に近いレンズ底。内外にハヶメを施す。222は「く」宇田縁の甕で、

口径18．3器高15．7mを測る。外底はゆるいレンズ底で径6・lqn。脇は2m程上位で若干くびれる。調整は不

明。223は短頸の壷で言縁が直言する。口径8・7器高6・7mを測る。外底は丸底で器壁は薄い。調整は不明。

224～232は下層出土0224は二重言縁壷で口径22．3器高43胴径300mのやや大形の壷。外底はレンズ底で

脇はくびれる。言縁は逆「く」字に屈折して強く内反し上はゆるく外湾する。屈折した稜と胴中位の三

角突帯2条に刻目を施す。全面にハヶメを施し頸部下に径1m程の円形浮文を4m間隔で並置し、対面に2

ヶ所施す。225－227は短頸で頸部のしまる壷で、225は口径11．2器高16・2m。中位に最大径がある球形の

胴で径18・5m。外底は径2・6mの小さなレンズ底。調整は不明0226は口径12・8αnでゆるく内湾する。器高

14・8胴径17．3mの球形の胴で外底は径8m程のレンズ底で脇のくびれは無い。227は口径9．6器高14・9mで、

胴は中位よりやや上に最大径を持ち径16．5mを測る。外底は径5m程の小さなレンズ底で脇は1・5ml程上位

でゆるく内湾する。228は支脚で口径5．3器高13・2mで器壁は厚く2mを測る。指頭圧後粗くナデる。229

は器台で口径10・8器高15mを測る。言縁下2．5m程で強くくびれ外反する。器壁は厚く最大2・8mを測る。

230は「く」宇田縁の甕で口径15．1器高15・5mを測る。外底は平底で径6．4mk脇は1．5m程上位でゆるく内

湾する。胴部の最大径は中位よりやや上にある。器壁の調整は不明。231は「く」宇田縁の壷で、口径

14・4器高29．料を測る。外底はゆるいレンズ底で径8・2mを測る。脇は1・5m程上位でゆるく内湾する。胴

Ph．30　SD1274群出土土器
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部の最大径は中位よりやや上にあり径24．2cmで倒卵形を呈する。調整は不明。232は「く」宇田縁の

甕で口径18・6器高22．5cmを測る。外底は平底で脇は2－3m上位で大きく内湾する。胴部の最大径は中

位よりやや上位にある。言縁はゆるく内湾して外反する。調整は不明瞭。

第5群出土土器（ng．34～36　Ph．34・35）233～245は上層出土。233～237は壷で、233は口縁が

逆「く」字状に屈折する二重言縁。口径22・8器高35．7cmで言縁が大きく、鹿部は径10・4cmの広いレン

ズ底で脇は若干くびれる。胴の最大径は中位より若干下に有り「コ」字突帯を1条貼して刻目を施す。

言縁は強く屈折して内傾し、上が若干内湾する。234は胴部で最大径は中位にあり、径29．5cmを測る。

外底は径4cm程の小さなレンズ底でくびれはない。内外面にパケメが残る。235は短頸の小壷で口径

12・8器高13・8cm。外底は径5・5cm程のレンズ底で脇が若干くびれるO調整は不明。236は長頸の壷で口

径6・9器高10・4cm。外底は径4cmのゆるいレンズ底で脇はゆるくくびれる。胴は中位に最大径があり、

扁球状を成す。径12cm。外面は上半はタテハヶ後ヶンマ、下半はタテヶズリ後ケンマ。内面上半はヨ

コハヶ下半は不定方向のナナメパケ。237は直言の小壷で口径6．7cm。外底は径5．6cmの広めの平底で脇

のくびれはないO胴は中位で張り径10cm。言縁は直線的に若干外傾する。外面にはパケが残る。

238・239は大形の筒形器台で、238は口径13器高18・3m。脚は直線的に延び言線下4m程で強くくびれ

て外方に直線的に開く。内外面に指頭圧痕・パケメが施され外面脚部には平行叩が残る0239は口径

16cmで、言縁下2．5cm程でさらに強く屈曲して開く。外面にはタテパケが残る。240・241は支脚0240

は口径9．2器高10・8mの筒形で、言縁下3cm程でゆるくくびれる。器壁が厚く2．5cmあり、内面中央は被

熱で爆ぜている。内外面に指頭圧痕が多く残る。241は沓形の支脚で、脚径12．5器高8．6恥上面には

径2．3cmの孔がある。支点の突出部は3cm程の背状につくる。外面全面にナナメタタキが残る。242・

243は高杯で、242は口径22．5深7mと深い杯部で、径3・3mの脚上1・5m程の位置でゆるい段状に屈折し、

三、一二憂三雄一

Ph．32　SD127　5群土器出土状況（南から）

言縁が長く内湾して

外方に開く。内外と

もにハケ調整後ヶン

マする。243は口径

32．7器高25・7cmの大

形の高杯で、径17・6m

の脚は外湾気味にす

Ph．33　SD127　5群土器出土状況（西から）
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円形の飾穴を3ヶ所穿ける。杯部は全体の2／3程でゆるく屈折し、言縁は内湾して外方に開き端部は

薄く仕上げる。調整は不明。244は西新式の大甕で、口径49．6器高70mを測る。鹿部は丸底と思われ、

最大径は上位にあって径55mを測る。倒卵形の胴部で下位に台形の突帯を1条貼付しナナメ刻目を施

す。頸部には低い三角突帯を1条施し、言縁は「く」字にゆるく内湾しながら外反する。口唇端面は

凹線状に仕上げ下端が張り出す。飢5は畿内系の甕で、口径15mを測る。胴最大径は上位と思われ、径

Ph．34　SD1275群上層出土土器

Ph35　SD1275群下層出土土器
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Fig．34SD1275群上層出土土器実測図．1（1／4）
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Fig．35　SD1275群出土土器実測図（1／4）
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Fig．36SD1275群下層出土土器実測図・2（1／4）

－51－



23．7mを測る。言縁は「く」字にゆるく屈曲して外湾気味に外方に開くO外面はヨコハヶ後ヨコナデ内面

は頸部の屈曲1αn程下からケズリを施す。飢6－259は下層出土O別6一別8は壷で、飢6は袋状言縁で口径

20．4m。頸部は短く袋部の屈曲は高さ4m程と短い。頸部に低い三角突帯を2条施す。調整は不明。飢7は

口縁が逆「く」字に屈折する二重言縁壷で、口径22．2器高41．7mを測る。言頸部が長く、外底は径8・8m

の平底で脇は2・5m程上位で若干くびれる。胴部は最大径が中位にある。下位に台形突帯を1条貼付し刻

目を施す。言縁は屈折した上部がゆるく内湾して内傾し端部外面が短く直立する。飢8も同様に言頸部が

長い二重言縁壷で、口径13．3器高28．7mを測る。外底は径7．2mの広いレンズ底で、脇は1m程上位でゆる

くくびれる。胴の最大径が中位にある球形で三角突帯を1条施す。言縁は屈折した上部がゆるく外湾して

強く内傾する。別9は直言の小形壷で胴径8・5mを測る。鹿部は径2m程の平底で丸底に近い。250は大形

の直言の浅鉢で口径30．3m㌦丸底と思われ、下位に高い台形突帯を1条施す。口縁直下が若干くびれ内面

は斜めに面取りされ稜を成す。調整は不明瞭。251～255は甕で、251は口径28．3器高39．5mを測る「く」

宇田縁の甕。外底は径8．1mのレンズ底に近い平底で脇は1～2m上位でゆるくくびれる。胴の最大径は上

位にある。252も同様で、口径25．6器高36m0外底はレンズ底に近い平底で脇がくびれ胴の中位やや上に

最大径がある。253は大形の「く」宇田縁甕で口径29・8mk頸部に幅広の低い三角突帯を1条施す。254は

口径17・8器高19．9mの小形で、外底は平底。くびれはなく、胴最大径は上位にある。255は丸底の「く」

宇田縁甕で口径19器高26・5cm。胴最大径は中位にあり言縁は直線的に外反する。下位はタタキが残る。

256－258は筒形の支脚でそれぞれ口径器高8．6×9・2・8・3×8・7・7．5×8・9mを測る。器壁が厚く内外に

指頭圧痕が多く残る0259は方柱状の支脚で一辺が幅6mを測る。

第6群出土土器（Bg・37・38　Ph・36）　260－272は上層出土。260は長胴の壷の胴部で残存高45

最大径は中位のやや上にあり径33cm。外底は径10cmのレンズ底で脇は若干くびれる。調整不明。261

～263は甕で、261は「く」字言縁で口径33．2器高52cmを測る長胴の甕。外底は径9cmの平底で脇はゆ

るくくびれる。262は口径12・1器高12・9cmの小形の甕。鹿部は径5・3cmの広い平底で脇のくびれほほと

Ph．36　SD127　6群出土土器
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んどない。言縁はゆるく如意状に外反する。263は大形の「く」宇田縁甕で胴の張りが強く言縁は

短い。口径42・5cm。頸部に低い台形突帯を施す。264は直言の浅鉢で口径18器高6．4cm。外底は径

7・4cmのゆるいレンズ底で脇は1・5cm程上位でゆるく内湾する。内面はヨコナデか。265は半球形の鉢

で口径15器高10．4cm。外底は丸底。口縁は垂直に立ち丸く収める。266－268はミニチュアの鉢で、

266は口径5．1器高6．7cm。手捏ねで器壁が厚い。外底はゆるいレンズ底。267は口径6・9器高7．2cm。

同じく手控ねで器壁が厚い。外底もゆるいレンズ底。268は口径7．8器高3．3cmの浅鉢で器壁は薄め。

269－271は器台で、269は口径15・6器高19・4cmO上位で強くくびれる。調整は不明瞭。270は口径

10・2器高17cmを測る。上位で強くくびれ、器壁が1．8cmと厚い。調整は不明瞭。271は口径8．7器高

282

10cm
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15cm。中位のやや上でくびれる。272は筒形の支脚で口径6・7器高12．5cmを測る。上位でゆるくくび

れ口唇が18mmと肥厚するO調整は不明。273～282は下層出土。273～275は壷で、273は口縁が逆

「く」字の二重言縁で頸部は短め。口径20器高39cmを測る。外底は平底に近いレンズ底で径9cm。脇

はゆるくくびれる。胴の最大径が中位にある。口縁の屈折から上はゆるく外湾して内傾する。274

も同様で口径23胴径35．6cmを測る。言縁は屈折から上はほぼ直線的により強く内傾する。275は直

言の小壷で口径5・3器高12・7cm。外底は径5．5cmのレンズ底で、胴は径11cmの球形。276はゆるい「く」

宇田縁の鉢で口径13器高9．1cm。外底は6cmの平底で脇のくびれは殆どない。調整不明。277は口径

13・7器高17・3cm。胴は中位で張り、外底は径6・7cmのレンズ底で脇のくびれはない。278も「く」宇

田縁の鉢で口径18・2器高14．7cm。外底は径7・2cmのレンズ底で脇は2cm程上位でゆるくくびれる。279

は直言の深鉢で口径15・6器高18cm。7．1cmの平底で脇は殆どくびれず、胴上位が若干内湾する0

280・281は小鉢でそれぞれ口径器高12・2×7．7cm・10．2×7．1cmを測る。280は平底で、281はレンズ

底。282は口径5器高8．6cmの小形品で外底はレンズ底。言縁に径5mm程の小孔があり蛸壷に似る。

第7群出土土器（Fig・39　Ph．37）　283は径17．7cmの短頸の袋状言縁壷。外面がゆるい稜を成

す。284は小形の逆「く」字二重口縁の壷で口径12．8器高24．2cm。外底は径7．1cmのゆるいレンズ底。

言縁の屈折上部は強く外湾し内傾する。285は「く」宇田縁の甕で口径36・5cm。調整不明0286

一一一・一．＿一・一一．一一一一一一一一．

．く

Ol潤 （

／

く

287

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L1．11：　　　一一一」

Fig．39SD1277群出土土器実測図（1／4）

－55－



は器台で口径13．5器高17．8cm。上位でくびれ調整不明。287－289は小形の支脚で、287は口径4・9器

高10．9cmで上位でくびれ器壁が2cmと厚い。288は口径4・3器高9・6で上端が肥厚。289は口径4器高

8．4cmで上位でくびれる。290は半球形の鉢で口径13器高8．4cm。内面の調整は不明。

第8群出土土器（Fig．40　Ph・37）　291は瀬戸内系の二重言縁壷で、口径25・4cmを測る。屈折部の

外面に1．5cm程の高い突帯を貼付しナナメの刻目を施す。上部は直線的に立ち上がって若干外傾し端
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部が肥厚し内面は面取りして内傾する。250に似る。292は無頸壷で口径8．4器高15・7cm。口縁は1cm程

直立する。外底は平底で脇のくびれは無く胴は上位で張る。293は手捏ねの直言壷で口径5．8器高6．8cm。

294は大形筒形器台の受部で口径10．7脚径5．6m。言縁下4mで屈曲し外湾しながら外反し端部は短く反

転するため段状を呈する。295－300は「く」字言縁甕。295は口径16器高17mで中位に最大径を持ち

外底は平底に近いレンズ底で脇がゆるくくびれる。296は口径15．8器高15・3m。胴最大径は頸部下にあ

り外底は平底で脇はゆるくくびれる。297は口径16器高17cm程で言縁は短く、胴最大径は上位にあり

径7．5Onの平底の脇はゆるくくびれる。調整は不明。298は口径23器高27・8cm。胴部は中位で張り外底

は径8．5cmのレンズ底で脇は若干くびれる。外面は調整不明。299は口径18器高25．8m。中位で張る長

胴で外底は径8・5mで脇はゆるく内湾する。300は短い言縁で径13．7器高19cm。胴は中位で強く張り外

底は径7cmのゆるいレンズ底で脇は若干内湾する。301は直言の深鉢で口径12．4器高11．7cm。径5．3cm

の平底から脇が内湾して言縁が垂直に立ち上がる。調整不明。302は小形の脚付鉢で口径9・2器高7・4m

を測る。

以上出土土器を概観したが、下層で後期初頭－中頃、上層で中頃一古墳時代初頭が多く見られ時期

の前後の傾向はあるが、土層断面で見た様に改削されており、溝の下位まで全時期のものが混在して

いる。遺物の量から推定して、後期前葉に掘削され、中葉に最盛期を迎え、終末期に改削され、古墳

時代初頭には埋没したと考えられる。

土製晶（Bg．41Ph．38）303～307は杓子の模造品で、いずれも手捏ねで成形され指頭圧痕を多く

残している。303は口径5・2器高5・1mを測る。体部は円筒に近く、把手は欠失している。304は全長7・8

幅6．4器高4・6cm。体部は半球状で外底は2cm程平坦である。把手は2m弱で短い。305は両端が破損す

るが全長は140m程幅は7cm程と思われる大形のもので、体部は半球状。306は匙状で、先端部を欠くが

全長7．5m程幅3mで体部は皿状を呈する。307はさらに小形の匙状で先端を欠くが全長5．5m程幅2cmを

測る。308はミニチュアの鉢で口径4．9器高2．7cmで小さな平底をもつ。器壁は薄い。309は半島系の双

耳壷の耳で、径5cm程の半円形で中央に径4m程の穿孔があり、断面は菱形に近い。310－312は紡錘

車で、径4・2厚2cmと厚く軸穴は径6mmでやや傾く。311は径4・2厚1．4cmを測り、軸穴は径16と6mmの2

段の笠状になって両面から穿たれる。312は径2・6厚1mで、中央がやや厚くなる。軸穴は径5mmで若干

傾く。

石製晶（Fig・42　Ph．39）313－322は石包丁で、313は両端部が幅1．5～2cmの隅丸長方形の休部に

外湾刃が付く形態で長14幅5．5m厚7mmを測る。他の石包丁も基本的な形態は同様で、外湾刃の幅の達

いだけである。石材は角閃石の

結晶を多く含む特徴的な淡灰色

の凝灰質砂岩である。紐穴間は

1・6cmを測る。314は青灰色の凝灰

質安山岩ホルンフエルス製で幅

4．4厚0・7紐穴間21cmを測る。315

は同種の石材で幅3・9厚0．6cm。

316は赤紫色凝灰質砂岩で幅4．4

厚0．5mを測る。317は凝灰質安山

岩ホルンフエルスで幅3・5厚0．7cm

紐穴間は1・6mを測る。318は褐色

の凝灰質頁岩で幅3・4厚0．7紐穴間
Ph・38　SD127出土土製品
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Ph．39　SD127出土石器

2．4mを測る。319は凝灰質安山岩ホルンフ

エルス製で幅3・2厚0・7紐穴間1．6cmを測る。

320は赤紫色凝灰質砂岩製で刃背ともにゆ

るく外湾する。長9．4幅3．6厚0・7紐穴間

2．1mを測る。321は同種の石材で長12．5幅

3・1厚0．7紐穴間1・6mを測る。322は赤灰色

の凝灰質砂岩の石包丁末製品で、横長剥

片の周縁に二次調整剥離を両面から行っ

ている。323・324は緑色片岩梨の紡錘車

で、323は径6．6厚0・6cm重量42・9gを測る。

両面が剥離しているため調整は不明O軸

366　　穴径5mm0324は径5・5厚0・8cmで中央部を

厚くつくる。軸穴は両面から穿孔し径6mm

を測る。325・326は手持ち砥石で、325は長5．6幅1．8厚1・3cmの平面柳葉形の多面体となっており縦方

向に砥ぐ。黒色泥岩梨。326は長5・6幅1．9厚0・5cmの断面紡錘形の棒状で凝灰質砂岩製。328－330は黄

橙色の粗粒砂岩梨の砥石。328は正角柱状に整形された砥石の半折品で、現状で長11．5幅6．4～3．7mを

測る。4面全てを砥面に用い、著しい使用で中央の幅が半減する程使用している。329は長12幅6厚

10・5mの長方形に敲打で整形されたもので幅の狭い上面のみを砥面に用いている。330は現状で長20幅

17厚5．7cmを測る円礫を使用したもので、上面のみを用い、平滑になっている。331は明青色のガラス

小玉で径5厚3．5mm重量0．11gである。

鉄製品（ng・43　Ph．40・41）　332－336は鎌で、全て折損し完形品はない。北半部での検出が目立

つ。332は先端と基部を欠くが全長30mを越える大形品と思われる。幅は先方で3根方で4・7m厚5mm。長

5．5～11m程の3片に折れ、最低でも5片に折れている。333は端部を1・2m程折り曲げた基部で、現状で

長11・5幅5m厚4mmと比較的薄い造りである。334は長3・6幅4・4m厚3mmと薄い小片である。335は先端に

近い小片で長7・5幅4～2．8m厚蝕nを測る0336は長10幅4・2m厚5・5mmで片刃になると思われる。337－339

は斧である。337はX線写真より実測図を起こしたもので柄の挿入部に2条の節帯をもつ鋳造鉄斧と思わ

れる。刃は幅10厚2m程の左に片寄る外湾刃の両刃。休部は幅8・8厚4mで12－17mm幅の二条の節帯が取

334

Ph．40　SD127出土鉄器

－60－

り巻く。内法は幅7．3厚1．5深7・7cm

で、刃部近くに中子の傷か、並

行する節が見られる。全長10．5cm。

338はこれの側面の破片を再加

工した扁平片刃斧で、長5．9基部

幅4．6刃部幅5．1cm厚9～10mmで表

面両側に幅7高4mm程表裏面の体

部が面取りされて残っている。

339は袋状鉄斧の袋部で長6・5

幅4．8厚3cmを測る。内法は

幅3厚1・8cmの隅丸方形を呈する。

340は2．3mm角程の箸状の製品で

先端が鋭がる。長8・8cm。341は

鈍の休部と思われ長4・1幅1・2
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m厚6mmで楕円形の断面の裏面が窪む。

以上、多くの鉄器を検出した。全て鉄器で銅製鋤先などの銅製品は一点も検出されず、鉄の時代

となっている。内容は農具と木工具で武器の検出はほとんどない。

他の遺構への混入遺物（ng．44　Ph・42）　主に中世の溝と地下式土壌の天井の落盤によって混入

し、mg．25でもこの部分の出土量が減少している。342・343はSX226出土。342は口径の広い長頸壷

で口径17器高34cm。胴は下位で張る球形で垂心は下位にある。外底は径8cmのレンズ底で脇は若干

くびれる。胴から言縁へはなだらかに移行し、端部が2cm程反転して内湾し、内面にゆるい稜をつく

る。剥落のため調整は明瞭でないがタテハヶ．ナデ後ヶンマを施したと思われる。半島系。343は小

形の筒形支脚で口径7．5器高10．3cmで中央上位でくびれる。器壁は1．8cmと厚い。344～351はSX136

出土。344は口径7．4器高11・5cmの無頸壷で、胴が中位で強く張る算盤形を呈し外底は径3．8cmの小さ

なレンズ底。瀬戸内系か。345は器台で、口径10・4器高15．3m。脚は内湾気味に延び上位でくびれる。

346は簡形支脚で口径9．4器高15．4cmを測る。中央上でくびれ、器壁は最大2．5cmと厚い。指頭圧後ナ

デを施す。347は径5・8cmの小さな脚付の鉢。脚は強くくびれて尖底気味の胴に連なる。形態は製塩

土器に似るがタタキは認められない。348は口径16・4器高7．4cmの浅鉢で、外底は径9cmの広い平底。

脇はくびれずゆるく外湾して開き中位上でゆるい稜を成して口縁が反転しゆるく内湾する。器壁が

比較的厚い。外面ヨコナデ内面タテ板ナデ後ヨコナデを施す。半島系。349は直言の深鉢で口径13．5

器高13・3cm。外底はゆるいレンズ底で径6．7cm。外面は粗いタテハヶ後ゆるいヶンマ、内面ヶンマを

施す。350は「く」字口縁の甕で口径15．2器高20・4mの長胴。上位で張る。外底はゆるいレンズ底で

脇は3cm程上位でゆるく内湾する。351は短頸の壷で、口径10．8器高15．2cm。外底が異様に広く径

9・7cmのレンズ底を呈する。脇のくびれはなく胴が中位でやや強く張る。調整は不明。352は板状片

刃鉄斧で長8幅5．2厚1．2cm重量219・7gを測る。C～D7グリッドの検出面出土°353は圭頭形の鉄銀で

長11幅3．6cm厚7mmを測る片鏑造りと思われる。F14グリッド検出面出土。354は石包丁でSX136出土。

凝灰質安山岩ホルンフエルス製で現状で長6・5幅3・9紐穴間1・9cm厚7mmを測る。

3）1その他の出土遺物

ng45．46は後世の遺構に混入したその他の弥生時代遺物である。355は前期後半の壷の肩部で

沈線上に貝殻文状のヘラ揃の羽状文を施す。356は如意状に屈曲した口唇の上端が跳ね上げ状に

352
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Ph．42　他へのSD127混入遺物
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肥厚する小形の甕で内面はヨコヶ

ンマ後上半に黒色顔料を塗布する。

縄文晩期前半の精製浅鉢の可能性

もある。357は前期末の三角言縁

の甕で外面と言縁下の突帯に同時

に刻目を施す。358は小形の器台

の受部で径7・8cm。294に似る。全

面に丹塗が施されていた痕跡があ

る。359は伯玄式の甕棺の口縁部

で径59・6cmを測る。ゆるく外反し

た言縁の内外両面が肥厚して段を

成す。360は土製の紡錘車で径6・9



厚1．9cmで断面は紡錘形を呈する。軸穴は径8mm。361・362は土製の投弾。361は長3・2径2・1cm重

量11g。362は長3．6径2cm重量10．8gを測る。363－367は石包丁。363は凝灰質安山岩ホルンフエ

ルス製の半月刃の石包丁で幅4．8厚0．7cmを測る0364も同石材の半月刃の石包丁で幅4．6厚8mm。

365は凝灰質砂岩梨で背部もゆるく外湾する。幅5厚0．8紐穴間2．5cmを測る。366は凝灰質頁岩梨

の半月刃形で長幅ともに欠落する。厚0．8紐穴間3cmを測る。367は後期の隅丸長方形の頁岩製で

長11幅3厚0・8cmと厚く紐穴間1．2cmを測る。368は石鎌の破片で幅6．7厚6mmと薄手で黒色の粘板

岩製。刃は両刃である。369－374は石剣。369は切先で長6・9幅3・2厚0．9cmの両鋳造。片岩製。

370は幅4．2厚0・5cmの薄手で平造。371も平造の大形の石剣の茎部で現状で長11・2幅7．5厚0．6cmの

薄手。中央に径6mmの目釘穴を穿ける。粘板岩梨。372は折損した石剣の再利用品で、現状で長7・1

351

10cm

！1．－　－；　　　　　，

－

∈＝＝5353 0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

Lユー1－　－－－；　　　　　　一一1

Fig．44他遺構へのSD127混入出土遺物実測図（1／4・1／3）
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幅3．8厚0．7cmで基部側の折断部から2cm程上位の両側に挟りを入れ刃潰しを行っている。平造の粘

板岩梨。373は同石材の剣の茎部分で、長5・3幅4厚0．9cmで、幅4mm程の浅い斜関が残っている。374

は茎部で茎まで研磨で鏑が入り断面6角形を呈する。刃幅3．1．茎の長2幅1・6厚1・1cmを測る。片岩

製の両鋳造で369と同個体の可能性がある。375は柳葉形磨製石錐で現況で3．8幅1．2厚0．6cmを測る。

両鋳造で欠損した先端部を粗く砥ぎ再生している。頁岩製。376～379は黒耀石製の打製石錬。376

は長2．4幅2cm厚4mmの鍬形鉢で逆刺の一方を欠く。377は凹基の三角形錐で長2幅1．2cm厚3・5mm重量

0．56gを測る。378は平基の三角形錐で長2．1幅2cm厚4mを測る0379は石核の打面調整剥片を用いた

石鉄未製品で長2．7幅2．1cm厚8mと分厚い。380は磋岩を用いた削器で横長剥片の右側縁に両面から

二次調整を行う。長3・4幅2．3厚1cmを測る。381は掻器で黒耀石の自然面を残した横長剥片の主
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Fig146その他の弥生時代出土遺物実測図．2（1／3）
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剥離面右側縁に自然両側から二次剥離を行って刃部を形成する。長2．4幅1．7厚0．6cm。382は古鋼輝

石安山岩製の掻器で、打面に自然面を残す横長剥片の端部に両面から二次剥離を行い刃部を形成す

る。383は明青色のガラス小玉で径5厚4mmを測る。端面に巻きの折断痕が残る。384～392は磨製石

斧。384は縄文系の蛤刃石斧の完形品で長15刃幅6刃厚3．1cmと薄い。玄武岩梨。385も同様の石斧

の頭部片で幅8厚4．1cmを測る。玄武岩梨。386は太形蛤刃石斧の頭部片で幅7厚5・1cmと厚く、断面

は楕円形を呈する。387は凝灰質安山岩ホルンフエルス製の大形の扁平片刃石斧。長11・5厚1・5cmで

縦半分程を欠く。388は片岩製の蛤刃石斧の刃部片の最加工中の剥片で刃部と側面に剥離を施して

いる。389は凝灰質安山岩ホルンフェルス製の蛤刃石斧の縦割れの刃部片で厚3．5cmを測る。390は

同石材製の柱状片刃石斧の完形品で長5．2幅1．8厚1．7cm。節理面と直交方向に刃部を取っている。

391は小形の扁平片刃石斧で、縦割れで一部を欠失するO長4．1厚0．5cmを測るO頁岩製。392は柱状

扶入片刃石斧で凝灰質安山岩ホルンフェルス梨O縦割れで大部分を欠失する。長9．4厚3・4cmを測る。

393～395は磨石兼用の叩石。393は隅丸方形の中粒砂岩礫を用いたもので長10．2幅8厚3・3cm。側面の

全周と両平面中央を叩打に用い、両平面の中央がやや窪む。平面は麿にも用いられる。394は方形

の中粒砂岩礫を用いたもので各面の中央部を叩きに用い、殊に両平面は著しい使用のため1cm程も

深く窪んでいる。叩打と同様に全面を麿にも用い、平滑になっている。長8・6幅6．8厚3・5cmを測る。

一一こ守一■

Ph．43　その他の弥生石器．1

Ph．44　その他の弥生石器・2

一66－

395は花崗岩の方形の礫を用い

たもので長10・9幅7・2厚2．6cm重

量465．2gを測る。側面全周と両

平面中央を叩打に用い、両平面

の中央は5mm程窪む。磨は南平

面でなされる。396は円盤状の

磨石で径3・8－4．1幅1・3cmを測

374　る。玄武岩の円礫を用いており

全面が磨かれ、上面中央が細か

な叩打で若干窪む。397は玄武

岩の打面再生剥片を用いた使用

痕を有する横剥ぎの剥片で、端

部に細かな使用による剥離が残

るO長5．5幅5厚1・7cmを測る。



4．古墳時代の調査

1）前期の遺構・遺物
古墳前期の遺構は主に西側斜面の住居群の中で検出され、大部分が削平されるか後期の住居に切

られている。壁溝の残りを含めても竪穴住居4軒・土壌3基、SD127上面の埋没時の資料を含めても

8基にしかのぼらない。東側では全く検出されていない。北西部のⅢ区に半数の4基が集中している。

Fig．47　古墳時代前期の遺構分布図（1／600）
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①竪穴住居

竪穴住居は全て西側の斜面部の住居群の中で検出される。北西部のⅢ区でSC404・475・484の3軒、

南西部でSCOlOの1軒の4軒のみで、包含層が残る斜面部でさえも、SC475・484は壁溝のみの残存で

あり、他の未検出域は著しい後世の削平で消滅しきっているか柱穴のみの残存状態と考えられる。

SCO10（Fig．48）A18グリッドの調査区際で検出された。後期の住居SCOllに切られ、大半が調

査区外となっているが、これでも残存状況は良好の方である。北と西側を欠くが現状で4・25×1・20m

深40cmを測る。土層断面では1度15cm程の貼床を12幅15cm程の壁溝を掘削した様で、床面を流失後白

色砂混じりの黒褐色土で埋没している。主柱穴は壁から50cm程離れた2本と思われ、径25cm程で柱間

は21mを測る。

出土土器（ng・49）398は布留式の新段階の甕の口縁で口径13．4cm。「く」字にゆるく屈曲しゆる

く外湾して外に開き端部内側が若干肥厚する。

SC404（Flg．48）B6グリッドに位置する。010同様調査区際で全容は不明。北側は中世の溝375に

切られる。現状で1．9×1・05m深59cmを測るO SCOlO同様四柱式と思われるが検出できたのは1本のみ

で、径26深20cmを測る。

出土土器（Flg．49）399は高杯の脚部で径13．8cm。3cm程内面で屈折して稜を成す。400は弥生後期

の甕の混入品。4世紀後半～末。

（②土壌

土壌はⅢ区の斜面で1基．Ⅱ区の中央で2基検出したO

SK481（Fig．48）西斜面のA8グリッドに位置するO大半が調査区外で全容が明らかでないが径

1．2m程の円形土壌の様で深25cmを測る。

出土土器（ng．49）401．402は土師器の甕で、401は口径18・2cmで口縁が稜を成して屈折し、内

面稜線下はヶズリを施す。胴は中位で張る様である。402も同様で、頸部がよりしまり、口縁はゆる

く内湾する。403・404は土師器高杯で、404は深い杯部で口径17・6深4．8cm。下位で強く屈折し口縁が

深く立ち上がる。404は脚で径15．8cm。端部は外湾して屈折する。4世紀後半～末。

SCO10

SCO10土層名称
1・黒褐色土　　　　　　4・暗黄褐色土
（白色砂を的量に含む）5．時茶褐色土
2．時灰褐色土
3．褐色土

SK481

0　　　　　　　　1m

bc一二一一．．一　　　一二子

3本■
一。二戸

0

LI二Ⅰ±］ニー一　一一一一一才

Fig．48SCOlO・404・SK481実測図（1／60・1／40）
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Fig．49古墳時代前期出土土器実測図（1／4）

2）後期の遺構・遺物
後期の遺構は前期の分布に重なって西部に集中し、Ⅰ区・Ⅲ区の斜面部分に28基が、Ⅱ．Ⅲ区の

最高所の中央・東部に3基が分布する。前期同様高所では削平のため残存率が著しく低いものと考

えられるが、前期と比べ明らかに集落は拡大しており、西側の斜面部では遺構の数が6倍弱と急激

に増加している。

検出した遺構は西部を中心に竪穴住居18軒．土壌7基・小幅な溝6条である。

①竪穴値居

竪穴住居はⅠ．Ⅱ区の西側斜面部で16軒．中央の高所で1軒・東部で1軒検出した。

前述した様に高所部での分布の低さは中．近世の大規模な地業による削平のため残存しないため

であり、実際中央部のSCO81は殆ど周壁溝のみ、東部のSC772は丘陵の際に近い低い地点にもかか

わらず壁が20cm弱残るのみとなっているO

西側の斜面部ではI区とⅢ区で19mの等高線に沿って南北方向に直線的に分布し、南北の2ヶ所

に集中する傾向がある。Ⅲ区ではさらに20mの等高線付近に、これらと並行して6軒が南北方向に

直線的に分布する。これはI区の傾斜が強いため造成をせず、Ⅲ区の緩斜面を造成して階段状に集

落を形成したためと考えられる。

住居は全て方形で、2．6－7・8mの大形まであるが、4～5m前後の中規模のものが主体を占める。

方位は全て等高線に沿って南北方向にとっている。大部分が削平と調査区境界にあるため全体が明

らかなものが少いが、明確に竃を持つ住居は4軒である。

－69－



SCO12（Fig．51）I区西側斜面のB17グリッドに位置し、SCll．15を切っているO西側1／3程

度が調査区外にかかるが、現状で3．95×2．75m深74cmを測る。北側の幅1．3m程が高く低いベッド状

となっている。主柱穴が明確でないがこの段の中央に径35cm程の浅い柱穴が1本ある。覆土は床上

20cm程員占床を成して住居廃棄後10cm程流土が堆積後、谷側は床面まで流失。後に上端まで地山土混

じりの客土で埋め戻されている。

出土土器（Fig．53）　406は須恵器の杯蓋。口径13・4器高3cmと大きいO外面の中位から上は回転

ケズリ。他は回転ナデ。内面は天井部はヶズリ時の当具痕のタテナデ消し。他は回転ナデ0407は

口径14．2cmの大形の杯で受部の立ち上がりは低め。焼成は良好O　ⅢA期。

G

Fig・50古墳時代後期の遺構分布図（1／600）
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SCO12

SCO12土層名称

1．黒褐色土
2．暗褐色土
（炭化物を若干含む）
3・暗橙褐色土
4．暗褐色土
（地山土を含む）
5．褐色土
（地山土を多く含む）
6・暗褐色土
7・暗褐色土

（地山土ブロックを多く含む）
8．褐色土
（地山土を多く含む）

SCO12

SCO28

」219．30m SCO19土層名称
6．時茶褐色土
（他山ブロックを多く含む）

7・時茶褐色土
（炭化物を含む）
8．時茶褐色土
（地山ブロックを多く含む）
9．時茶褐色土
（他山ブロックを含む、完形土器を含む）
10・時茶褐色土
（強くしまる）

Fig．51SCO12．015・019・028実測図（1／60）
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一一　　　ScO15土層名称
＼1．褐色土

（白色砂．地山土ブロックを含む）

L＝18．80m　2・褐色土
（地山土ブロックを含む）

3・暗褐色土
4・褐色土
（地山土ブロックを含む）
5．橙色粘貿土
（貼床か）
6．黒褐色蕃占貿土
7．褐色土
8．褐色土

（橙色土ブロックを多く含む）

SCO28土層名称
1．時茶褐色土
（地山ブロックを含む）
2．時茶褐色土
（1と同じ、須恵器含む）
3．時茶褐色土
（白色砂を少量含む）
4・時茶相島土

（地山土ブロックを多く含む）
5・時橙色土

（暗褐色土・白色砂を含む）
6．時茶褐色土
（暗黄褐色粘土を含む）
7・時茶褐色土
8．時橙褐色土
9．時黄橙褐色土
（粘質．貼床か）
10．黒褐色土（軟かい）
11・暗褐色土

12・橙色土（地山土）
13．黒褐色土

14．焼土（カマドか）

L＝19．20m．

0　　　　　　　　1m

E－1．－1．－　　　－－1



SCO15（Fig・51）I区西側斜面のB16グリッドに位置する。SC18を切りSC12に切られる。現状

で3．95×2・75m程深60cmを測る。一部の検出であるため主柱穴は明らかでない。012と同様に北側に

幅1・2m高5cm程の低いベッド状遺構があるO覆土は床上20cm程貼床をなし、壁の上部と谷側の床面

が流失後、地山土混じりの客土で埋戻している。

出土遺物（Fig．53）　408は矩形に曲がった棒状の鉄器で長3．1幅2．3cm厚8mmで断面は円形。用途

は不明。他に須恵器・土師器・鉄浮の小片が出土している。6世紀前半か。

SCOi9（Fig．51）Ⅰ区西側斜面のB15グリッドに位置し、SCO18・020に切られる。現状で4・6×

2・43m深64cmを測る。谷側の半分以上の床面は流失している。幅20深25cm程の深めの周壁溝が巡っ

ているが、これも谷側は流れているO主柱穴は不明。覆土は7層の暗茶褐色土が堆積後地山土ブロッ

ク混じりの客土で埋め戻し、これをSCO20が切っている。

出土土器（ng・53）　409－413は土師器で、409は口径7・7器高7・6cmの相で頸部は短い。410は高塀

で脚部は径15・1cm。下端が3cm程屈曲して内面が平坦面をつくっている。杯部は口径20cmを測り下

位で強く屈折し、外面に低い段をつくる。底面は平底になる。411－413は杯で、411は口縁が外方に

開き径13・7器高4・5cmを測る。調整は不明。412・413は口縁が垂直に立ち上がるもので、412は口径

11・6器高4．7cmで外底は若干上底になり、脇が屈曲する。413は口径13器高5．6cmを測る。休部は半球

状で調整は不明。414は吹子羽田の小片で径6cm内径3cm程と思われる。1－5mm大の石英粒を多量

に含み橙色を呈する。他に須恵器と鉄澤の小片を検出している。

SCO28（Fig．51）Ⅰ区北側のBllグリッドに位置する。他と同様に谷側が流失している。現況で

4・6×2．5m深65cmを測る。四柱式と思われるが、1・2m程離れた2本が対応すると思われるO柱間は

1．6m程。径は15～20cm程であるが深さが10cm弱と極めて浅い。覆土は一時の使用後床上に厚10cm

程の貼床を行い幅25cm深さは旧床面に達しない程の壁溝を掘削しているO廃棄後は壁溝が埋没した

程度の早い時期に客土を行い埋め戻している。

出土遺物（ng・53）　415は須恵器の塔で口径11・7器高4．5cmを測る。焼けひずみが著しく言縁部は

うねっている。外面は回転ナデ後下半に回転へラ削りを、内面の受部下には不定方向のナデを施す。

口唇内面には浅い沈線状の段が残る。焼成良好。416は須恵器旗の胴部で、胴径9．6残存高7・5cmを測

る。外面上位は回転ナデ。中位は幅2・2cm程のカキメを施し、下位には回転へラ削りを施す。内面は

回転ナデ。胴部の中央やや上には径1．5cmの注口挿入孔をナナメ上方から穿ける。肩部には焼成時に

熔着した別個体の破片が残る。胎土は1～2mm大の石英粒を多く含み、焼成良好。ⅢB期。他に土師

器の小片も出土。

SCO81（Fig・52　Ph・45）　Ⅱ区中央部のG13グリッドに位置する。現状で4．41×3．25m深5cm程で

著しい削平を受けている。東と南側には幅15－18cmの狭い壁溝が巡り、南壁で一部切り合いが認め

られるため、一度は建替えを実施している。中央には長4・45幅1・5－0．6mm深10cm弱の浅い溝を設け

東西両側が幅1－1・4mの低いベッド状を呈する。さらに西半部は南側壁溝の50m程手前で壁が東に折

れるため、1．4×0．5m程の小さな段が想定される。主柱穴は明確でない。

出土遺物（ng．53）　418は壷の小片と思われ、外面に黄褐色の薄い釉を施し、紳かな買入が入っ

て部分的に剥落している。胎土も白色と黒色の微砂粒を含む精良なもので他の須恵器と全く異なり

焼成も灰黄色で軟質である。半島梨の緑釉の可能性が高い。419は須恵器杯の鹿部片で、鹿部脇から

鹿部にかけて回転へラ削りを施し、外底は7．5cm程の平面となっている。Ⅳ期であろう。他に須恵器

の甕・土師器の甕・高杯小片が出土する。
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SCO81

SCO81土層名称
1・3．時灰褐色土（地山土を少量含む）
2．時灰褐色土（地山土を2／3含む）

SC369

SC301

叫’、ナ七一一

SC369土層名称

1・時灰褐色土（黄白色粘土を2／3含む）
2・暗灰褐色土

3．時灰褐色土（黄白色粘土を1／2含む）

2m

！－－－1，1「－　　　－宣

Fig．52SCO18．296・337・301・369実測図（1／60）
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Ph・45　SCO81（北から）

Ph．46　SC296（北から）

Ph．47　SC296鉄器出土状況（北から）

SC296（ng．52　Ph．46）　Ⅲ区西側斜面のA3

グリッドに位置する。SD328．SC337を切る。

西側が調査区外で全容は明らかでないが、現状

で3・76×1・65m深30cmを測る。壁に沿って幅

40cm程の広い溝を巡らせる。四柱式と思われ壁

から1・4m程離れた柱間1．5m程の2本が相当する

と思われる。2層の黒褐色土下面から掘り込ま

れ、床上には10cm程の貼床がなされ廃棄後地山

土混じりの客土で埋め戻す。

出土遺物（ng・53　Ph・50）　420は須恵器杯

で口径11．7器高3．5cmを測る。外面の下位1／3程

には回転へラ削りを施す。内底は回転ケズリ時

の当具痕をナデ消している。立ち上がりは低め

で傾斜がやや強い。ⅢB期。421は鉄鎌の基部

で端部を折り曲る。身幅が狭く2・8cmで刃厚は

袖血と厚い。

SC337（Fig．52）　SC296の南側で、これに切

られる。A4グリッドに位置する。現況で3．54×

2．32m幅20cmを測る。SC550を切る。主柱穴は

明確でない。覆土は10m程の貼床を施して再度

壁溝を掘削している。廃棄後は自然に埋没して

いる。

出土遺物（ng．53）　422は須恵器杯蓋で口径

13．2器高4・3mを測る。外面は中位で凹線状にく

びれ体部の2／3以上には回転へラ削りを施す。

側面には縦4本単位のヘラ記号を刻む。焼成は

良好。ⅢB期。423は須恵器杯蓋の小片。口唇

内面は斜に面取りされ、沈線様の窪みが施され

る。484は土師器手捏ねのミニチュアで、口径5

器高3．8cmを測る。外底は径2cm程の平底。425

は泥岩梨の仕上げ砥石の小片で、厚2．2cnの方形

で3面を砥面として使用し、裏面は加㎡程くぼむ。

SC301（ng・52　Ph・48）　Ⅲ区のC4グリッド

に位置し、20mの等高線に直列する住居群の最

北にあり、SC369を切る。谷側の西半部分は流

失しており、現状で4．75×1．38m深31mを測る。

東壁の中央に径1・5m深15m程の竃を設けるため

の円形の土壌を掘削しているが、そのまま設置

せず埋め戻している。
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Ph48　SC301（北から）

Ph49　SC369竃部分（西から）

出土遺物（ng．53）　426は須恵器の蓋杯で

口径12．4器高4・3cmを測る。外面休部の2／3以

上には回転ヶズリを内面天井には当具痕のナ

デ消しを施す。外面には縦方向の1本のヘラ

記号を施す。427・428は須恵器の杯。427は

受部径12．3器高4cmを測る。体部に比べ立ち

上がりが大きい。外面は灰被りで調整は不明。
＼

ⅢB期。428は受部径14．4cmを測る。立ち上が

りは低めで傾斜は強いO外面の2／3以下に回

転ケズリを施す。ⅢA期か。429は刀子状の鉄

器片で現状で長7．4幅2．3厚1．1cmと分厚い。右

側が幅8mm程の両刃状になっている。

SC369（Fig．52　Ph．49）　Ⅲ区04グリッ

ドに位置しSC376・377・427を切り、SC301

に切られる。現代溝のため中央部を欠失し西

半部を流失するが、現状で5．14×2．32m深

10cmを測る大形の部類に入る。東壁沿いの北

側に径65深30cm程の円形の土壌を掘り、ここ

に黄白色粘土を積み上げて竃を構築している。

出土土器（Bg・53）　430は土師器の高杯の

口縁部と思われ口径20cmを測る。竃内からの

出土。器壁が摩滅するため調整は不明。胎土

は赤色粒を含み橙色を呈する。431は高杯の

脚部で、上部で径2．4cmを測る。7cm程下位で

脚端に向け屈折し内面は稜を成す。弥生終末

一一一更と＝5－「．

一一一一1

Ph50　SCO15．019・028．296出土遺物
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SC376（Fig．54　Ph．51・52）　Ⅲ区05グリッドに位置しSC369に切られSC427を切る。北端が

切られ、西半が流失しているが、現状で4．25×2・02m深15cmを測る。他と同様に東壁の中央付近に

1・6×1．3m深5cm程の円形の浅い土壌を掘削し、この上に淡赤灰色の粘土で竃を構築し、床から10cm

程上面が径30cm程の円形に赤く焼ける。主柱穴は壁から2m離れ柱間3・8mの2本が相当する。

出土土器（Fig．57　Ph．57）　432は須恵器の杯で受部径13．2器高4．4cmを測る。立ち上がりは低め

で傾斜も強い。外面体部の1／3以下は回転ヶズリを施す。433は土師器甑の簡形の鹿部で径8・6cmを

測る。内面は2cm程上がって稜をつくって屈折し以上にタテヶズリを施す。竃内出土。434は砂岩梨

の方柱状の砥石で4両を用いており中央側が著しく砥ぎ減りしている。ⅢB期古段階。

SCO12

1≦‡∃≡∋

0　　　　　　　　3cm

ヒ÷－1－　－－1∴－－一書

SCO28

SC296

0　　　　　　　3cm

1二一一1－「一一一一一　一一］

SCO19

一

．・．．

SCO81

。／41。5伽、＼－去。一／19
し1－．・一一　一一∃

SC337

∈琶当

一一一－■■一11－

0　　　　　　　　5cm

ヒエー11－－∃
10cm

L1－1－；　　　　　－！

Fig153　古墳時代後期出土遺物．1（1／4．1／2・1／3）
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Ph51SC376（西から）

Ph52　SC376竜（西から）

－77－

Ph53　SC430（南から）

SC427（ng・54）　Ⅲ区C5グリッドに位置

し、SC369・376に切られる。現状で4．1×

1・74m深15cmを測る。東壁に竃は設けていな

い。四柱式で径15－25cmの柱穴が2．7－3mの

柱間をとって配置される。

出土遺物（ng．57）　435は須恵器の甕の言

縁部で口径16・6cmを測る。口唇外面が肥厚し

て幅8mmの玉縁状を成している。436は滑石

製の臼玉で、径6厚3mmを測る。全面を砥い

で仕上げる。ⅢA～ⅢB古段階O

SC430（Fig・54　Ph．53．54）　Ⅲ区のC7

グリッドに位置し、該期で最も残りが良い住

居である。南北5．1東西4・45m深20cmを測る。

他の住居と異なり北壁の中央部に竃を設ける。

2．7×1．1m深15cm程の長狭な土壌を掘削し、

この上に黄白粘土で2・2×1．1mの長方形に積

み上げて竃を構築する。床面から15cm程上の

壁際の粘土が径25cm程赤く焼け、ここから北

の住居外に85cm程煙道が延びている。周壁溝

は東と両壁の1．2m程まで巡り、東壁では幅

80深5cmと幅広で浅い。主柱穴は4本で径15

～20cm程の柱が柱間1・6－2．4mをとって配置

されているO

出土土器（ng．57）　437は須恵器の小形の

甕の言縁部で径17．6cmを測る。口唇外面が

「M」字状に肥厚し、段を成している。438は

須恵器杯蓋で口径13．5cmを測る。439は高杯

の按会部の破片で弥生終末期の混入品と思わ

れる。ⅢB期の古段階。

Ph54　SC430竃断面（東から）



SC376

SC376土．名称
1．暗褐色土
2・暗褐色土

（淡赤褐色粘質土のブロックを2／3含む）
3．黒灰色土

（庚・灰を多く含む）

SC430

SC430土．名称
1・時灰褐色土
（黄白粘土．焼土ブロックを
1／2含む）
2．時灰褐色土
（黄白粘土を1／3含む、
固く焼ける）
3・7．時灰褐色土

4．時灰褐色土
（黄白粘土を2／3含む）
5．時灰褐色土
（黄白粘土を小ブロック
で2／3含む）
6．時黄褐色土
8．時褐色土
（貼床土）
9．時褐色土

（黄白粘土を1／2含む）

2m

Lf一・一一1－－－；一　　　一　　」

Fig154　SC376・427．430実測図　（1／60）
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SC494（Fig．55　Ph．55）Ⅲ区20m等高線ラインに直列する住居群の南端で08グリッドに位置

する。西半が流失するが、4．65×1．62m深25cmを測る。竃の痕跡は認められない。柱は四柱式と思

われ、住居西に接する柱間21mの2本がこれに相当する。

出土遺物（Bg・57　Ph．57）440は須恵器杯蓋の小片で口唇内側に浅い段が残る。441は土師器甕

の言縁部で直線的に外反する。442は土師器杯で口径10・4器高4．7cmを測り、休部は半球形で言縁直

下が若干内湾して端部は細く仕上げる。443は土師器甕の鹿部で平底に近い丸底を呈する。器壁が

剥落し調整は不明。胎土は1－2m大の石英粒と赤色粒を含む。444は泥岩製の仕上げ砥石で両端部

を欠くが長22．4幅7．5厚3．1cmを測る長方形のもので表裏と両側全面を砥面として用い殊に両側は砥

ぎ減りで中央が窪んでいる。ⅡA期。

Ph55　SC494（北から） Ph56　SC772（西から）

Fig．55SC494・772実測図（1／60）
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Ph57　SC376・494・772出土遺物

SC772（Fig．55　Ph．56）調査区東部のPlOグリッドに位置する。北側が調査区外東側が地すべ

りで全容が明らかでないが、現状で3．65×2・5m深20cm程で、南側に炭化材や焼土が多く残り焼失家

屋と考えられる。柱穴は他の側から四柱式と思われ、南・西壁から1．4～1．7mの位置の径28cm深

85cmの1本がこれに相当すると思われる。遺物は南西部の焼土中から多く検出される。滑石梨の完

形の紡錘車も検出されていたが、夜間から早朝にかけ盗難に会

SK471土1名称

1・時灰褐色土ト¢3cm焼土粒、炭灰、康粒を1／3含む）
2．黒灰色康灰
3．時褐色土（一¢3cmの地山土中ブロックを1／2含む）－客土

芸悪霊孟霊悪霊㌫讐土コ－地山土　　　？

っている。調査期間中他にも資料の盗難と遺構の破壊が度々有

り、一人よがりのさもしい行為に心寒い想いをさせられた。

出土土器（ng・57　Ph．57）　445は須恵器の魅の胴部で胴径

17．6cm胴部高13．1cmを測る大形品O　中位上に2条の沈線を施し、

この間に櫛描波状文を施文する。注言孔は径1・4cmを測る。外

底まで回転ナデを施す。446も須恵器旗で口径9・6胴径11．2cmを

測る。言縁下と頸部に櫛描波状文を、肩部の沈線上に櫛描簾状

文を施す。447は土師器甕で、口径14・5胴径18．6cmを測る。448

は口径30cmの甕の言縁で、内外面にパケメが残り弥生後期の混

入品と思われる。449は口径14・4器高5・9cmで半球状の休部の土

師器杯であるO器壁の調整は不明瞭。Ⅰ～ⅢA期を示す。

SDO29
L＝18．40m

1m．

！1－－1－：　－■∃

Fig．56　SK471．SDO29実測図（1／40）
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1．黒褐色土
（砂・土器片を含む）
2．橙色土
3．黒褐色粘質土



SC376

一二

0　　　　　　　　　5cm

［一一・一1－－－1－－－－1

SC494

字間2
一行、＼、」。老

モー／

－．

一一一　田．

SDO29

10cm

Ll1－11；　　－　　1

1　　　　　　452

1

Fig．57　古墳時代後期出土遺物実測図・2　（1／4・1／3・2／3）
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②　土壙

土壌は西側斜面部で6基．中央部で1基検出したが総体的に数が少い。

SK471（Fig．56　Ph．58）　Ⅲ区西側のD8グリッドに位置する。1．9×1．55mの方形で深32cmを測

る。覆土は床から25cm程を地山土ブロック混じりの暗褐色土で埋め戻し、この上面に炭灰層と多量

の焼土粒．塊と炭灰混じりの土が堆積する。焼土塊は48点検出されており製鉄を連想させる。

出土遺物（ng・57）　450は小形の須恵器の甕口縁部で口唇外面が肥厚して「M」字状を成し段を

つくる。この段の下2．5cm幅に還元焼成で黒色を呈する顔料が塗布されている。451は焼土塊の一つ

で、胎土にワラスサを多量に含み径2．2～2．4cmの木舞痕が直交して残っており、炉壁か土壁の一部

と思われる。

③　溝

溝はI、Ⅲ区の西側斜面で等高線に沿って小満を6条検出した。Ⅰ区のSD006・007は地形変換

線に沿っており、I区の地業は古墳時代後期に既に行われていた事を示す。

SDO29（Fig．56）Ⅰ区北西部のA9～11グリッドで等高線に沿って南北方向に延びる小満で、幅

40深20cmを測る。覆土は全て自然堆積層で、最上層は砂混じりである。

出土土器（Fig・57）452は須恵器の杯で受部径14．1cmを測る。453は須恵器随の胴部で径9・8cm。肩

部の沈線上に櫛描簾状文を施し外底付近にはカキメを施す。ⅢB期の古段階にあたる。

3）．その他の古墳時代遺物

Fig．58は後世の遺構に混入した資料で、454は瀬戸内系の土師器二重言縁壷で口径15．6cmを測る。

455は土師器相で口径9．8cm0456は東海系の「S」字甕の小片でにぷい黄色を呈する。457は土師器

甕で口径15cm。内面頸部稜線下2cm以下にヶズリを施す0458は土師器高杯で、口径15・7器高13cmを

測る。杯部は下位で屈折して段を成す。器壁がやや厚い。459は鹿部に焼成前の径8mmの円孔を穿つ

砲弾形の鉢で口径16．1器高12．3cmを測る。460は小形の相で口径7・7器高7cmで頸部のくびれがゆる

いが内面は稜を成す。461は須恵器大形器台の言縁部で、口唇外面が「コ」字状に肥厚して段を成

す。口縁下の沈線間に櫛描波状文を施す。462は須恵器壷の口縁片で頸部三角突帯の上下に波状文

軋／小鉢中空漣即．亮太が針　．∴塘鰯
。．－．1．．一票6－．．。一意．、

′期芸一　　元馳胤繍〃を施す。463は施の頸部で櫛描の波状の簾状

Ph58　SK471土層断面（西から）
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文を施す。464は須恵器高杯蓋で櫛描簾状文を

施す。465は須恵器杯蓋で、口径15・2器高

4．3cmを測る径は大きいが中位と口唇内面の段

がなく、ⅢB期の古相と思われる。466は土

師器でつまみ付の蓋か半島系の三足土器の脚

と思われる。周縁は打ち欠きで円形に整形し

ている0467・468は土製鏡模造品で467は径

4．5cm鉦を含めた厚1．3cmを測る。鉦の穴は貰

適しない。468は一回り大きく径6・3cm鉦を含

めた厚1・8cmを測る。同じく紐の穴は貫通し

ない。端部は細く仕上げる。
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Fig．58　その他の古墳時代出土遺物実測図（1／4）
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4．中世の調査

1）前期の遺構・遺物

11世紀後半～14世紀代の遺構群で、Ⅲ区北西部・Ⅰ～Ⅱ区中央部に集中する。検出した遺構は土

壌6基・土壌墓1基・溝5条・地山整形部1ヶ所の13基と数は少い。屋敷墓があり、Ⅱ区中央の建物

のいくつかと周囲の多数の柱穴に該期の掘立柱建物が存在すると思われるが、残存する遺跡の数か

らして数も少数で、11世紀後半～12世紀中頃を中心として、短期で継続性はないと思われる。

Fig・59　中世前期の遺構分布図（1／600）
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①　地山整形部　S037（ng．60）

I区西側の古墳時代住居群の切り合いの中で検出された。当初は竪穴住居として処理していたが、

白磁や陶器等一定量の検出があり混入と判断するには量が多く、該期の方形の地山整形部とした。

大半が調査区外にあるが、8×2・2m深60cmを測る02・7～8m幅の三段の階段状に掘削がなされている。

突出した部分のSK038は出土遺物から同一の遺構と判断した。

出土遺物（ng・60）469は白磁の玉縁口縁の碗で口径18cmを測る。胎土は灰白色で緻密。釉は灰

白色で薄く、全面に買入が入るO内面中位に浅い沈線を1条施す。470．471は紡錘形の管状土錘で、

470はほぼ完形。長5幅2cmで右寄りに径5mmの紐穴が穿く。整形時の具合か、下面が平坦になって

いる。12g。471は長3・4幅1・6cm。中央に径8mmの紐穴が通る。胎土は砂粒を含まず精良。重量6g。

他に陶器甕の小片・瓦器塊などがある。11世紀後半～12世紀中頃O

Fig160　SXO57・SKO83・089．SD375実測図（1／60・1／40）
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②　土壙

6基を検出し、このうち3基がⅡ区中央の建物群の西側に隣接し、他はこれを囲む様に散漫に分布する。

SKO83（Fig．60　Ph・83）建物群に隣接するG13グリッドに位置する。1・32×1・14m深12mの円形の浅

い土壌で床面は平坦になっているO

出土遺物（鞄61）473は口径15・2器高6．1底径6．7mを測る。白磁碗。玉縁が幅2mと目立って大きく、

釉が厚く垂下している。分厚く低い削り出し高台から休部が直線的に開く。内面は見込み近くに浅い沈

線を1条施す。胎土は灰白色で黒色微粒子を多く含む。釉は灰白色で内面から外面中位まで施釉する。

474は白磁の皿で口径11m。体部中位でゆるく屈折してここに段状の浅い沈線を1条施す。内面も段状に

稜を成す。言縁まではゆるく外反して端部を細く仕上げる。胎土は碗と同様で釉は淡黄～灰白色を呈す

る。外面にはピンホールが見受けられる。475は滑石石鍋口縁の破片を再加工したもので11．3×8・7×2m

を測る。底面の破片を用いており補修時の径1・1mの鉄鍵が2本残っている。周囲は粗く削る。温石に転

用。11世紀後半～12世紀前半。

SKO88（Fig・60　Ph・61）同じく建物群西側のG13グリッドに位置し、SKO89を切っている。径0・9～

1・1m深53mの小形の円形土壌。土層は灰褐色の砂質土が薄いレンズ状に幾層も重なり、内部を三度授え

た状況が土層から見て取れる。北の延長線上にSDO84があり、これと連結して雨水を溜めた溜井と考え

られ、埋土も北側から流入している。

Ph60　SKO83（東から）

Ph61SKO88（西から）

出土遺物（Bg．61）472は白磁の碗で口径16．8底

径6・2器高6．2mを測る。高台は細く高く、体部ゆる

く湾曲して開く。全面に回転ケズリがなされ口唇は

若干外反して上面が平坦になる。見込と言縁下に沈

線を施し内面から外面高台際まで灰白色の釉を掛け

る。ピンホールが目立つ。

SKO89（Fig．60　Ph．62）SKD88に切られる径1．2

－1mの円形部と上部の1・28×146mの方形の二重土

壌で深41cmを測る。088と同様に砂質土と粘質土の

水成層が薄く堆積し、2度の底竣えがなされている。

SO88以前のSD0朗の雨水を受ける溜井であったと

思われる。

Ph62　SKO89（西から）
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出土遺物（ng．61）476～478は白磁0476は口径14・6cmの皿で体部は直線的に延びて端部が垂直

に立ち肥厚する。釉は灰オリーブ。477は高台がやや細高い碗で底径6・1cm。釉は灰白色で見込を蛇ノ

目にカキ取る。478は底径6・1cmの碗で、見込に櫛描文を施し黄灰白色の釉を高台際まで施す。479は

底径6・2cmの高台が細高い碗で見込に櫛描文を施し灰白色の釉を高台脇まで掛ける。480は土師器皿で

口径13．4器高2．5cmO外底は糸切りに板圧痕。白磁は12世紀中頃～後半、土師器は13世紀。

③　溝

溝はⅢ区北西部で4条、Ⅱ区中央部で1条検出した。SD336と327は一連の溝と思われ、西側に矩形

に屈折する。SD375．463は西側斜面で等高線と直交方向に、中央部の084は前述の様に土壌と連な

って等高線と並行する。いずれも小満で、地形を改変する様な大規模なものはない。

SDO84I区建物群の西に隣接し、南北方向に延び幅1・2m深20cmを測る。北は近世溝に切られ不

明。南は途切れるが、SKO88・089に連結すると思われる。

出土遺物（Fig・62　Ph．63）481は口径13．5cmの玉縁言縁の白磁小碗。内側言縁下に沈線を1条施

す。胎土は灰白色で黒色微粒を若干含む。釉は灰白色で内外から外面中位まで掛け口縁は厚く施釉す

1

1

6忘≡〉◎　喧芸㊥
0　　　　5ふ　　　　470

1－1ロ　ー」

SK88

－　∴一一．．

・．1－：．

1　　　　475

Fig・61中世前期土壌出土遺物実測図（1／3．1／4）
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る。482は白磁平底皿の言縁部で径11・3mを測る。外部は直線的に開き口唇外端が若干外反し上面が平

坦となる。胎土は灰白色で釉は灰白色で言縁部に殊に厚く掛ける。ピンホールが多い。483は錯付の滑

石石鍋で口径27．8cmを測る。胴上半から言縁が外湾して内傾し、言縁下2m程に高さ2m程の鋭角的な

三角突帯を削り出している。11世紀後半～12世紀前半。

SD336・327　Ⅲ区北西端近くに位置し、SD336は北に、327は3・2m間隔をとってこの延長線上で

2．5m南に延びて西に屈曲するO幅は60－80深30cm程で、SD336は北に、327は西に底面が下がってお

り、両満開は矩形に囲まれた敷地の開口部となっている。

出土遺物（Bg．62）　489は鏑蓮弁文の龍泉窯系青磁碗で口径16・6mを測る。胎土は灰色で釉は青緑色

で全面に施釉する。490は龍泉窯系青磁碗の高台で、径

484

Ph．63　SDO84．375出土遺物

Ph・64　SD375土層断面（北東から）

6．5高lqnと低いO胎土は淡灰色で釉はオリーブ灰色で高

台内側まで施釉しトチンの熔着痕がある。14世紀前半か。

SD375（Fig・60　Ph・64）　Ⅲ区のB5グリッドに位置し、

東西方向に延び底面は西に下がる。幅90深138cmと深い

薬研掘で、SC404を切っている。覆土は最下層に粗砂を

多く含む砂質土が、以上に粘質土や地山土の小ブロック

混じりの暗灰褐色土が堆積するO

出土遺物（ng・62　Ph．63）　484は越州窯系か高麗青磁

の碗で内面に2条単位の片彫風の縦線を施すO胎土は明

灰色で黒色粒・1－2mmの白色砂を若干含む。器壁が薄く、

釉はオリーブ色。485は言縁が外反する白磁碗。胎土・

釉は灰白色で口縁部に厚く掛ける。486は玉縁言縁の白

磁碗。口径16．5cm。487は瓦器塊で口径16・5cm。重ね焼き

のため口縁内外が0・5～1．5cm黒色を呈する。488も瓦器塊

で口径17・2器高8mで高台は低い。重ね焼きで内面から口

縁外面2mまで黒色を呈する。12世紀後半～13世紀初。

④　土壌墓

土壌墓はI区西側でSR247の1基を検出した。中世後期

の様に墓域を形成しない。南側10m程の位置に

同規模の長方形土壌S②40があるが、同規模同

形の土壌と大部分が重なっての切り合いとなっ

ており墓としては不合理であるため土壌と判断

している。

SR飢7（Fig．63　Ph．65．66）I区のD13グ

リッドに位置し、建物群から西16mの距離にあ

る。頭位をN－14°－Wにとる。2．43×1．0飯n深

41mの隅丸長方形の墓壙である。幅は北側が

1．06南側が0．84mと頭位を広くとっている。副

葬品は頭位に集中し、頭部下に小刀1振・右側

に白磁碗1個白磁皿4個、この下に鉄鉄2本刀子
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Ph．66　SR247遺物出土状況（東から）

Ph．65　SR247（北から）

Ph．67　SR247出土食器 Ph．68　SR247出土鉄器

SD375
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Fig．62　中世前期溝出土遺物実測図（1／3・1／4）
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1本を束にして副葬しているO錐の片面に木質痕があり、木箱に入れた可能性がある。

出土遺物（Fig・64　Ph．67・68）　491は白磁の碗で口径18・8底径9器高7・7cm。胎土は灰白色、釉

は灰オリーブで高台際まで掛ける。492－495は高台付白磁皿で口径器高は10．6×2．8・12．4×2．6・

L＝21．50m

10・3×2．7・10・5×2・7cm。明オリー

ブ灰色の釉を外面中位～高台際ま

で施す。492・493は言縁が外反す

る。496．497は直努の鉄銀で、嫉

身長10．5幅1cm厚3mm問は8mm角の

台形関。残存長17．6cm。497も同形

で茎長5．8残存長14．7cm。498は全

長14．6cmの両刃の刀子で幅8厚4mm。

関の有無は不明。499は小刀で全長

33・5刀身長26幅3．5厚0．9cmの片刃

造。茎．身とも木質痕があり着装

して副葬している。12世紀中頃。

Fig■63　SR247実測図（1／40）
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Fig164　SR247出土遺物実測図（1／3）

－90－



20　中世後期の遺構・遺物

弥生時代後期に次ぐ盛期となる時期で、殆どが16世紀代に集中する。戦国期の名主層の居館跡の

中心地と考えられ、遺構は調査区全面に展開する。中心となるのは調査区を十字に区画する幅3m

前後の4本の溝で、16世紀後半代の開削である。居館の空堀となるもので、これらによる区画を北

東を縄張1、南東を縄張2、北西を縄張3、南西を縄張4と仮称する。上下3段にわたる地業も基本的

には該期に実施されている。

検出した遺構は溝12条・土壌18基・墓7基．堀立柱建物1棟以上・地下式土壌27基の計65基で、

全体の3割を占めるO殊に27基の地下式土壌の集中は異例で市域内で最高の検出数であった。

Fig．65　中世後期の遺構分布図（1／600）
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①　溝

調査区を十字に四分割する大溝4条を中心とする。縄張．1を区画するSD370とSD646、縄張・2を区

画する646とSD137・126、縄張・3を区画する370とSD485、縄張．4を区画する485と137・126であ

る。さらに縄張．1の北側を区画する小満SD264・262がある。溝は全体で12条検出しており、他の

小満はこの4本の主溝を基幹として直交もしくは並行させている。

SD370（Fig・66　Ph．69）縄張．1と3とを区切る溝で南北方向に延び、北端は矩形に東側に屈折

し、縄張．1を囲い込む。SD646との内法は南北で約18m．10間を測る。南端はSD485と2．2m、

SD646と2・5mの間隔を取って陸橋部をつくっている。幅2．6～1．8m・深65～80cmの薬研掘で北辺の

外側には幅40～50mの犬走を設ける。覆土は底を二度竣えて15cm程暗灰褐色の砂質土が堆積後、地

山の掘削土で埋戻している。

出土遺物（Fig．67　Ph．70）500は鉄釉の陶器の広言小壷で、客土出土。口径6・4器高7・2cmを測

る。胎土は暗灰色の細砂混じりで、不透明釉を鹿部際まで施す。外底は回転糸切り。高取系。501

は土師質の湯釜で口径15．5cmを測る。体部は上位で肩が張り、以下が深い器形となる。内外ともに

ハヶ調整。破片のため耳の形・位置は不明。502・503は防長系の瓦質の足鍋。502は言縁部で「く」

字に外反した言縁の内側端部が大きく張り出す。503は脚部の小片。15世紀後半～16世紀。

SD485（Fig．67）縄張．3と縄張．4とを区切る東西方向の溝で底面は西に下がる。東側は南に7m

直角に屈折して南北方向の区画溝の一部を成している。この南北部分の北端は2・2m、南端はSD126

と40cmの狭い陸橋部をつくっている。上半部を近世溝と地業で切られているが幅3．6～2．2m深65－

140cmの箱掘である。

出土遺物（Fig．67　Ph．70）504は土師器皿で口径8．2底径5器高1・9cmを測る。505は土師質の鍋

で口径46cm。言縁は若干「く」字に外反し肥厚する。口唇は平坦に仕上げ、頸部内面は低い稜を成

す。外面はナデ調整で煤が付着する。内面は細かなヨコパケを施す。506は浅い休部の土師質の鍋

で口径32cm。直線的に外方に開き、端部は丸く仕上げる。外面は粗い指頭圧後ナデ調整。煤が付着

する。内面は細かなヨコパケで言縁下2cmまで炭化物が付着する。507は玄武岩製の石球の半欠品で、

表面を粗い剥離で球形に整形している。16世紀代。

SD646（Fig．66）縄張．1と縄張・2とを区切る東西方向の溝で底面は西に下がる。幅は1．8～2．6m深

85m～100mを測る箱掘。西端はSD370と2．5mの間隔をとって陸橋部を設ける。土層は底に15－20mの

灰褐～褐色粘質土が堆積後一度20～50mの客

土がなされて深さと幅を減じ、粘質土が自然

堆積した後再度客土をし、最終的に埋め戻す。

出土遺物（ng．67　Ph．70）　509－522は客土

出土。509は朝鮮素文青磁碗で口径11・2底径4．8

器高4・3mを測る。腰が折れ高台は低くバチ形

に開く。胎土は灰色で1～2mm大の石英粒を多

く含み粗い。釉は暗灰緑色で全面に薄く掛け、

見込に5ヶ所畳付に4ヶ所胎土日が残る。510は白

磁高台付皿の言縁部で胎土は白色、釉は黄白

色で紳かな質入が入る。511－513は土師質の鍋

で、511は口縁が玉縁となる肥前系で、外面は

指頭圧痕後ナデ下位は細かなヨコハヶ、内面は

－92－
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調整不明。外面には煤が付着する。胎土は1－3mm大の石英粒を多く赤色粒を少量含む。512は口径

36cmを測る。深い体部で直線的に延びて言縁が若干「く」字に外反しゆるく外湾する。端部は丸く

仕上げる。内面は低い稜を成す。外面は粗い指頭圧後ナデ、内面は細かなヨコハヶを施す。胎土は1

SD370

SD137

SD126・127

D

［］客土層

SD781

SD262

SD264
L221．1m

SD646

SD485

SD132

D′

L＝23．。m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

土一一」一一1－1－；一　一　　一一　一一一二∃

Fig．66　SD370．485・646．137・126．127・132・781・126・127・262・264土層断面図（1／60）
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～3mm大の石英粒を多量に含む。513はより深い直言の鍋で、口径31．2残存の器高で14cmを測る。端

部は丸く収める。外面は指頭圧後上位は細かなタテハヶ下位はヨコハヶが混じり粗くナデる。内面

は細かなヨコハヶを施す。胎土は1mm大の石英粒を多量に含む。514は土師質の措鉢で口径24．2cmを

測る。直線的に開く体部で口唇は平坦に仕上げ内側は強いヨコナデで凹線上になる。内面には5本

単位の措目を施し、磨耗で不明瞭となっている。細かな調整は不明。胎土は1－2mm大の石英粒．雲

母・赤色粒を多く含む。515～519は土師器杯。515は口径11底径8．2器高2・2cmを測る。外底は右回

転糸切り。胎土は赤色粒を含み精良。516は口径10．8底径7．8器高2．6cmを測る。他と異なり体部が外

湾する。胎土は1mm前後の石英粒・赤色粒を多く含み粗い。517は口径10．4底径7・2器高2．4cmを測る。

摩滅が著しく調整は不明。518は口径10．4底径6．6器高2．2cmを測り、体部は内湾して外反し端部を細

く仕上げる。胎土は赤色粒を含み精良。外底は回転糸切り。519は口径11．3底径7．2器高2・2cmを測る。

外底は回転糸切りで胎土は精良。520－522は土師器皿。520は口径8．3底径5・8器高1．4cmを測る。胎
／

土は赤色粒を含み精良。調整は摩滅が著しく不明。521は口径7．3底径5．2器高1・5cmを測る。胎土は

1～3mm大の石英粒と赤色粒を含み粗い。調整は不明。522は口径6．9底径5．3器高1．4cmを測る。胎土
／．．．‾’

l

は1mm大の石英粒と赤色粒を含む。外底は右回転糸切り。

523－527は下層の自然堆積層出土。523は龍泉窯系青磁碗の口縁小片。胎土は灰白色で緻密。釉

は明オリーブ色で内外に厚く掛かり細かな買入が入る。524は朝鮮青磁の碗言縁小片で、言縁は若

干内湾気味に延び器壁は薄い。胎土は淡灰色で黒色砂．石英粒を含み粗い。釉はオリーブ灰色で部

分的に霧降状に白く発色し、全面に薄くかかる。525は土師質措鉢の片口付近の言縁片。口唇端部

は平坦に仕上げ内面には細かなナナメハヶ後5本単位の措目を施す。胎土は1mm前後の石英粒赤色粒

を含む。526は防長系足鍋の言縁小片で、ゆるく湾曲した口縁端部内面が1cm弱張り出し口縁は平坦

に仕上げられる。胎土は1mm前後の石英粒を多く含む。527は土師器皿で口径6．6底径5．4器高1．2cm

を測る。胎土は1－2mm大の石英粒・赤色粒を含む。調整は摩滅のため不明。16世紀代。

Ph．70　SD370・485・646出土遺物
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SD126・137（Fig66　Ph・71－、73）　縄張．2と縄張・4とを区分する南北方向の溝で北端部は40cm程の

間隔を取ってSD485に連なっている。さらに1m程東に屈曲している。近世～現代の溝SDO63に重複し

ており、さらに東へ延びていた可能性がある。南北方向はSD370の北辺と同じ様に1・8m程の犬走りを

外側である西側に設けて深さ40cmと80cmの二段掘となっている。下段の溝がF18グリッド以南は幅1m

深50cm程で浅く、これを切る様にして以北により深い溝を掘削している。このためF18グリッド以北

をSD137、以南をSD126と分けたが、犬走りも共有し、埋設状況も同様であるため同じ溝と判断して

いる。またこの溝の西側に沿って幅50cm深10cm弱の小満SD239を検出しており、この溝をさらに大規

模に改削する格好でSD126・137が設けられている。幅は2．4～3・5m、東の法肩からの深さは2・2mを測

り、今回検出した最大規模の溝である。土層は下段の溝と犬走りに10～20cm程砂質土．粘質土が堆積

後、一度底竣いを行い、後に地山土混じりの客土で埋め立てられ、平坦に地業されて耕地として転用

され、砂質の強い暗黄灰色の耕作土が堆積し、役目を終えている。

出土遺物（ng．68　Ph．74）　528－553は上層の客土からの出土。528は朝鮮素文青磁碗の下半で底

径4．7cm。竹節状の低い撥高台で体部は腰が折れる。胎土は黒色粒を多く含む灰色で釉は灰オリーブ色

で厚く全面に掛け、見込に5ヶ所、畳付に長大な砂目が5ヶ所残る0529は瓦質の湯釜で口径14mを測

る。肩部に沈線を3条施し沈線間に笹龍胆文をスタンプする。以下には細かなナナメパケを施す。530

は円形の多脚の盤と思われ、灰白色で胎土は緻密。脚は型起こしで瓦質と思われる。532は土師質の

鍋で口径32．8器高13．5mを測る。休部の2／3程で口縁がゆるく外反する。外面は煤が厚く付着し調整不

明。内面は紳かなタテパケで鹿部に炭化物が付着

する0532～536は土師器杯。532は口径12器高3

底径8m。533は口径11器高2・4底径6・8cm。外底は

回転糸切り0534は口径13．6器高2．5底径8．2mを測

る。535は口径12器高2．8底径6．8cmで外底は回転

糸切り。536は口径11・7器高2・3底径8．3cm。537は

土師器皿で口径8器高1．5底径5cmで外底は回転糸

切り0538は粉引日下臼の皿部で口径42cm。熔結

凝灰岩製。

539～552は下層の堆積土中から出土。539は龍

泉窯系青磁碗で口径14器高7．3底径5．2cm。口縁が

短く外反し鹿部は分厚いO胎土は灰色でオリーブ
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灰色で高台内側まで厚く掛け氷裂が入る。露胎部は赤茶色に発色する。540は景徳鎮窯系の青磁碗で口

径15qnを測る。言縁外面下を片切状に削り玉縁状に若干張る。外面には言縁下まで回転ヶズリ痕が明瞭

に残る。胎土は灰白色を呈し釉は厚く灰オリーブ色を呈して透明である。嶺1は龍泉窯系青磁の小碗で

口径12mを測る。外面には片切彫で細かな鏑蓮弁を施文する。胎土は灰白色で緻密。釉は白く半濁した

灰オリーブ色で厚く掛ける。542は高台付の白磁皿で口径8・7器高2．3底径3・8mを測る。高台は4ヶ所弧

状に挟り4脚となっており、見込にはこの垂焼痕が残っている。胎土は白色で黒色微粒子を多く含み、

釉は黄味を帯びた白色で全面に施釉し細かな買入が入る。嶺3は朝鮮粉青の壷の肩部で2条の沈線と5条

の白土象験の圏線を施し一部に刷毛目が重なる。胎土は黒色粒・白色粒を多く含む灰白色で、釉は外面

にのみ灰オリーブの半濁した釉を薄く掛ける。頸部で径11mを測る。5魂は瓦質の湯釜で、口径12・7器

高17mを測る。胎土は1一触㎡大の石英粒を多量に金雲母も多く含む。弘5は瓦質の火合で口径37．6復原

．器高4仇m程か。口縁下と鹿部脇に2条単位の低い三角突帯を貼付し、それぞれ突帯間に双円文・巴文を

印文する。脚は4脚と思われる。546は角形の浅鉢で隅角の脚を欠失するが高さ4mを測る。土師質で言

縁下に沈線を1条、直下に径15mmの菊花を連続して印花する0547は土師器杯で口径11．6器高2．2底径

5．亜㎡を測る。器壁は摩滅で調整不明。別創ま土錘で両端を欠くが長4・2幅1．7m孔径6ⅧⅠを測る。胎土は金

雲母を若干含み緻密。嶺9は白磁碗の高台を打ち欠いて作った瓦玉で径4．6～5m厚1．4mを測る。高台部

分を丁寧に打ち欠いて小さく仕上げている。550は古墳時代須恵器甕の胴部片を用いて作られた瓦玉で

周縁を糸田かく打ち欠いて円形に近づけている。径4・2～4・1cm厚9mmを測る。ともに遊具と考えている。

551は鉄器で全長7m、上部で幅12厚加Ⅲの方形で下半が片側で弧を描いて加m角まで尖がり、複雑に捻

じれている。先端が勾状に曲がっており、鉄等の吊手の可能性も考えられる0552は椀形の鍛治浮で、

径8・8～6．8厚2・飯㎡を測る。下面がゆるい弧を描き炉底の酸化土砂が烙着する。

全体的に下層は15世紀代の資料が多いが16世紀代資料を混じ、上層の客土は16世紀後半代までを含

んでいる。

540　　　　　　541　　　　　542

Ph．74　SD137出土遺物
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SD132（Fig．66）　Ⅱ区南側でSD126埋立後に東西方向に掘削された溝でD～F19グリッドに位置

する。幅1．8－3．4m、深35－60cmと浅い。覆土は底に暗橙色土が10cm程堆積後地山土混じりの客土

で埋め戻されているO

出土遺物（ng．69　Ph．75）　559は土師質の措鉢の片口付近の小片で、内面には細かなヨコハヶ後

措目を刻んでいる。胎土は2mm以下の石英粒を多く含む0560は吹子羽田の小片で、稜が通り、断面

8cm程の方形を呈しそうで送風孔は小さく径1．5cmである。561・562は鉄浮で、561は含鉄椀形鍛冶浮

で径8・4－5厚2．7cm重量128・6g。破面には多数の気泡・木炭痕がある。562は精錬鍛冶浮で10×9・5×

5cmと厚い。炉底粘土が熔着する。鍛冶浮が多く14点と多く出土している。

SD781（Fig．66）　縄張・2の北東部に位置し、北東側に流れる自然の小谷で幅4・4深55cmを測り、

底面は船底形を呈する。上部には石臼が埋設する。

出土遺物（Fig・69　Ph．75）　563は龍泉窯系の青磁碗で口径12cmを測る。口縁下は凹線状に削られ

口唇が玉縁状を呈する。胎土は灰白色で釉は灰オリーブ色を呈する。564・565は青花碗で、564は端

反りの田縁部。言縁下に圏線を1条、以下に草花文を呉須で描く。胎土は白色で釉はやや青味を帯び

た透明釉で呉須はぼやけた淡い藍色を呈する。565は同個体と思われる碗の下位の小片で、高台脇の

圏線上に草花文を描く。呉須．釉調は同様で外面にピンホールが目立つ。566は青花の皿で口径

14・4cmを測る。外面には呉須で水波文を描く。胎土は白色。釉は青味を帯びた透明釉で呉須は渡い藍

色を呈する。567は赤絵の皿の高台部で、上絵付で見込に圏線2条、高台脇にも2条施すが、殆ど剥

落している。赤茶色を呈する。胎土は灰白色で黒色微粒を含み釉は半濁した乳白色で全面に施釉後、

畳付の内外をカキ取る。568は瓦質の防長系の足鍋の言縁部で径31cmを測る。「く」字にゆるく外反

してゆるく外湾し端部が内面に高く張り出す。胎土は1mm前後の石英粒を多く含み灰白色。外面は煤

が多量に付着し、口唇の反りと体部に細かなヨコパケを施す。569は土師質の措鉢で器壁が薄く口唇

は平坦に仕上げる。内面はヨコパケ後4本単位の措目を刻む。570．571は瓦質の湯釜の口縁小片で、

570は口縁外面に細かなタテパケ、以下と内面に粗いナナメハヶとヨコパケを施す。胎土は1mm大の

喝喝療　567

576　　　　581　　　582　　　580

Ph・75　SD132・781・262出土遺物
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石英粒と赤色粒を多く含む。571は短頸で端部は丸く収める。外面はヨコナデ後肩部に梅花文のスタ

ンプを施す。572は瓦質の防長系の措鉢で、口唇内面が肥厚して段を成している。口縁は広い平坦面

をつくる。外面はヨコナデ、内面の段以下にヨコパケ後措目を3条以上刻んでいる。胎土は灰白色で1

～3mm大の石英粒を含む。573は土師器の皿で、口径9．6器高1．4cmを測る。器面が摩滅し調整は不明。

12世紀末～13世紀前半の産。574は土鈴で高3．5径3．3cmを測る。上位に浅い沈線を1条巡らし、以上を

つまみ上げて尖がらせ横から紐穴を穿孔している。胎土は精良で淡黄色を呈する。575・576は椀形鍛

冶浮で、径9．2～7．8厚1・7cm重量170・7gを測る。上面中央が窪み下面はレンズ状となり炉底の土砂が熔

着する。周縁には大きな木炭痕が多く残る。576は含鉄椀形鍛冶浮で径9．1－7．0厚3．3cmと厚い。底面

はレンズ状で炉底の土砂が焼き付いている。上面．左側面には木炭痕が多数残る。577は粉引臼の下

目で径34・7厚5・5～8．2cmで上面が使用によって凸面状に減っている。芯棒穴は径2・4m。溝は6分割主溝

で、それぞれに8本の副溝を刻む。側面と底面には刃付鉄鎚のタタキ整形痕が残る。熔結凝灰岩梨。

578は砂岩製の方形に整形された石で厚8・2cmで各面は磨かれており石塔の一部と思われる。579－583

Ph．76　SD262土層断面（西から）

SD262

－．♂

SD264

は戦闘時の「礫」と思われ、周縁に交互剥離

を施し縁を鋭利にしたり剥離で隅角を増やし

殺傷力を上げている。石材は583が花崗岩の

他は砂岩製でいずれも石塔類を転用した可能

性が高い。整理中19個集中して出土したため

「礫」と気付いたが、大多数は剥離のある石片

として処分してしまっているO重量は810・

34・89・74・216gを測る。16世紀代O

SD262（Fig・66　Ph・76）　縄張．3の北東側

でSD264を切ってSK339と連結すると思われ

る溝で幅1・15m深35cmの小溝で西に底面が下

がる。断面では2度の改削が確認できる。

Fig・70　SD262．264出土遺物実測図（1／3．1／4）
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出土遺物（Fig・70　Ph・75）　584は明青花の皿で言縁は端反り。径9・6cm。見込に圏線を1条施す。

585は防長系足鍋の脚で瓦質。脚長11・5cm。16世紀代。

SD264（Fig．66）　縄張．3でSD370から分岐し北西に15m程延びて屈曲し北に延びて囲い、一部

は西側に延びている。幅60～45深15cm程の小満で砂質の暗黄褐一時灰褐色土が堆積するO

出土遺物（mg．70）　586は瓦質の湯釜で肩の位置が高く把手は頸部に付く。胴径で24．4cmを測る。

587は土師質の直言鍋で口径29cm。言縁下が若干くびれ端部は丸く仕上げる。外面は指頭圧後ヨコ

ナデ、内面は紳かなヨコハヶを施す。588は土師質の措鉢で口径32器高12．4底径16・3cmを測る。鹿

部脇はくびれ口縁内側が若干張り出す。内面はヨコハヶ後6本の措目を施す。16世紀代。

②　地下式土壌

該期を特徴づける遺構で古墳時代南九州の墳墓である「地下式横穴」との混同を避け、「地下式

土壌」とした。調査城で26基検出し、数量では県下随一である。地元の人の言では北に隣接する民

家が池を掘削した際、底が大きく陥没したと言い、実際調査区の2基は天井の空間が残っていた。

よって屋敷に伴ってさらに南北に広がる可能性がある。構造は基本的に竪坑とこれに接して掘られ

た主室とからなり、横方向のトンネル状の羨道はつくらない。主室は平面長方形と円形があり、前

者をA類・後者をB類とした。竪坑は主室と同一平面の床を成す1類と1～3m高い2類がある。床面

積は2～131と幅広い。分布は縄張．2建物群の東側から北にかけて7基・南側で1基・南西側で14

基．縄張．3で5基がまとまっている。16世紀代の区画溝に切られるものがSX130．138・713の3基

あり一部は明かに溝に先行する。殆ど天井は落盤し遺物も流れ込みと客土中が殆どである。

SX303（Fig・71Ph．77・78）　縄張・3に位置し、SX366・371と対面するO竪坑は1・05m四方で深

0・9m、主室の床まではこれを更に1・3m掘り下げ、間に4段の足掛かりを掘っている。主室は3・58×

218mの方円形で高さ2．1m程のドーム天井と思われる。天井は2度に渡って崩落しており、上部

1．5mは客土で埋め戻している。B2類。

出土遺物（ng．73）　589は土師質の鍋の小片で、口縁は直線的に外傾し端部は細く仕上げる。外

面は指頭圧後ヨコナデ、内面はヨコパケを施す。

SX371（Fig．71）　縄張．3で303と対面する。Al類で、上部の崩落が著しく、上半部は近世のゴ

ミ穴に転用されたため竪坑は残りが悪く床上1．7m程の位置に90×60cm程の方形に残る。床面まで

には2ヶ所の足掛りを掘っている。主室は2・3×1．7mの方形で天井高は2m前後と思われる。床面に

20cm程流土が堆積後一気に落盤し、上50～1mは埋め戻している。

出土遺物（Fig．73　Ph・81）　591朝鮮軟質白磁の碗で底径5cm。高台は竹節に近い。胎土は茶灰色

Ph・77　SX303（南西から）

－102一

Ph・78　SX303竪坑
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Fig、69SX303・371実測図（1／4・1／8）
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で粗く、釉は青味を帯びた灰白色で不透明。全面に厚く掛け見込と畳付に砂目が6ヶ所残る。591は

青磁の壷で底径6・1cm。胎土は黒色微粒を含む灰色で磁質。釉はオリーブ灰色の透明で外面全面に掛

け畳付はカキ取る。内面は右回転ナデで露胎。592は土師質の措鉢で内面はヨコナデ後ゆるいケン

マを施し6本の措目を刻む。593は瓦質湯釜で胴径24・2cm。594は熔結凝灰岩梨の粉引臼の下目の受

鉢部で径39cm。側面に刃付鎚のタタキ痕が残る。全て上層出土。16世紀後半～末。

SX400（Fig．72　Ph．79．80）　縄張．3の西側に位置し、東側に開口するB2類。竪坑は径1．2mの

円形で床上1mの位置にある。主室は小さく、2．5×1．9の円形O天井高は2m前後と思われる。床に

は20cm前後の花崗岩礫が数個有る。天井が長く残った様で床から1．5mまでは流土で埋まっており、

その間2度小規模の落盤が起こり3度目に崩壊して、埋められている。

出土遺物（Fig．73　Ph・81）　595～600は客土出土。595は朝鮮青磁碗。底径4．8cmで胎土は茶．黒

色粒を多く含む灰色でオリーブ灰色の半濁釉を全面に掛け畳付はふき取る。見込と畳付に胎土日が

残る0596は朝鮮軟質白磁碗で口径11．3器高4底径4．4cm。べタ高台で脇がゆるくくびれゆるい上底。

1、工轍－～Ⅰ

Ph・79　SX400土層断面（北から）

SX400　　　　　　　　　　　－

Ph・80　SX400（南から）

［］天井崩落土

図客土
国自然堆積土

2m

．－　．－　一　一．－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－一　　　　一　一一．－．－．

Fig．72　SX400実測図（1／80）

ー104－



SX303

幸三≒上

一二■－一幸≒一一一、

＿一一一一　イ

600

SX400上層

10cm

Lユー　－．）一　　　　　一一　　一1

5cm

！一一　一一　一一土一一⊥一」

Fig．73　SX303・371．400出土遺物実測図（1／2・1／3・1／4）
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胎土は淡黄色で軟質。釉は淡黄色の不透明で全面施釉。見込畳付に砂目が3ヶ所残る。597端反り

の白磁碗で口径15・2cm。器壁がやや厚く胎土は磁質で灰白色。釉は灰白色透明で細かな質入が入る。

598は土師質の鍋で口径36．4。外面に煤が厚く付着する。599は土師器皿で口径6．8器高1・6底径

4．9cmで外底は回転糸切り。600は銅製算で曲がっている。長7．7cm。16世紀後半～未。

601－605は下層出土。601は瓦質の湯釜で口径18・2。内外ともヨコハヶ後ヨコナデ．ヶンマを施

す。602も湯釜で胴径25cm。鍔の下が浅い段を成し粗いナナメハヶ後ヨコナデを施す。603・604は

土師質鍋で603は口径36cm、604は口径27・8器高12．2cmを測る。605は土師器杯で口径10器高2．1底

径6．2cmを測る。16世紀代。

SX713（ng・74　Ph．82）　縄張・2の北西端に位置し、区画溝SD646に切られるA2類。西に開口

し、床から1．3m上に80cm四方の方形の竪坑を掘削し床との間に2ヶ所足掛かりを掘削する。主室

は2．2×1．7mの方形で天井高は1・8m程か。床上に20cm前後の花崗岩礫を10数個置いてあり床東と

600

－106－

Ph．82　SX713 Ph・83　SX770



SX713

SX798

Fig174　SX713．770．798実測図（1／80）
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なる可能性がある。

出土遺物（ng・75　Ph．86）　606は端反りの青花皿で、外面は圏線間に牡丹唐草文を、内面は言縁

に四方裡文を施す。胎土は白色、釉はやや青味がかった白色でやや厚く呉須は鮮青色を呈する。

607・608は銅製の飾金具で内側が袋状となるが変形が著しい。長5．6．5cmを測る。16世紀後半。

SX770（Fig・74　Ph・83）　SX713の東側9m程に位置する。西側に開口するA2類で、床から90cm上

に55cm四方の竪坑を設け、床までの間に2段の足掛りを設ける。主室は2・2×1．4mの隅丸方形で、天

井高は1・8m程か。主室奥の床面には20cm大の花崗岩礫が幅1m程敷かれている。

出土遺物（ng．75　Ph・86）　609は端反りの白磁高台皿で、口径12．3器高3底径6．9cm。胎土は白色、

釉は灰白色で全面に掛け畳付はカキ取る。敷砂が焼き付く。610は端反りの青花高台皿で口径18．8器

高3．8cmO胎土は白色で釉はやや青味を帯びた白色で全面施釉後畳付をカキ取る。内面は見込に二重

圏線を施し内側に文様を描く。呉須は群青色。611は瓦質の湯釜で口径16．8cm。口縁外面にタテハヶ

後カキメを施す。頸部には二重沈線を刻む。612は瓦質の火合で口径39cm。肩が張り口縁は屈曲して

垂直気味に立ち内外面が肥厚する。頸部には3本単位の刻みを施す。613．614は土師器皿でそれぞれ

口径11．2器高1．6・口径6．9器高1．2cmを測る。614は糸切り。15世紀末～16世紀。

SX798（Fig．74　Ph．84．85）　縄張．2のSX770東2m程に位置するA2類。西に開口し、径80cm程の

円形の竪抗が床上80cm程の位置に設けられる。床面までに大きな足掛りを1ヶ所、上部に2個並設し

て設けている。主室は4×2．8mの長方形の大型で天井高は2．5m程であろう。床面の両側壁と奥壁付

近には20cm前後の花崗岩礫が散乱し、北側は床から50cm程浮いている。

出土遺物（Fig・75　Ph．86）　615は肥前系の白磁小杯。口径7．2器高4．8cm。全面施釉後畳付をカキ

取り。敷砂が付着する。616は肥前系辰砂の壷（巻頭．6）の胴部で底径4．5残存高5．4cmを測る。胎土

は白色で磁質、釉は青味を帯び半濁した灰白色で外面に厚く掛け畳付はカキ取り、敷砂が付着する。

辰砂は暗赤褐色を呈し頸部に2条胴部1条の圏線間に草竹文を施文する。619は肥前系染付の瓶で胴径

9．7cm。胎土は白色で釉は透明で外面のみに掛け、外面に横縞模様を施す。呉須は暗青色。618は唐津

鉄絵小碗で口径11cm。胴が張って内反する言頸部で言縁外面は玉縁状を成す。胎土は粗く鈍い橙色で、

釉は内面から外面上半に灰黄色の半濁釉を薄く掛ける。露胎は赤褐色O胴部には鉄絵で丸文を施す。

619は瓦質の壷で口径22．5cm。内外にハヶを施す。620は土師質の角鉢で器高6・1cmを測る。脚は隅角

に付き境に沈線を施す。言縁下外面にはスタンプで双渦文を施す。621は瓦質の大甕で口径43・6cm。

短頸の口縁下に沈線を1条施す。体部内面は粗いヨコパケ、外面はヨコハヶ後ヨコナデ、強く張る肩

部下はツヤ消し状にケバ立てている。622は土師器皿で口径8・3器高1．5底径6・4cmで外底は回転糸切り

Ph・84　SX798（東から）
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Ph・86　SX713．798出土遺物
を施す。623・624は軒丸瓦で、623は瓦当の半分を欠くが、径15cm程で、珠文の内側に三巴文を施

す。全長27・7cmで、18cm程後の中央に径1．2cmの釘穴を穿ける。玉縁は短く2cm程。624も丸瓦の瓦当

で三巴文の中心がズレている。径13cm程0625は二段に重なった椀形鍛冶子事で、径10－8cm厚5・6cmを

測る。上面には木炭痕が多く残り底面には炉底土砂が付着する。近世の撹乱で18世紀代までの資料

を含んでいる。

SX771（Fig．76　Ph・87）　縄張．3の東端に近く、西に開口するB2類で、床上76cm程に1・75×1mの

副室を設け、さらに85cm上に径1．2mの円形の竪坑を設けている。主室は径3．2－1・9mの円形で奥壁

側に幅1m程花崗岩礫をまばらに敷いている。天井高は2m程か。

出土遺物（ng・77）　626は明青花碗の小片で外面は圏線上に省略した唐草文を、見込に圏線を2

条施す。627は高取系の陶器小鉢で口径10．1cm。腰が屈曲し言縁は直上に延びる。胎土は白色砂を多

Ph・87　SX771（東から）
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く含む黒灰色。釉は内面から外面上半は飴

釉以下に藁灰釉を施す。628は備前Ⅳ期の措

鉢の片言部、629は土師器皿で口径6．8器高

1．7底径5cmを測る。外底は回転糸切り。灯

明皿で芯痕が2ヶ所残る。15世紀～17世紀

初。

SX229（Fig．76　Ph．88・89）　縄張．3の建

物群の南にある1基でA2類〇両に開口する。

床上1．2m程上位に1．1m角程の竪坑を設けるO

この間に足掛りはないO主室は2．9×1．9mの

長方形で天井高は1・6m程と思われる。床面中

央には花崗岩礫10数個と径8cm長1．15m程の

丸太を1本敷いているO　この土壌は天井崩落
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Fig．75　SX713．770．798出土遺物実測図（1／2・1／3・1／4）
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後、主室部の覆土を全て掘り上げ、近世溝SD069と連結して雨水を溜める溜井として転用されてい

る。溝底の高さまで流土で埋設した時に一度上面まで客土し、規模を縮小して径1．1m程の土壌を掘

り、瓦質の大甕破片を敷いて新たに溜井SK078を設けている。

出土遺物（ng．77）　631は明青花碁筍底の皿で底径2．4cm。見込の圏線内に菊花文を、外面圏線

間に蕉菓文を施す。632は瓦質火合で口縁突帯上にスタンプで梅花文を施す。633は椀形鍛冶浮で径

7．18～6・7厚4cmを測る。15世紀末～16世紀代。

SX809（Fig．76　Ph．90）　縄張・3の東端に分布する小型の3基のうちの1基でA2類O北に開口す

る。床上40cmに1・1×0．9mの方形の竪坑を設ける。主室は1・4×0．8mの長方形で幅は竪坑の方が広

い。天井高は80cmである。

出土遺物（ng・77）　630は明青花の皿で口径15cm。内外面の口縁に唐草文を描き内面の以下には

牡丹唐草文を描く。16世紀末～17世紀初。

SX229

SX809

Fig．76　SX771・229．809実測図（1／80）
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Ph・88　SX229土層断面（東から）

Ph．90　SX809（南から）

Ph．89　SX229（東から）

SX138（Fig・78　Ph．91）　調査区南西部の最

大の一群の中に位置し、SD137に切られる。西

に開口するAl類で、1×0・8mの方形の竪坑が床

面に達するOlmから上はSD137に切られるた

め足掛りの有無は不明。主室は2．3×2・8mで縦

長の隅丸長方形を呈する。天井高は2・2m程と

思われる。天井崩落後溝掘削時に埋められてい

る。

出土遺物（Fig・80　Ph・93）　634は朝鮮素文

青磁の碗で口径12器高4．1cm。胎土は白色・黒

色粒を若干含む灰色で釉は灰オリーブで全面施

釉後高台内をフキ取る。見込と高台内に胎土日

が残る。他に青花、白磁も出土015世紀後半かO

SX134（Fig・78　巻頭・3）Ⅰ区南西部のF18グリッドに位置し北に開口するA2類でSX135と切

り合う。床面上50cm程に1．1×0．9mの方形の竪坑を設け西側面に足掛りを掘り込んでいる。主

室は3．8×2．3mの長方形の大きなもので天井高は2．4m程か。奥壁近くと東寄りの床面直上で、唯

SX771　　　1蒜越野

」一一一⊥一一一■　　627

SX809

0　　　　　　　　5cm
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Fig．77　SX771．809・229出土遺物実測図（1／3．1／4）
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一資料を検出した土壌である。4度に渡って徐々に天井が崩落し、5度目の落盤で崩壊している。1m

から上は埋め戻しであるO

出土遺物（Fig・80　Ph．93）635は龍泉窯系青磁の鍔言縁盤で口径21器高5cmの完形品である。内

面には48弁の丸彫陰刻の蓮弁を施し見込には十字花文を印花する。胎土は灰白色で緻密、釉はオリ

ーブ灰色で全面施釉後高台内を蛇ノ目にカキ取っている。ここには径6．5cmのトチンの焼付きが残る。

SX138

Fig178　SX138・134実測図（1／80）
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見込は長期使用の細かな傷のため文様は不鮮明。636は同じく床直上で検出した朝鮮素文青磁碗で口

縁の一部を欠く。口径10．2器高2．1cm。胎土は青灰色で石英粒を多量に含み釉は緑灰色で全面に薄く掛

け高台内と見込に4ヶ所胎土日が残る。637は瓦質の湯釜で口径15器高17．4cm。平底で径15cm。638は

土師質の措鉢で口径33・5器高12・7cm。内面はヘラナデ後ゆるいケンマ。3本単位の措目を刻む。外底

に十字のヘラ記号がある。639は瓦質の措鉢で口径30．8cm。内面はヨコハヶ後口縁に沈線1条以下に6

本単位の措目を施す0640は土師質の鍋で口径32．4cm。641は土師質の支脚状の土製品で現状で長8幅

5．7厚3・5cm。器壁はタテヶズリ後タテヘラナデ。14世紀前半～15世紀代。

SX135（Fig・79Ph．92）　sx134の南に位置し、これを切っている可能性が高い。西に開口する

B2類で、床上70cm程の位置に1×0．8mの方形の竪坑を設ける。主室は2・1×1．8mの不整方円形で西

堂に幅1．2奥行0．4mの造出Lをつくる。天井高は2・1m程か。

出土遺物（ng．80Ph．93）　遺物は当初2基の切合いである事が判からなかったため、SX135は134

Ph．91SX138（西から） Ph．92　SX135（東から）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿．．一　一；　　　　　！

Fig．79　SX135・130実測図（1／80）
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と一緒に取り上げている。642は朝鮮軟質白磁の皿で口径12．4器高3・3cm。胎土は1－2mm大の白色

粒を多く含み黄橙色。釉は乳灰白色で不透明。全面に厚く施釉し口唇はフキ取る。見込と畳付に砂

目が4ヶ所残る。643．644は土師器杯でそれぞれ口径10．1器高2・4．10．5×2・3cmを測り、644は外

底糸切り。645は防長系の瓦質措鉢で口径27．4cm。16世紀中頃～末。

SX130（Fig．79）　縄張．2の南端に位置し、Al類のSX129を切りSD126に切られる。西に開口

するA2類である。床面から40cm上に1m角の方形の竪坑を設け傾斜する底面に足掛りを1ヶ所掘る。

主室は2・9×2・3mの円形に近い隅丸方形。天井高は2m程か。

10cm

Lc一一．1．こ　　　　　Ⅰ

646

1／．∴一一∴－‾．－．

－　，・1－－1

Fig．80‾sx138．134・135．130出土遺物実測図（1／3・1／4）
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Ph．93　SX138．134・135出土遺物

出土遺物（Bg・80）　646は鋳鉄製の鉄片で四周が割れ現況で8．2×10m厚5mmを測る。もう1片有る。

鋤．鍬の断片か。他に白磁．青磁が出土する。15－16世紀代O

SX136（Fig・81Ph．94）I区のSD126西側E17グリッドに位置するB2類。西側に開口する。床面よ

り1．6m上に径1．2mの円形の竪坑を設けその間に2段の足掛かりを設けている。主室は3・4×2．6mの円形

で天井高は2．8－3．2m程か。

出土遺物（Flg・83Ph．96）　647は龍泉窯系青磁の輪花皿で口径13・7cm。腰が稜を成して屈折し口縁が

外反し、口唇を挟って16弁の輪花としている。内面には片切彫の文様を施す。胎土は灰白色で緻密。釉

は明緑灰色で厚く掛ける。649は朝鮮素文青磁の小碗で口径9．9m。胎土は暗灰色で1～2mm大の白色砂

を多く含み器壁は薄い。釉はオリーブ灰色で薄く掛ける0648は龍泉窯系青磁碗で口径13．9器高7．6cm。

外面には線彫りと片切彫で細い蓮弁を描く。

内面にはヘラ猫で花弁と「猪」と描く。650は

土師質の措鉢で口径30．5cm。651は椀形澤で三

段に重なっている。10×8cmで厚4・3cm。上半

部に木炭痕が多い。分析の結果は精錬鍛冶洋

であった（付編・1）。15世紀後半～16世紀。

SX149（Fig．81Ph・95）Ⅱ区南西部のSD126

の西側D16グリッドに位置するO B2類で北に

開口する。床上30mの位置に径1・4mの円形の

竪坑を設ける。主室は2．4×2．1mの円形で床上

40cm程の壁面に径15cm程の小穴を6ヶ所設け

－116－

Ph．94　SX136（東から）

る。天井高1．8－2・Om程かO床に60cm程自然

堆積後天井が崩壊し、中世耕土ともども崩落

しており、廃棄後は耕作地となっている。



Fig181SX136・149実測図（1／80）
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出土遺物（鞄83m．98）652－655は上層客土出土。652は唐津皿で口径12．6。胎土は灰色で釉は灰オ

リーブで半濁し言縁上位まで薄く掛ける。653は瓦質の火合で口径26．4m。言縁沈線上にハヶメ工具の木

口で刻目を施す。654は大形の吹子羽田で径9孔径2．7mを測る。炉壁との傾斜角は105。壁厚は2～30m。

655は石鍋転用の石錘で長8．8幅2．1m。重量51・7g。上位に紐穴を穿ける。656・657は下層出土。656は土師

質の措鉢。紳かなナナメハヶ後5本単位の措目を施す。657は土師器血で口径6．4器高1・3底径4・7mを測る。

16世紀後半。

SX226（Fig．82Ph．96．97）　Ⅱ区西端のD14グリッドに位置しSD127を切っている。前庭部と2室か

／．，．／有／3らなる複室構造で全長7・3幅2・7m。東に開口す
るB2類か。前庭部は長2．6幅1・9深0血nで東の入

口が2段の階段となっている。西側に0．9×1．1m

の竪坑を掘削し深2m程の前室に連っているが

優崩壊の危険があったため掘削を行っていない。

主室は1．8×1．7mの円形で床上70mの位置に幅

0・9高lanの入口がある。

出土遺物（ng・83Ph・98）　658は龍泉窯系青

磁碗で口径11・6m。外面にヘラ描の剣頭状の細

かな蓮弁を描く。胎土は白色で釉はオリーブ灰

色を呈する。659も同様で、外面に片切彫で蓮

弁を描く。胎土は灰白色で釉はオリーブ灰色で

高台内側まで厚く掛ける。外底露胎部は黄褐

0　　　　　　　　　　　　2m

し－．．．：　　一一一一」

Fig．82　S毯26・157実測図（1／80）

－118－



SX136

－l一一芦瀾－

0　　　　　　　　5cmL

と二1－1．一一一二こ∃

SX226

⊂＝工芸ク657

＼一遡
［二1－－．－－1－－一一一1－－］
．－　　　　　　　　　　　　　　　　　－

『：＝ヨ一一一。－去⊇ク

Fig．83　SX136・149・226．157出土遺物実測図（1／3・1／4）
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色を呈する。660は防長系の瓦質の措鉢で口径31器高10．5cm。内面には細かなヨコパケ後9本単位の

措目を12ヶ所刻み、見込には「×」状に入れる。661は土師質鍋で口径39．2cm。15世紀末～16世紀。

SX157（Fig．82）　Ⅱ区北西端部のD12グリッドに位置し、西に開口するB2類。検出時に埋め残

った天井部が陥没して確認されたO床面上60cmの位置に1．1－0・8mの円形の竪坑を設ける。主室は

1．5×1．4mの不整円形で、天井高は1．65mを測り、1・2mから上は尖頭気味になる。竪坑からの流土で

この尖頭部分を残して埋没していた。

出土遺物（ng．83）　662は土師器の皿で、口径10・2器高17底径8．1cmを測る。見込は不定方向の

ナデ、外底は回転糸切りである。他に白磁碗小片・瓦質火舎小片などが出土する。16世紀代。

SX216（Fig・84Ph・100．101）II区南西群の北端部、E13グリッドに位置しSX226に北接す

る。西に開口するB類の変形で、竪坑をSX226と共有している様で、主室の南西堂に副室への進

入言が見える。大雨のため壁面が大きく崩壊したため大部分の掘削を中途で断念した。覆土は床

Ph・96　SX226進入路（北西から） Ph．97　SX226奥室（西から）

Ph．98　SX136・149・226出土遺物
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上に90cm程流土が堆積後2度天井が落盤し、2mから上は埋め戻されている。

出土遺物（Fig．85Ph．99）　全て上層の客土中から出土した。663は明未満初の青花小碗で口径

8cm。外面は言縁下に圏線を1条、以下に草花文を描き下に低い突帯を施す。胎土は白色、釉は透明

で呉須は鮮青色。664は龍泉窯系の大形

の花文瓶の鹿部で径14・6cmを測る。外底

は段状に肥厚し以上に紳かな蓮弁文を片

切彫で描く。胎土は灰白色で緻密、釉は

明緑灰色で全面に厚く掛け畳付はカキ取

る。665は朝鮮雑釉陶器瓶で底径13．6cm。

外面下位は板ナデ、内面には当具痕が残

るO　胎土は褐色で釉は緑灰色で不透明。

666は土師器杯で、口径11器高3cm。器

壁は摩滅のため調整不明。外底は回転糸

切り。667は瓦質湯釜で、欠損した把手

上に鉄輪用の孔を窄ける。16－17世紀初。

Ph．101SX216進入部（北東から）

Ph．99　SX216出土遺物

Fig．84　SX216実測図（1／80）
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Fig．85　SX216出土遺物実測図（1／3．1／4）

一一一一一
」＝22．30m

1．時褐色土

2．茶褐色土
3．茶褐色土
4．茶褐色土
5・暗責灰褐色土
6・暗黄灰褐色土
7．茶褐色土
8・暗黄灰褐色土

O lm

L・1．．1　　　－－2

Fig．86　SKO67．780・283・297実測図（1／40・1／60）
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③　土壌

土壌は縄張．1で2基、縄張．2で8基、縄張・3で6基、縄張．4で2基の計18基を検出している。縄張2・3

で基数が多いが、全体に散漫に分布し密集はしない。

SKO67（Fig・86）　縄張．2のM15グリッドに位置する。径1．02×0・97cmの円形で深27cmを測る小形の

土壌で床上には10cm程の砂質土が堆積し、以上にも粘質土・砂質土が薄く堆積する。雨水を受ける溜

桝と思われる。

出土遺物（ng．88）　669は土師器皿で口径6．5器高llOn。16世紀代

SK780（Fig．86）縄張．2の北東部MlOグリッドに位置しSD781を切る。長2．25幅1．5mの隅丸方形の

土壌で深23mを測る。

出土遺物（ng．88）　670は土師質内耳鍋の耳部で円還状の径3cm以下は鍋体部との接合部。耳の孔

径は8mm。671は瓦質湯釜の把手部分の小片で内外面に細かなパケメを施す。把手が破損しており、上

部に16×7mmの孔を穿ち鉄輪を取り付けた様である。16世紀代。

SK283（Fig・86Ph．102）　縄張．3の北側、E2グリッドに位置しSD264を切りSD262に切られる。

5・21×1．84mの長大な土壌で深46mを測る。覆土は最下層に粘質土が溜まり水を貯溜していた様である。

出土遺物（ng・88）672は端反り言縁の白磁碗で口径13．4mk胎土は1mm大の褐色粒を若干含み淡黄

色で軟質。釉は透明で紳かな買入が入るO

SK297（Fig．86Ph．103）　縄張・3の北端近くDlグリッドに位置しSD264に切られる。現状で長1・28幅

1・1mの方形で深32cmを測る。覆土は床上25cmまで細砂とシルトの互層が堆積し、流水が流れ込んでお

り、溜桝と考えられる。

出土遺物（ng・88）673は龍泉窯系の青磁香炉で口径8．2cm。胎土は緻密で灰白色、釉は明緑灰色で

厚い。胴が張り口縁は短く「ⅱ字に外反し、この上面と頸部下は釉が殊に厚い。674・675は土師器の

皿。674は口径9・3器高1・3αnの薄い皿で器壁は摩滅して調整は不明。675は底径8mで外底は回転糸切り

で板圧痕が残る。中世前期の混入品の可能性がある。676は土師質の鍋で口径29m。言縁が「く」字に

ゆるく屈折して湾曲する言縁で外面には多量の煤が付着する。内面は頸部が稜を成し細かなヨコハヶを

施す。16世紀末～17世紀初か。

SK339（Flg．87Ph．104）縄張．3の北西端に位置し、北半分は調査区外である。現状で4．67×3・82深

1・06mの大形の円形土壌で、床面から50cm程上の周縁に幅50cm程の平坦部を設け足場としている。

覆土は床上から30cmまで粘質土と砂質土が堆積し、以上は客土で埋められている。南東部に幅

Ph102　SK283（南から） Ph103　SK297（北から）
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90cm程の流入部があり、SD262と連結して雨水を貯めた溜井と思われる。

出土遺物（ng・88）　677はベトナム鉄絵の大碗で口径19・3cm。端反りで言縁下の圏線間と内面の

圏線上に文様を描く。胎土は黒色・白色粒を若干含み黄味を負びた灰白色でやや軟質。釉は透明で

氷裂が入る。鉄絵は黒緑色を呈する。678は陶器の香炉で口径14・9cmO肩部下に沈線2条、言縁は外

反して内面が肥厚して段を成しているO胎土は黒色．白色微粒を含み灰褐～赤褐色。全面に自化粧

土を掛け言縁から肩部に黒褐色の鉄釉を掛け言縁内側をカキ取る。679は備前の小瓶で胴径9cm。胎

土に2mm大の石英粒を多く含む。680は土師

質の外耳鍋の把手部で、幅7長2厚1．2cmを

測る。上部には焼成前の径7mmの孔を2つ穿

ける。胎土は1－5mm大の白色・褐色粒を多

く含む。681は瓦質の甕で口径27．2cm。682

は泥岩の砥石で幅3・6厚1・3cmを測る。16世

紀代。

SKO22（Fig．87）I区中央の壁際に位置

する。2．75×1．73mの大形の長方形土壌で深

54cm。南側に両隅から3m程幅50cm程の溝が

延びており、雨水の溜井と思われる。

2m

Ph・104　SK339（南から）

L．一一一一一．．一一一：　　　＿一一一一一j

Fig．87　SK339・022実測図（1／60・1／40）

－124－

SKO22土膚名称
1．黄白色砂賃土　4．灰茶褐色土
2．時茶相島土　（地山土を少量含む）

（炭粒を含む）5．灰褐色土
3．時褐色土　　6．茶褐色粘質土

（炭粒含む）
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Fig．88　SKO67．780・283・297・339．022出土遺物実績図（1／4．1／3）
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出土遺物（Fig・88）　683は瓦質の湯釜で、口径13．5cm。肩部を欠くが胴径24cm。鹿部は径9cmの平

底である。外面下半は粗いハヶメ、上半は細かなハヶメを施す。684も湯釜の言縁部で径15cm。肩

が強く張りほぼ直角に屈曲して言縁が垂直に2．5cm程立ち上がる。外面はヨコナデ、内面は紳かなヨ

コパケを施し、肩部下にはタテの指頭圧痕が多く残る。685・686は土師質の措鉢で685は口径

26．8cm。外面は指頭圧後ナデ、内面は上半は紳かなヨコパケ、下半にナナメハヶ後5本単位の措目を

刻む。686は口径23cm。内外面ともヨコナデを施す。破片に措目がかかっていないため本数等は不

明。687は土師質の鍋で口径32cm。直言口縁の休部の深い鍋で現状で12cm。傾斜も強い。外面は煤

Ph105　中世土壌出土遺物

Ph．106　地山整形面SX209出土遺物

が厚く内面はヨコナデ。16世紀代。

④　地山整形面SX209（ng・89）

Ⅱ区の南西端に位置し、現状で9・2×3．2m

の大きな円弧を描いて深さ65cm程掘り下げ

平坦部をつくっている。SD132に切られる。

出土遺物（ng．90Ph．106）688～690は土

師器皿で口径・器高10×1・2．9．9×1・6・

9・6×1．5cmを測る。外底は静止糸切り。691

は瓦質の防長系の措鉢で、言縁内側が肥厚し

て段を成す。内面は紳かなヨコパケ後5本単

位の措目を刻む。692．693は吹子羽田で692

は外径7内径2cm程。底面が平

坦で断面は五角形に近い。炉壁

との接合痕から、壁とは103°

の角度をとっている。693も同

様で外径6．l5内径2m程。底が平

坦な多面体で壁との角度は

108。。694銅製の輪で切れて

開いている。外径2cm程か。厚

2mm。695－698は椀形鍛冶浮で、

697は分析の結果精錬鍛冶浮で

ある事が確認された。破面には

気泡．木炭．木炭痕が多数みら

れる。

□客土

固自然堆積土
2m

1－－．－1．：　－　！

Fig．89　地山整形SX209実測図（1／80）
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Fig．90　地山造成SX209・建物　SBlOOl出土遺物実測図（1／2・1／4・1／3）
⑤　掘立柱建物

全面で無数の柱穴を確認している。弥生時代の竪穴住居から近世まで多くの時期のものが重なっ

ている。各縄張の区画に沿った建物も多数有ると思われるが、I区以外検討し切れていない。

SB1001（Fig・92）　ちょうど近世溝SDO63に囲まれる範囲で検出された。2×2間桁行5．8－6m

梁間4．4～4．8mの総柱建物で方位をN－75。－EにとるO掘方は30－80cmの方形に近く柱は径18cm

程。倉庫と思われる。

出土遺物（ng．90）　明青花の端反りの皿で、外面の圏線下に牡丹唐草を描く。16世紀代。

SB1003

0

5＝。＝＝＝。∃m
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Fig192　SBlOOl・1002・1004・1005実測図（1／100）
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SB1002（ng・92）　同区画にあり1×

3間2×5・3mの側柱建物で方位をN－82

。－Eにとる。径20～40cmの円形掘方で

柱径10－14m。

SB1003（Fig・91）1×3間、3・8×

10・3mの側柱建物で方位をN－78。－E

にとる。径35～55cmの円形掘方で柱径

16－18mを測る。

SB1004（ng・92）　梁間2間5・4m、桁

行2間以上で、北側をSD063に切られる。

方位をN－4。－Wにとる。掘方は35－

45cmの円形で柱径は18mを測る。

SB1005（ng・92）　桁行4間8．4m。梁

間2間以上の側柱建物で方位をN－82

。－Eにとる。径20－50cmの円形掘方で

柱径は14～16cmを測る。

1001と1002、1003と1004・1005、

1002と1005が重なり合う。方位と重複

関係から、1001と1005、1002と1003が

Ph・107　2区建物群（西から）
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Fig■93　中世墓分布図（1／100）
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顧R769＋

同時期の建物と考えられる。

⑥　墓地

墓は建物群の北西4m程の位置に密集し、近世墓

が此等を囲み込む様、墓城を東．西・北に広げてい

る。検出した墓は7基で、内3基は陶棺、4基は土壌

墓である。石組基壇のSR570を中心として東西3m、

南北7mの狭小な範囲に分布し、三個の宝筐印塔の

笠もこの部分に散布している。

SR570（Fig・94　Ph．109－112）　墓城の中心を

成しHl0グリッドに位置する。基盤層まで周辺を掘

り下げて検出を行ったため40cm程高くなっている

が、実際は地表を20cm程1×1・6m程の基壇状に掘

り下げて20～30cm前後の花崗岩礫を一段積んで囲

い基壇としている。主体部は1・4×1．08mの方形の

土壌で深85cmを測る。土層断面では壁、床の間に

10cm前後の薄い層が囲む様に有り、木梶を入れて

いた可能性がある。基壇、石塔はこの空間が潰れ

て後盛土を行って築かれた様で土層が中央に落ち込

んでいる。削り出しで基盤を形成した後上面に

10cm前後の角礫を敷き中央に60cm角厚32cmの砂岩

梨の台座を据えている。上面中央を5cm程高くつ

－1291
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くられ、この上に筐形に挟った宝餞印塔を建てたと思われる。現状では台座と南．西辺の基盤列石

が残るのみで、台座も中央に生えた椿によって分断されている。南側の溝は前代のものである。

Ph108　中．近世墓全景（西から）

Ph109　SR570石塔部（西から）

Ph．111SR570土層断面（西から）

出土遺物（mg・95）基壇の下にある溝からの出土

で700・701は土師器。700は口径9．4器高1・8cmで外底

は回転糸切りの塔。701は口径6．8器高1・2cmの皿で外

底は回転糸切り。16世紀代か。

SR769（ng・94　Ph．113）基壇の南1mに位置する。

82×580mの不整円形の土壌に径50m程の瓦質の火合を

棺としたもの。検出時には礫が数個まばらな方形の列

石を成していたが、掘削中に除去してしまっている。

内部に焼骨はなかった。

出土遺物（ng・95）702は棺で口径50・8器高34mの

瓦質の火合で口唇外端が三角に肥厚し3本の三角突帯

を貼付する。言縁下には5本単位の櫛菌原体で山形文

を刺突する。外面はヨコナデ内面はヨコハヶ調査。

SR733（Fig・94　Ph．114）基壇の北西2mに位置する

陶棺で、1・12～0．98の円形の掘方に胴径66器高81mの備

Ph110　SR570敷石（東から）／

Ph112　SR570完掘状況（東から）
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前大甕を据える。残存は50cm程で30cmは最低削平され、埋葬時鹿部の一部を欠いている。

出土遺物（ng・95）　703は掘方と棺の間に収められた土師器の杯で口径12・6器高2．1cm。704は口

径48器高81cmの備前Ⅴ期の甕で口縁は幅広の玉縁を成し下位に2条の凹線を施す。肩部にはヘラ描

きの格子状の文を刻む。

SR734（Fig．94　Ph・116）　SR733の南数cm程に隣接する陶棺墓で径1．2～1・48mと径70cmの2段

の円形の墓壙に胴径80器高92cm程の備前大甕を据え、底は床から10cm程浮く。

出土遺物（ng．95）　705は墓壙中断に置かれた龍泉窯系青磁の六稜花皿で、口径12器高3．3cmを

測るO片切彫で外面には渦状の、内面言縁の二重線取下には花文を描く。胎土は灰色で釉は緑灰色

を呈し全面に厚く施釉後高台内を輪状にカキ取る〇一部下チンが付着している。707は埋土出土で

土師器の小片。底径7．5cm。706・708～711は棺底出土。706は鉄製の鏑で長89幅8厚2mmを測る。

708～711は銅銭で、709は二枚鋳著しており、都会5枚出土している。径は23mmで、711には平織の

布の痕跡が残っており被葬者の着物が付着したと思われる。鋳化が著しくⅩ線でも銭銘は明瞭に検

出できなかったが、字形は「寛永通賓」とも「洪武道賛」とも異なる。16世紀代。

SR735（ng・94Ph．117）　SR734の東60cm程に隣接する土壌墓で、80－75cmの円形で残存する深

さは30cmと浅い。乳幼児の墓と思われる。内部からは13枚の銅銭を検出している。寛永年20年開

基の長徳寺の墓域であったため近世一近代墓との前提で、調査期間の逼迫も有った事から副葬品の

回収と掘削状況の記録撮影を主体として行なったため遺物の出土状況が詳らかでない。

Ph．113　SR769（東から）

Ph．115　SR734（南から）
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Ph．114　SR733（北から）

Ph．116　SR734棺外副葬品（南から）
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Fig一95　中世墓出土遺物実測図（1／2．1／4・1／3・1／6．1／12）

－133－



出土遺物（Fig・95　Ph・118）　中央で重なって出土。11枚の銅銭で径は22mm。内9枚は「洪武適賓」

と判読できる。残る3枚も同種の可能性が高い。1368年初鋳。

SR726（ng．94　Ph．119）1基のみ集団から2m程北東に離れて位置する。1．05－0．85と0．85×

0．76mの二重の墓壙で深さ40cmで底面は径0．76×0．6mの円形で平坦。銅銭は床面から若干浮いた状

態で10cm程の範囲に広がって検出され、差銭の状態ではない。

出土遺物（Fig・95　Ph・120）　銅銭18枚で内734と740の2枚以外の16枚は「洪武適賓」である。

径21－22mm。734は「□口元賓」で径23mm、740は「皇□□賓」で径22mmを測る。

石塔類（ng．96）　石塔類は石組基盤のSR570の宝筐印塔の塔身と墓域内の笠3点、他にS133・

216の客土中、SDO69・781、SU374・SR719から五輪塔の小片を検出し、量としては少い。石材は

殆どが砂岩である。中世の溝から多量の砂岩剥片が出土しており、戦闘時の「礫」として転用され

た可能性がある。742はSR570上面の宝筐印塔の塔身辺で、残存で厚21cm長18cm以上幅16・5cm以上

で、底から12cm上から壁を4cm程残して方形に剥いている。砂岩梨。743は宝筐印塔の笠石で約28cm

角で高17cm程を測る。下は幅17cmからの3段の逆段。上は幅23cmからの6段の階段造りの屋根で隅

飾は低く11．2cm。縁取り二弧でくびれも小さい。開きも2．5cm程と狭い。上面中央には径8．5深7cmの

相輪受の穴を穿ける。砂岩製。744・745はSU374上面で検出した五輪塔の水輪片で、744は花崗岩

製。底径17胴径25．7cm。底は若干上底。745は底径14胴径24cm。内径13cm程の蔵骨部を円形に到り

込んでいる。外面と断言にはこれを打ち割る際のタガネ痕が残っている。底は若干上げ底。

Ph．117　SR735（北から）

Ph・119　SR726（西から）
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Ph・118　SR735出土銭

Ph・120　SR726出土銭



Ph．121中世墓出土遺物

Fig．96　石塔類実測図（1／12・1／6）
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⑦包含層と客土層

当初中世末の包含層と客土層として整理を実施したが、本文執筆中、E～F12グリッドとD20グ

リッドの近世包含層・客土層が同一の層である事が判明した。図示は行っていないが、D20グリッ

ドの包含層上面から寛永通賓と永楽適賓が土師器の杯・皿の下から出土し、F12グリッドの客土中

からは17世紀前半代の溝口縁の唐津鍔皿と肥前系の陶器甕を検出した。

貝原益軒の『筑前国税風土記』の「早良郡　上　上長尾村」の条に「長徳寺　ナカキド　眞宗

悌堂二間四間半　万行寺に属せり。

寛永廿年二月木偶寺次を許さる。」と

の条文がある。1643年に当たり、此

等の資料と合致し、長徳寺創建時の

大規模地業である可能性が大となっ

た。縄張・4とⅠ区間の南北60m東西9

～16mの約750m2程になされた埋立

地業であるO

中世溝SD126．137はこれ以前の

Ph122　中世客土土層断面（南西から）

cc′土居名称
0　時灰色砂質土
1a．噂黄褐色土

（地山粘土ブロックを2／3を含む）
1b．時黄褐色土

（地山岩盤ブロックを2／3含む）
1c・時黄褐色土

（地山岩壁ブロックを1／2含む）

1d．周．時黄褐色土

（地山粘土ブロックを1／3含む）

1eりg．時黄褐色土

（地山粘土プロッタを2／3以上含む）

－：一；瑚中世末に犬走りまで埋め戻されて平坦

にされ、段畑として耕作され、10～

20mの暗黄灰色の砂質耕作土が堆積し、

これが包含層となぅている。

包含層出土遺物（Bg．98　Ph・123）

746は青花瓶の小片で外面に荻文を

描く。747は線描蓮弁文の青磁碗の小

（他山粘土小ブロックを若干含む〉

中世客土

旦与〒野卑　　　　　　　DD′土層名称

霊禁富霊芸王コ1近世駈
1a・嗜灰褐色土
（地山岩盤ブロックを1／3含む）

1b．時灰褐色土

（地山岩盤ブロックを2／3以上含む）

10・時灰褐色土
（暗褐色土を封3以上含む）
21時黄灰色土－中世耕土

Fig．97　中世包含層．客土土層断面図（1／80）
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片で胎土は灰白色で釉は明オリーブ色を呈する。748は朝鮮白磁碗で口径14mk胎土は橙色で粗く、釉

は不透明の白色で全面に薄く掛ける。749は土師質の措鉢で口径33．2cm。指頭とナデによる整形で、内

面は磨耗のため措目が不明瞭となっている。750は瓦質の鍋田縁で幅4cm程口縁が肥厚し外面がゆるく

湾曲する。外面は煤が付着し内面はヨコパケを施す。751・752．753は土師器杯で口径・器高それぞれ

11．8×2．6・13×3．2・10．6×2．1cmを測る。754～756は土師器皿で口径・器高それぞれ7×1・6・6．8×

1．7・6・6×1・4mを測る。いずれも器壁が荒れ調整不明。757は吹田羽田で、外径8～10cm孔径2・6mでゆ

がみが大きい。炉壁との接合痕があり、厚1．6m程でこれとの角度は108度を測る。先端は厚くガラス化

する。758は鍛冶炉の炉底の粘土で下面はレンズ状を成し還元されて黒くなる。他は酸化焼成で橙色を

呈する。径18m程。759～761は鉄澤。759は椀形鍛冶澤で上面は中央が窪み下面はレンズ状で酸化土砂

に覆われる。長13・5cm。周縁に木炭痕がみられる。760は小形の椀形浮で長8幅6cmで上面が窪み下面は

突起状に突出する。酸化土砂が付着し断面は多量の気泡と木炭痕で穴だらけになっている。761は長4．8

幅2cmC程の流出浮と思われ全体が酸化土砂に覆われる。762は滑石製の石錘で下方の端部が欠けるが、

両端に紐掛け溝を刻んだものと思われる。現状で長4．6幅1・1～1．6cmで中央が厚い。763は径2．1～1．9厚

0．7mの小円礫で、灰～明オリーブ灰色を呈し両平坦面に光沢が有る。碁石と思われる0764は径1cmの

鉄棒を14・5mと12．4mの直角に折り曲たもので、下端が湾曲しており、鍋等の吊手の残片と考えられる。

765・767は銅銭で、765は「皇宋通賓」で径2．5m、766は「元祐通貨」である。前述したが他に「永楽

遺賢」1枚と「寛永通宝」3枚を検出している。

16世紀末～17世紀前半を示す。

客土層出土遺物（ng・99．100　Ph．124）

767は唐津鉄絵の大鉢で、口径30．7器高12cmを測るO高台から胴がゆるく張り言縁下2cmで垂直に屈

折して若干湾曲する。屈折部は稜を成す。胎土は橙色で黒色白色の微粒を含み、釉は緑灰色の半濁釉で

下の鉄絵がにじんでいる。内面から外面中央位まで薄く掛ける。内面には暗褐一黒褐色の鉄絵で蓮文を

描く。見込には胎土日が残る。768は唐津鉄絵の片口と思われ、口縁部を欠くが、胴径18・2器高9．5mを

測る。胎土は橙色でやや粗く、釉は緑灰色の半濁釉で内面から外面下位まで薄く掛ける。外面には茶褐

色の鉄絵で花文を描く。見込には小さな縦長の胎土日が残る0769～771は明未満初代の青花で769は口

径22．6mの鍔皿。内外面口縁部の圏線間に文様を描く。胎土は灰白色で釉は青味がかった透明で呉須は

にじんだ淡藍色を呈する。770は小皿で口径15cm。内面圏線下に草花文を描く。胎土は白色でやや粗く

釉は青味がかった透明で呉須は灰色がかった淡藍色。771は小碗で口径11・5m。内外口縁下に2条圏線を

757

Ph．123　中・近世包含層出土遺物
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描き、外面には花井文を描く。

胎土は白色、釉は青味を帯びた

透明で呉須は暗い藍色。772は青

磁の菊皿で口径9．4器高3cm。口

唇は細かな輪花で内外を丸彫で

菊花を表す。胎土は灰白色で釉

は黄味を帯びた淡青色。773は

龍泉窯系の輪花皿で、口径11・6

器高2．7cmを測る。口縁内面には

片切彫の縁取りが2垂になされ

る。胎土は灰色でやや粗く釉は

灰オリーブ色で高台内側まで施



される。774は景徳窯系の青磁香炉で口唇内外が肥厚し上面は凹線状になる。言縁外面下に沈線を1

条施す。胎土は灰白色で釉は明緑青色で透明。言縁内側から外面に掛ける。775は唐津溝口縁の鍔皿

で口径13．5cm。胎土は橙色でやや粗く釉は乳白色の半濁で口唇外面から内面に薄く掛ける。776は朝

鮮雑釉陶器の輪花皿で、口径12．2cm。胎土は黒色粒を含む暗灰色で釉は黄褐一線褐色の不透明釉で内

外に掛ける0777は朝鮮軟質白磁の皿で口径10．4cm。胎土は黒色粒を含む淡灰色で釉は灰白色の不透

明で内外に薄く掛ける。778は朝鮮雑釉の瓶の口縁で径5．4cm。胎土は茶褐～褐灰色を呈し釉は緑褐色

の不透明で内外に薄く掛ける。779は擬宝珠形の捜瓶で現状で径15・3高12．4cmを測る。胎土は白色黒

色粒を多く含む灰黄～灰白色で外面のみにオリーブ褐色の釉を掛け内面露胎部は黒褐色を呈する。

780は瓦質の湯釜で肩が張り径26．2cm。鹿部は径11cmの平底になる。把手は肩部に付きやや上方に吊

り上がる。孔の径は8mm。外面には細かなハヶ内面にはやや粗いパケメを施す。胎土は1－3mm大の

石英粒を含む。781は防長系の足鍋で口径25・2cm。言縁がゆるく「く」字に屈折しゆるく湾曲して口

唇内側が強く張り出す。胎土は1－3mm大の石英粒を多く含む。782は瓦質の焙烙状の鍋で口径50・4

器高9cmを測る。外底はレンズ状で1／3程で稜を成して屈折し言縁は外面に肥厚して幅3cm程の玉縁
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Fig198　包含層出土遺物実測図（1／2・1／3・1／4）
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Fig．99　客土出土遺物．1（1／3・1／4）
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状を呈する。外底は粗いパケメ以上は指頭圧とナデ、内面は細かなヨコパケを施し内底は丁寧にナ

デる。口唇には1条沈線を施す。外面には煤が厚く付着する。胎土は1mm大の石英粒を含む。783～

786は土師器。783は口径12器高2．2cmの杯0　784～786は皿で口径．器高それぞれ9．6×1・8・

9．4×．16・8．2×1．5cmを測る。全て器壁が摩滅し調整は不明。787は径1．6－1．8厚0．6cmの碁石で黒く

光沢が有る。788は土人形の犬で、頭部と尾を欠くが全長4．7高2・7cmを測る。足は径2cm程の胴の四

隅から5mm程つまみ出して整形しているO頭部破断面の上面に沈線、中央に2つの穴があり、それぞ

れ串で耳と目を刺突して表現した痕跡であるO一部に白色の顔料が残っており、呉粉で彩色したも

のと思われる。789は管状土錘で径1．1～1・5cm長3・4cmを測る。径5mm程の棒に粘土を巻いて整形し

たもので孔は其直である。790～795は鉄澤である。790は方形状の鍛冶洋で長8．2幅8・1厚5cmを測る。

上面は平坦で木炭痕が多く見られ、下面は凸面状で分厚く酸化土砂が付着する。791は大きめの椀

形浮を4分割したもので、上面は中央が段を成して窪み隅は隅丸方形を呈する。下面は凸面状で酸

化土砂が付着する。792は椀形浮を半載したもので長10．1幅6．1厚4．9cmを測る。上面は中央が深く窪

み木炭痕が多く見られる。下面は厚く強く突出し酸化土砂が付着している。793は長9・6幅8厚2・8cm

の薄めの椀形浮で上面は中央が大きく窪んで気泡・木炭痕が多数見られるO下面は中央が突出し酸

化土砂で覆われている。木炭痕も幅広く残る。794は小形の椀形浮で長6．6幅6厚2．2cmを測る。上面

は窪んで中央部に木炭痕が集中する。下面は凸面で青味を帯びた黒灰色で光沢が有り、粘土の付着

は少量である0795も小形の碗形浮で長5幅3厚1・3cm。上面は多量の木炭痕があり窪み、下面はゆる

く突出して酸化土砂が付着する。下位の包含層とともに多くの鍛冶浮が出土している0796は楔状

の鉄器で長5・6幅2cm厚3～2mmで頭部をU字に折り曲げる。先端は平たく薄くなる。797は砂岩製の

石臼の鉢部を砥石に転用したもので長9・8幅4．4厚4・7cmを測る。手持ち砥石で、平坦部に幅1～3mm

の溝状の窪みが出来ている。

16－17世紀前半を中心とするO　当初は17世紀代のものは上面遺構分の残存と考えていたが、下

層の包含層から寛永通宝が出土した事から、17世紀前半代の客土と判断する。

，Ⅰ＝＝＝そl－＝）⊇竺ニー．三、－

∈コピー♂785　⊂＝Ⅰ一芸プ786　①787

Fig1100　客土出土遺物．2（1／3・1／4）
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Ph124　上部客土出土遺物

客土下面埋納遺物

北側のF13グリッドを中心としたSD137上の包含層（旧耕土）上面と南側のE20グリッドを中心

としたSD126上の包含層上面の南北それぞれに客土の際の地鎖に用いたと思われる埋納資料がまと

まって検出された。

F13グリッドでは（Fig101巻頭・4　Ph．125・126）南から北へ壁に沿って直線上の3．8mの範囲に

刀子．鉄製鍬先．鉄鍋を、刀子は折り、鍬先は木軸をはずし（左の挿入部の欠損は試掘による）、

鍋は吊手をはずして本体を覆せその上に吊手を置いた、いずれも使用できない状態で埋納している。

E20グリッドでは和鏡と算・金銅製の柄頭と土師器杯・血の下に永楽銭・寛永銭を入れ、北の鉄

器に対して銅製品のみを埋納している。和鏡は鏡面を上にし（Ph・127）鏡背には薄板が残存してお

り折敷上に置いた可能性がある。

－141－

Ph・125　鍬先出土状況（北東から） Ph・126　刀子出土状況（北東から）



出土遺物（mg．102・103巻頭4－6Ph．128）　553は片言付鉄鍋で長32．5幅25・3体部高12．5吊手を

含めた高さ23．4cmを測る。片言両脇に10．5cm間隔、対面に1ヶ所の計3ヶ所に幅4．5高1．8cmの半円形

の耳を付け吊手の先端部を折り曲げて刺し込み留めている。よって吊手は稼働しない。片口は長6．2

L＝2240m

Fig1101上部客土下埋納遺物出土状況（1／60）

－142－

幅6・5－3・2高5－2cmと大きい。鍋底には径

1長2cm程の棒状の三足を付けるが、耳と逆

に配置される。田縁内端は小さく張り出し

玉縁状となる。吊手は前部の幅10．5高6cm

の小吊に長23高13cmの大吊を鍛接している。

554は鉄鍬先で全長44．5幅は上部復原で16・8

刃部幅で12厚0．8cmを測る。挿入部は長1幅

1・4cm程の「Y」字に開く。全体は縦にゆる

く湾曲し、刃は湾曲の外側に片刃で付ける。

555は小刀で全長40cm弱か。刀幅3・5厚0・8cm

の平造で長3・4幅3．2cmのハハキが入る。

銅．ヒ素．鉛が検出されている。茎には木

質痕が付着し竹の目釘も残り着柄状態であ

るが刀身には木質が残らない。556はE20

グリッド出土の和鏡で、径6・2高0．4幅0・5cm

の角縁で紐高0．8cmを測る。背面には陽刻で

3本の菊花を鋳出している。分析の結果

銅・錫．鉛とヒ素少量の銀．鉄が検出され

ているO　紐には紐が残っておりFT－IRで

の分析の結果麻である事が判明した

（Tab・1）。557は11面観音の懸仏で長5．3幅

3．1厚1・2cmで、裏面に光背を固定する突起

があり棒を差し込み固定する。顔と頭部の

九面部はタガネで刻み、同手法の11両観音

は博多．箱崎遺跡でも検出される。E14グ

リッド出土0558は金銅製の刀柄頭飾で長

3．6幅1・3高1・8cmで撚紐を意匠した袋部と蓋

とからなり、袋部は分析の結果地金は銅と

銀、その他少量の鉄とヒ素を検出、蓋の薄

板からは銅と微量の鉄・ヒ素を検出し別素

材である事が判明した。E20出土。ph．129

の897は算でE20グリッド出土。長18．4幅

1．1高0．6cmを測る。径1・1cmの釦状の装飾を

付け、本体は銅．銀・鉄が、釦は銅．錫・

鉛・亜鉛．ヒ素・鉄が検出され別個の素材

である事が判かった。

以上装身と刀装具・刀が目立つ。
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Fig．103　上部客土埋納遺物実測図・2（1／2）
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⑧その他の古代・中世遺物（mg．104　Ph・130）

798は斜格子叩の平瓦片で10～11世紀代0799は土師器杯で口径12．6器高3・2cm。外底は糸切りで

13世紀代。800は粗製の越州窯系青磁大碗で、底径8・4cm。削り出し高台で胎土は灰白色。釉は明黄

褐～オリーブ色で内面のみ掛ける。見込と畳付に胎土日が残る。801は直言縁の白磁碗で口径18．4

器高6．7cmO胎土は灰白色で釉は灰オリーブ色の透明で内面から外面中位まで掛ける。見込は蛇ノ目

にカキ取る。802は言縁が若干外反し上面が平坦な白磁碗で口径16器高51cmを測る。胎土は灰白で

釉は緑がかった灰白色。内面の言縁に厚く、外面下位まで掛ける。見込は蛇ノ目にカキ取る。803

は直言縁の白磁高台付皿で口径10・7器高4・8cm。胎土は灰白色で釉はオリーブがかった透明で内面か

ら高台脇まで掛ける。804は安南青花の碁筍底の皿で底径3．1cm。胎土は淡黄色で褐色微粒を含みや

や軟質。見込に暗青色のにじんだ呉須で花文を外面体部に蕉菓文を描く。釉は厚く透明で外底脇ま

で掛ける。805は明青花の端反り皿で外面と見込に唐草文を描く。口径11・4器高2．8cm。806は見込

に玉取獅子を描く明青花皿で底径7．6cmを測る。807は明未満初の青花皿で口径12．8器高3cmを測る。

外面には草花文を描く。808は龍泉窯系青磁盤で底径15・7cm。全面施釉後、高台内を蛇ノ目にカキ取

っている。809は羊肉彫の鏑蓮弁文碗で口径17器高7cmを測り高台脇まで施釉する。810は朝鮮軟質

白磁碗で底径4cm。胎土は浅黄橙色で釉は灰白。全面に施釉し見込、畳付に砂目が残る。811は朝鮮

雑釉の碗で底径4cm。胎土は灰白で黒色粒を含み釉は明褐色の不透明釉で全面に掛け見込と畳付に

砂目が残る。812は竹節高台の朝鮮軟質白磁碗で底径5・3cm。胎土は黒色茶色粒子を含む淡黄色で軟

質。釉は灰青色で全面施釉し畳付はフキ取る。見込畳付に砂目が残る。813は朝鮮硬質白磁碗で底

径4cm。胎土は灰白で黒色粒を含み緻密。釉は不透明のオリーブ黄白色で全面施釉後畳付のみカキ

取り、高台内と見込に砂目が残る。′814は瓦質の焙熔鍋で口径45．4器高9・5cm。外底はレンズ底で田

縁外面が肥厚する。815は瓦質火合で突帯間に梅花、脚に三巴文を押印する。816－818はD20グリ

ッド包含層出土。816・817は「元豊通貨」818は「永楽通賓」で土師器杯下から出土したもの。819

は五輪塔の水輪を転用した有溝砥石で底径26cm程であったと思われる。砂岩梨。

811　　　　　813

812

Ph．130　その他の古代・中世遺物
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5．　近世の調査

近世ではⅠ区を中心として、I・Ⅲ区を分かつクランク状の大溝SDO63・SD485を境に南北で遺

構の性格が異なる。北には土塁を巡らして墓城として区画し、前代の中世墓を取り囲んで北に拡張

して、17基の墓を設けている。生活遺構は少なく、土壌が3基散見されるのみである。

南側は生活域として、最高所の前代の建物群を溝と段で東西25南北11mの矩形に囲い、この空白

域に主屋を設けたと思われる。以南は東西南北方向の溝11条で区画し、溝の末端に溜井を設ける水

利システムを取り畑地として活用した様で、土壌も8基東側に集中し東西2列に分布する。

G
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1）　溝と溜井

SDO64・085とSK677・086（Ph．131）

Ⅱ区建物群の南で東西20m南北7m以上の方形に区画する溝がSDO64で、南北溝が幅2mと広く、東

西溝は幅60cm程と狭くなる。西端近くに3．5×2．3mの方形の溜桝SKO77を、東の南北溝の西11m程の

位置に幅30cm程の南北溝を5m延ばして径7．4×5．8mの大形の円形の溜桝SKO86に連げ、さらに

SDO86の北辺から西の整地部分へSDO85が延びている。この様に水に不自由する丘陵上での雨水を利

用した濯漑システムを計画的に行っている。

出土遺物（ng．106・107）820－823は肥前系染付の碗で820は口径9・7器高4．9cm。外面休部に団

菊文と草花文を描くO高台脇に圏線を3条施す。畳付のみ露胎でわずかに敷砂が付着する。高台内面

には渦福を描く。821は口径10器高61cmを測る。高台際に圏線を2条施し、以上に草花文を描く。畳

付のみ露胎で胎土は淡黄色。釉は灰白色で厚く掛ける0822は口径10．6器高5．5cmで、高台脇に圏線を

2条、以上に円文と花文をコンニャク印判で施す。呉須は発色が悪く黒ずんでいる。畳付のみ露胎で

砂が少量付着する。823は口径10器高5cmで、高台脇に太い圏線を1条施し以上に松竹梅文を施す。松

文はコンニャク印判で他は筆描きO呉須はにじんだ暗青色で、釉は畳付のみ露胎で砂が少量付着する。

824は染付の小杯で口径7．6器高5・5cmを測るO外面には草花文と松文を描き、松文はコンニャク印判

手である。呉須は暗青色でにじむ。畳付は露胎で砂が少量付着する。825は肥前系青磁染付の蓋物の

蓋で口径9・6器高2．9cmを測る。休部外面は厚い明緑灰色の青磁釉で口唇は言鋳。内面見込に呉須で花

龍を描き周囲にコンニャク印判で桐文を3つ描く。高台内には「大明成化年製」を記す。826は染付

の稜花皿で、見込にコンニャク印判で五弁花を描き田縁内側を窓絵にして芙蓉手を描く。外面には唐

草文を描く。高台内には渦福を描いている。827は同じく肥前系の染付輪花皿で口径14・9器高3・9cmを

測る。内面見込にコンニャク印判で五弁花を描き言縁内面には筆書で唐草文を描き外面には略化した

唐草文を描く。高台は露胎で砂が少量付着し、内面に「太明年梨」を記す。828は浅い輪花皿で内面

見込にコンニャク印判の五弁花を口縁内面には島や波などを描くO体部外面には略化した唐草を描き

高台内に渦福を描く。高台は畳付のみ露胎。829も同様に輪花皿であるが内面に稜をつくって花弁を

表現している。見込にはコンニャク印判の五弁花を、口縁内面には花井文を描く。外面は略化された

唐草文で高台内に渦福を描く。高台畳付のみ露胎。口径15・6器高5・1cmを測る。830は口径15．1器高

2．8cmの皿で見込に「日」字周囲に鳳凰文を描く。呉須は暗青色で、畳付のみ露胎で外底には柵かな

砂が多く付着する。831も同じく背の低い染付皿で口径13器高2．5cmを測る。内面には菊花文を外面

には花蝶文を描く。畳付は露胎で砂が付着する。832は小形の染付皿で口径9・6器高2．4cmを測るO内

面にコンニャク印判による牡丹文を3つ描き、外面には筆猫の折松葉文を3ヶ所描く。畳付のみ露胎

で敷砂が付着する。833は腰折れの中皿で、底径11cm。肥前系陶器鉄絵皿で、胎土は淡黄色・鉄絵は

暗オリーブ～暗藍色で見込に山水文を描くO釉は淡黄色で高台際まで掛ける。834・835は唐津系螢

手碗で、834は口径10・4cmO胎土は黄橙色で釉は不透明の飴釉で淡黄色化粧土で円文を描く。835は現

川系の螢手碗で口径10器高5・2cmを測る。胎土は暗赤褐色で固く、内面には白化粧で刷毛目外面に円

文を描く。畳付のみ露胎で砂目が残る。837・838は上野系の陶器碗で、837は口径8．5器高4・9cm。

胎土は灰白で釉は全面に飴釉を施し口縁部に灰～オリーブ黄色の藁灰釉を二重掛けする。畳付は露

胎で砂目が残る。836は口径8器高5・2cmの沓形碗で、胴部の一方が窪むO胎土は灰色で緻密。釉は

飴釉を全面施釉後口縁に藁灰釉を二重掛けするO畳付は露胎。838は唐津系陶器端反り皿で口径

20・6器高5・2cmを測る。胎土は灰色で細かな砂粒を含み、釉は灰褐色で全面に薄く施釉し見込と畳付

は輪状にカキ取る。839も唐津系の陶器小皿で口径12・6器高4cm。胎土は灰黄色で白色・褐色粒を多
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Fig．106　SDO64出土遺物実測図（1／3）
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Fig．107　SDO64．SKO77出土遺物実測図（1／3．1／4）
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く含み釉は明黄褐色で外面高台際まで掛け、見込を輪状にカキ取る。840は青緑釉の小皿で口径

12器高3．5cm。胎土は淡黄色で緻密。釉は透明感のある青緑釉で外面下位まで施釉し見込は輪状

にカキ取る。841はトチンで径5．5cmで残存長8cm。受部上面に高台の焼付痕がある。浅黄一時赤

褐色を呈する。842．843は肥前系陶器措鉢。842は口径23器高9・9cm。胎土は黄褐色で3～4mm

大の砂粒を含む。外面は焼締めで暗褐色を呈する。内面全面に措目を施す。843は長大な高台を

付けるもので口径35．1器高15cm。胎土は赤褐色で外面は焼締めでにぷい褐色を里し、白い自然

釉がまばらに垂れる。措目は全面に施し細い。844は丸瓦片で径14、845は径13cmを測る。とも

に山部の中央にヘラ描の記名があり、「五郎右衛門」と読める。

846からはSKO77出土。846は肥前系青磁染付碗で、口径9．8器高6cmを測る。外面は明オリー

SKO86

－．－∴∴－

‥一．一　一

〕1－1－

861

10cm

1．－．．－；　　　　　！
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ブ灰色の青磁釉で内面にコンニャク印判の桐文を描く。口唇は口鋳。畳付のみ露胎となる。825とセ

ットである。847は染付の碗で口径10．8器高7．1cmを測る。言縁外面に四方構文以下に遠山文を描く。

畳付は露胎で敷砂が若干残る。848は能古焼の染付碗で口径8．2器高6．1cm。見込に「寿」をくずした昆

虫文、外面に草花文を描く。呉須はくすんだ青色。畳付のみ露胎。849は明青花皿で見込は玉取獅子

か。釉は畳付のみ鋭角にカキ取る。口縁内面は牡丹唐草、外面にも唐草文を施す。850は朝鮮染付の

皿で底径5・7cm。胎土は淡黄色で軟質。内面は丸彫の蓮弁で釉は淡黄色で外面下位まで掛け見込に藍色

Ph．131SKO86（南から）

Ph・132　SDO69（西から）

IOcm

1　－　－　11－；　　　　　　一一」

の呉須で花文を描く。17世紀後半～18世紀後半を示す。

SDO69・131とSKO78（Ph．132・133）

SD069に切られるが、基本的には同じ設計で、東西

方向はSDO69がSDO64の南1．5mに並行し、南にはこ

れとは逆に西端で折れて南に23cm程延びて方形に区画

している。南北部をSD131としたが同一の溝で、幅

1・5深0．7mを測る。しっかりとした溝で、東西溝の中

央でSX229が溜井として再利用され、これが埋没後、

規模を縮めて瓦質甕敷きのSK078を設けている。

出土遺物（Bg・108）　860は京焼系の陶器鉄絵碗で口

径10・2器高4．7cm。胎土は褐色粒を含む淡黄色やや軟質。

釉は淡黄一明黄褐色で透明で高台脇まで掛ける。見

込には鉄絵で帆掛舟を描く0861は土壌底に敷かれた

Ph133　SKO78（北から）

Fig．109　SDO63出土遺物実測図（1／3・1／4）
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瓦質の大甕で、口径81cm。口唇外面が肥厚し突出する。胎土は淡赤褐色で2mm大の石英粒を多く含

む。外面はタテハヶ後ナデ、内面はナナメパケ後ナデ消す。18世紀前半代。

SDO63（Ph・134）

現代まで現存し、北の墓域と南の生活域を区切る大形の溝で幅4．6深1．25mを測る。西のSD485と

も連結して、この丘陵を三段のクランク状に屈折して南北に分断している。北東の屈曲部には幅1

m程の陸橋部を残して北の墓地との通路となっている。

出土遺物（Flg・109）　862は肥前系の染付皿で口径13器高3．8cmを測る。胎土は白色で赦密O釉は

Ph．134　S D063北辺（西から）

、＝ミ：フ∠一一一」

0　　　　　　　　　　　　　50cm

Ll　－Ⅰ二．－－．－－有

Fig1110　Si722実測図（1／20）

灰白色で外面下位まで施釉後見込は輪状にカキ取り、

この部分には垂焼の高台跡が残っている。言縁内面に

くすんだ褐青色の呉須で折枝文を描く。863は現川の

碗で口径10．4器高5・6cmを測る。胎土は明赤褐色で、白

化粧土で内外面に巻刷毛目を施す。釉は透明で全面に

施す。864は肥前系陶器措鉢で口径32器高14cmで深い。

胎土は白色微粒を含み橙色を呈する。焼蹄で外面は褐

色を呈する。内面には全面に粗い措目を施す。溝は主

屋部分を囲って掘削されており、長徳寺創建時の17世

紀前半の掘削と思われる。

（2）　基地

Ⅲ区の中世墓を中心に囲む様に墓城を広げ、東12m

南北13mの範囲に縦3列の列状を見せながら17基が分布してい

る。内分けは陶棺4基・座棺2基．円形土壌7基・方形土壌3

基．小児墓1基である。このうち11基からは何等かの形で副葬

品を検出した。

SR722（Flg・110　Ph．135）　GlOグリッドに位置する長73×

51cmの楕円形で深さ37cmを測る。床は平坦で、床直上の北西側

に土鈴2個、南東側を中心にミニチュアの白磁碗4点、菊皿1点、

赤絵瓶1点・灯心人形1点・寛永連繋4枚を副葬していた。内容

から小児墓と考えられる。

出土遺物（ng．111巻頭・6）　865～868は型作りの肥前系

の白磁紅皿で口径・器高それぞれ3．3×1．5・3．2×1．5．3．4×

1．3・3・2×1．3cmを測るO薄いつくりで、胎土は灰白色で釉は明

青灰色を呈し、低い高台脇まで掛ける。869は同じく型作りの菊皿形の紅皿で長6・1幅3．7器高1．7cm。

胎土釉ともに灰白色で高台際まで掛ける。870は肥前系白磁の灯心人形で、底面から背面にかけ灯

心穴があく。器高5cm。釉は明青灰色で、頭部は露胎。871～

874は寛永通賓で新寛永である。875は赤絵の小瓶で口径1・7

器高6cmを測る。釉は明青灰色で胴下位まで掛け赤絵は暗赤

色を呈する。876．877は土鈴で径．高それぞれ6．3×6・

6．2×7．1cm。18世紀前半。

SR739（Ph■136）　G9グリッドに位置する。1．04×0．9×

1．49mの円形の深い墓壙で、底面より赤絵の水滴を検出した。
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Ph．136　SR739

Ph．137　SR723（南から）

876　0

L1－－－ロー二Ⅰ∃

出土遺物（Bg・111巻頭．6）　879は竹節をモチーフにした

水滴で長9・4高3cmを測る。竹に綜桐と柿実を描いており、実

の下と竹上部に4mmの孔を穿けている。17世紀後半

SR720　G9グリッドに位置する1×0．9×1・41mの円形墓壙

で、床面から現川の刷毛目碗と寛永適賓を5枚検出し、銅銭は

碗の高台内から出土した。

出土遺物（Fig・111）　880は現川焼の碗で口径10．2器高

5・5cm。胎土は灰白色で内外面に巻刷毛目を施す。畳付は露胎

で見込に目痕が残る。寛永通貨は新寛永が混じる。18世紀前

半。

SR723（Ph・137）　GlOグリッドに位置する1．05×1．03×

1・35mの円形墓壙で、漆器と土師皿・鉄鏑と鉄．勾状の鉄器を

床面から検出した。

出土遺物（ng．111）　886は鉄製の鋏と思われ、現状で12cm

を測る。887は鉄製の鏑で長10．6幅0．9cm。888は鉄製の釣針状

の製品で長6．3厚0・6cmを測る。889は土師器皿で口径8・4器高

1．5cm。外底は糸切りで内外にヨコナデを施す。17世紀前半か。

883　　　884

0　　　　　　　3cm

とニー11－－－」

二二二……．二一三……

885　　　皿。。。　∈：∃妄⊇7

Fig．111近世墓出土遺物実測図（1／3．1／2・1／4）

－154－

889



6　小　結

今回の調査で得られた成果は以下の通りである。

本調査区が生活の場として活用が始まるのは縄文時代中期以降で、遺物のみの散布地として認め

られる。資料的には晩期前半代が目立つ。

本格的に集落が営まれるのは弥生時代前期中頃～中期初頭で、貯蔵穴を23基・土壌8基．円形竪

穴住居1軒を検出している。中世以降の著しい削平のため遺構の残存状況が均一ではないと思われ

るが西側斜面の南北2ヶ所に集中する傾向にある。時期的には前期後半が多く、末～中期初頭の遺

構は少い。該期で注目されるのは15．37．62・81．82・139の半島の無文系土器の出土で、樋井

川流域では初めての検出である。近年、那珂・比恵遺跡や博多遺跡などの海岸部の遺跡のみならず

早良区の東入部遺跡．吉武遺跡などの内陸部の遺跡での検出も増えている。殊に62は松菊里タイプ

の甕にベンガラを貯えたもので特筆に値する。81は形態的に後期無文土器に属する資料で時期的に

古すぎ検討を要する。遺跡の時期的にも浄泉寺や田島B遺跡をさかのぼって樋井川上．中流域で、

最古の弥生集落である事が認められた。資料的には板付1式の範噂に入りそうな資料も有るが、今

回の調査では突帯文土器は一片も検出されていない。また磨製石剣等の武器の出土が多く、該期の

不安定な社会情勢を物語っている。

次に集落の発展する時期は後期で、丘陵の西と北を囲う環溝が検出された。後期前半に掘削され、

中頃に最盛期を迎え、終末期改削された後古墳時代初頭に廃棄されている。中世以降の削平で住居

は1軒も検出できなかったが、構内からは2t近い多量な土器の出土があり、大きな集落があった事

を暗示している。南に位置する御子神社の箱式石棺墓からは銅鏡が出土しており、本集落の墓城が

あり首長層が葬られていたと考えられる。近隣の集落を絡めてみると、当遺跡では弥生時代中期と

後期初めが欠落し、西に対面する丘陵上の宝台遺跡・長尾遺跡では前期・後期中頃以降が欠落して

おり、この2丘陵間の遺跡で補完し連続する。今回の調査では西の駄ノ原川に面した低地は洪水砂

が多く堆積しており、この様な洪水や長年の水田耕作による連作障害などの為、集落に隣接する耕

地を放棄し、西に隣接する長尾丘陵と数百年単位で集落を移動していたのではないかと考える。

市城の環溝集落としては、博多区那珂遺跡群37次調査の夜目期の二重環濠・同じく博多区前期初

頭の板付遺跡・早良区前期初頭．前期後半の有田遺跡・博多区那珂遺跡群67次調査の前期後半の環

濠・早良区入部遺跡の環濠・早良区飯盛谷遺跡の後期の環溝・西区野方遺跡の後期の環溝があり、

これで8ヶ所目、後期としては3遇跡目の検出となる。

古墳時代前期は西側斜面で竪穴住居4軒．土壌4基．溝1条と集落規模は縮小している。分布は北

西側にまとまりがある。

古墳時代後期は竪穴住居18軒・土壌7基・溝6条を検出した。31基中の28基までが前期の分布と

重なって西側斜面部に位置する。集落は前期と比べ6倍に広がっている。住居は19mと20mの等高

線に沿って並んでおり、階段状の造成を行なっている事が何がえる。住居は2・6～7・8mを測る大形

まであり4～5mクラスが主体をなし、多くが竃を設けている。数軒の住居から小量の鉄浮と吹子羽

田を検出しており小規模な鍛冶を行っていた様である。

古代は遺構が全く存在せず、遺物が数点検出されるだけの、本遺跡での空白期となっている。
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中世前期は土壌6基・溝4条．土壌墓1基・地山整形面1ヶ所で、11世紀後半～14世紀代の遺構で

Ⅲ区北西部とⅠ・Ⅰ区の中央部に位置し、中央部の溝が建物群に沿っており、建物のいくつかは該

期に属している。しかし遺構数は少数であり、11世紀後半～12世紀を中心として、集落の継続性は

ない。

中世後期は中心となる時期で、方形の堀で区画された屋敷を中心に、溝12条．土壌18基・地下式

土壌27基．掘立柱建物2棟以上の計65基で全体の3割を占める。周辺の地名にも「字下屋敷」・

「字向屋敷」などの地名が残っており、戦国期の名主層の居館と考えられる。中央の建物群の北に

は集団墓も形成されている。

今回の調査で特筆されるものは27基の地下式土壌である。南九州の墓である「地下式横穴」との

混同を避けるため「地下式土壌」の名称にした。前述した様に方形プランをA類．円形プランをB

類、竪坑の床面が主室と同一面のものを1類・主室床面より高いものを2類として分類し、A土3

基．A2－10基．B2－14基で、Bl類は存在しない。また、Al．A2類が16世紀後半の溝に切られ、B2

はこれと切り合うものはない。AlとA2、A2とB2に切り合いが有る事などから、Al→A2→B2へと形

態の変化が追認できる。Alには15世紀代にさかのぼるものもあり、B2にその様に古いものはない。

最近、大分県の原田昭一氏は詳細な検討を加えられ、鎌倉の「やぐら」の移入で始まった新しい葬

送の形態と考えられている。柳瀬の状況は本調査区では確かめ様がないが、少くとも当地では墓地

としての機能は考え難い。

○屋敷に近摸して陶棺墓や土壌墓の集団墓地が営まれ、これらと時期差もない。

○天井崩落後の客土中に石塔片が混入する2例があるが、床上もしくは地表に墓標（石塔）を置い

た例がない。同時期の集団墓の1基には間違いなく石塔を置く。

○人骨の検出、また六道銭の様な副葬品も検出されない。集団墓には宋・明銭を副葬する。SX134

の青磁盤と朝鮮碗は、土壌に収納中に天井が落盤したため回収を放棄したものと考える。

○竪坑が閉塞状態のまま埋没した例がなく、全て開口した竪坑から流土が数10cm～数m堆積後に天

井が周溝した段階で始めて埋め戻しており、それまで開口したまま自然に埋まるにまかせている。

○少なくとも2基は天井崩落後の穴をゴミ穴として使い、1基は掘り上げられて溜桝として転用され

ている。中世屋形の整地後造営されたのは寺院で有り、埋葬遺構をこの様に転用するのは考え難い。

また一部のものは天井部で耕作を行っているO

以上の事由で埋葬の施設とは考えられない。当時は戦国期の緊迫した情勢にあり当地でも石塔を

砕いて礫とする状況であり、この遺構は戦乱時に家材を一時保管・隠匿し、人身も避難する様な退

避壕的な施設と考えるO結果平和時には何も収めず無関心に埋没していくものと考えるO埋葬の事

例はゴミ穴や溜桝などの様々な転用の一例と考える。市域では諸岡館を筆頭に、板付遺跡A－3

区・那珂遺跡28次・47次・板付遺跡F－7a区の中世屋形を有する洪積台地に分布しており、有田遺

跡にも可能性がある。

出土遺物では防長系の足鍋．措鉢が目立ち、朝鮮陶器が目立つ。有田遺跡の有様に極めて近い。

17世紀前半には中世屋形は長徳寺造営で整地され、旧溝部分を埋め立てる際には北と南で、鍋．

刀・鍬を使用不能の状態にして埋納する。また、土師皿．杯の下に銅線1枚を敷く、鏡．銅・算．

刀装具・仏を埋納するなどの儀式をとり行なっているO　これに近い溝の埋め立時の祭詞は、博多遺

跡群第33次調査で大溝を16世紀末に埋める際に、大刀・小刀・腰刀と漆器椀を埋納した例がある。

該期の溝埋立の祭事に金物．刀を用いる共通認識が存在している様である。
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遺物一覧表 No．1

遺構N o． 地　　 点 種　　　 別 時　 期 規　　 模 （m ） 主 な 出 土 遺一物

S －039 C －19 地山整形 15－16C 須恵器 （甕） 土師器　 土師質土器（鍋）

S －129 E －21 地下式土壌 16C 3．60×3．08×2．38 弥隼土器（甕．壷・器台）須恵器億 ・杯）土師器（杯）石 （嫉）焼石

S －130 E －21 地下式土壌 16C 3・55×2・92×1・92 弥生土器　 土師器　 須恵器（甕） 白磁（碗） 青磁（龍泉碗 Ⅱ類）－瓦質土

器（－鍋） 鉄器 （鉄板）

S －133 G －16－17 地下式土壌 160～近世 3．96×3．43×2．13 弥生土器－（甕） 須恵器 （甕．杯） 土師器（皿） 白磁 （皿．瓶） 肥前系青磁

（香炉．血・猪口） 伊万里染付 （碗 ．皿・瓶．杯．蓋） 上野焼（碗・壷．瓶） 京

焼（白磁小碗） 明青花 （碗） 青磁 （龍泉双層碗・Ⅰ・Ⅵ類碗・盤） 朝鮮雑
釉 （瓶） 中国産陶器 （甕・－措鉢．短頸壷・注口） 国産陶器（壷・甕．碗 ・香炉）

備前（片言鉢・甕） 瓦質土器（火合．鍋） 土師質土器 （措鉢・鉢．火合） 瓦
器（椀） 瓦 （丸．平） 炉壁　 石製品．（硯．叩石．五輪塔の地輪） 母岩　 割石

焼石　 黒耀石　 鉄製品　 鉄澤（鍛泊） 自然遺物 （炭．貝）

S －134 F －18 地下式土壌 16C 4．15×3・85×2．03 須恵器（甕・杯蓋） 土師器（皿・杯・柑） 青磁（越州窯系鉢・龍泉皿） 朝鮮（粉

粧皿・青磁皿） 陶器（甕） 高取焼　 瓦－質土器（火合．措鉢・釜） 土師質土器（

鍋・支柱・措鉢） 炉壁　 石製品（凹石．磨石．叩石．砥石） 黒耀石　 鉄渾

S －135 F ～G －18 地下式土壌 160 3．75×2・60×1．70 白磁（碗） 土師器（杯）

S －136 D ～E －17 地下式土壌 160 5．00×4．09×3．40 弥生土器 （甕．器台．鉢．壷．ミニチュア） 須恵器（甕） 白磁（碗） 青磁（碗 ・
鉢） 明青花（碗） 中国陶器　 瓦質土器 （火合．措鉢）－土師質土器（措鉢）

瓦　 石製品 （石鍋．叩石．石庖丁）

S －138 F －16－17 地下式土壌 16C 3・33×2．73×2．02 弥生土器　 須恵器（甕） 土師器 （皿） 白磁 （皿） 青花 （碗） 朝鮮 （碗）

石 （黒耀石．サヌカイト滑石） 炭

S －149 D －16 地下式土壌 160 4．08×3．33×2・60 弥生土器 （甕．鉢） 須恵器（甕） 土師器（甕．皿．鍋） 青磁（Ⅵ類碗） 伊方

里 （碗） 中国陶器 （盤） 陶器 （皿） 瓦質土器 （火舎） 土師質（措鉢） 土

製品（吹子羽言） 石製品（石鍋転用．鳴石） 黒耀石　 炭

S －157 D －12－13 地下式土壌 16C 1．05×0．78×1・04 須恵器 （甕） 土師器 （甕・皿）－白磁 （碗） 瓦質土器（火舎） 石製品（滑石

鍋．砥石） 黒耀石

S －209 D －18 地下式土壌 160 9．27×3・28＋α×1・16 弥生土器（甕） 須恵器 （甕） 土師器 （皿．杯） 白磁 （碗） 陶器　 瓦質土

器（火舎） 土師質土器 （措鉢） 瓦　 土製品（吹子羽田） 炉壁　 黒耀石

自然遺物 （骨．炭） 鉄渾 （椀形） 銅製品（輪状） 鉄製品

S －210 E一一15 地下式土壌 160 3．70×3．33×3．01 弥生土器 （甕．壷．高杯．器台．鉢．ミニチュア・支脚） 須恵器（甕） 陶器（備

前措鉢・朝鮮） 青磁　 石製品（砥石・叩石） 黒耀石

S －216 E－13～14 地下式土療 1（iC 6．40－×2．88× 弥生土器（甕・壷・高塀） 須恵器 （甕．盤） 土師器 （甕・皿・杯） 白磁（Ⅲ類
碗） 青磁 （碗・盤．龍泉双層壷） 青花 （碗） 朝鮮陶器 （瓶） 瓦質土器 （措
鉢） 土師質土器（措鉢） 瓦質土器 （釜．措鉢） 石製品（石塔） 石（サヌカ
イト黒輝石・石塔片） 鉄製品（カスガイ） 炭 －

S －226 D ～E－14 地下式土壌 160 7．20×2．72×2．63 弥生土器（甕・壷・器台・高塀・鉢・支脚）須恵器 （捏鉢） 土師器（杯） 白磁

（碗） 青白磁（会子） 青磁（龍泉磁） 瓦質土器（措鉢）土師質土器 （措鉢

・鍋） 石製品 （嫉．砥石） 黒耀石　 鉄器 （鎌・斧） 鉄渾 （椀形） 炭

S －229 J－14 地下式土壌 16C 2・70×2・50×1．89 青花 （皿） 瓦質土器（火舎） 鉄浮（椀形） 木器（杭）

S 一241 G ～H －18 地下式土壌 2・93×2・41×1一74 遺物なし

S －303 E－4 地下式土壌 16C 3．58×2．65－×2．70 弥生土器 （甕） 須恵器（甕・杯） 土師器（杯） 白砺（碗） 土師質土器（鍋）

S －366 D ～E1 5 地下式土壌 160 4．66×3．76 ×2・77 弥生土器（甕．壷） 須恵器（甕） 土師器（鍋） 青花　 瓦質土器　 瓦　 黒耀石

S 一371 E ～F－5 地下式土壌 16C 4．38×3・82×－2・55 弥生土器（甕） 須恵器（甕）土師器（杯）朝鮮（青磁壷．粉粧碗） 備前　 土師

質土器（措鉢．釜） 石製品（鍋．臼・砥石） 黒耀石　 焼石　 鉄揮（炉底・鍛泊）

S －385 B －4 樹　 根 中世 0．90×0・70 須恵器（甕） 土師器（杯）

S －400　－C－6 地下式土壌 16C 2．90×2．50×2・68 弥生土器僧 ．高塀） 須恵器（甕）土師器（埠．皿） 白磁（碗．朝鮮紛粧） ．朝鮮雑

釉碗　 瓦質土器　 土師質土器（鍋．釜） 陶器（壷or甕） 炉壁　 黒耀石　 銅製品（算

S －426 D －6 地下式土壌 2・89×2・85×2．37 須恵器（甕） 土師器 －白磁（碗） 青白磁－（合子） 土師質土器（鍋） 瓦器

S －713 Ⅰ－9 地下式土壌 16C 2・63×2・40×2一02 須恵器（杯．摺鉢） 土師器（杯） 白磁 青花（皿）朝鮮雑釉（碗）陶器（備前甕）

瓦質土器（措鉢） －土師質土器（鍋） 黒耀石　 鉄澤（炉底塊） 銅製品（装飾品）

S －770 K －9 地下式土壌 16C 3・16×3．16×1．72 弥生土器（甕or壷） 須恵器（甕．高台付杯） 土師器（杯．皿） 白磁 （皿）

青花 （皿．碗） 朝鮮（雑釉碗．粉粧皿） 陶器 （備前甕） 瓦質土盛（捏鉢・釜

．火舎） 土師質土器 （鍋） 石製品（砥石） 黒耀石

S －771 0－P1 10－11 地下式土壌 16C 4．03×3・00×20・07 弥生土器 （甕of壷） 須恵器（甕） 土師器 （皿・杯） 青花 （碗） 白磁 （皿）

青磁（輪花皿） 備前 （甕．措鉢） 上野系－（壷．皿） 瓦質土器 （捏鉢） 砥石

黒耀石　 炭

S －798 L－9 地下式土壌 160～近世 4・55×3．73×2・65 土師器 （皿） 白磁 （ぐい呑．花器） 染付（壷） 辰砂壷　 青磁（碗）－陶器

（片言・甕．措鉢）－　瓦質土器（措鉢．捏鉢．風呂？） 土師質土器（火合．鍋）

瓦（軒丸・軒平） 石製品（砥石）－　自然遺物（石炭） 鉄棒（鍛泊）

S －802 0 －13 地下式土壌 1gC 1．58×1・42×0．83 陶器 （措鉢） 瓦質土器

S －809 Q －14 地下式土壌 16C 1・39×1・33×1．16 青花

S －810 R －15 地下式土壌 16C 1・50×1．50× なし
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No．2

遺構N o． 地　　 点 種　　　 別 時　 期 規　　 模 （m ） 主 な 出 土 遺 物

SD －0 06 B －20－21 溝 古墳後期 1．3×0．26 弥生土器　 須恵器甕　 土師器

SD －0 07 A1 20～B－18 溝 古墳後期 1．6×0．4 須恵器（甕．杯） 土師器 （甑・杯．甕） 黒耀石

SD －0 24 B －18 溝 0・58×0・2　－ なし

SD －029 A －9～11 溝 古墳後期 0・58×0・15 弥隼土器　 須恵器（杯・壷．旛） 黒耀石（スクレーパー）

SD －063 G－11－M －13 溝 近世 4・6×1．25
白磁（碗 ・皿） 伊万里染付 （碗・皿 ・瓶） 国産陶器 （甕 ．壷・灯明皿 ・措鉢・

現－川碗） 土師器　 瓦質土器（火舎） 瓦　 黒耀石　 鉄渾　 炭 鉄器 （釘）

SD －64 G －14－L一13 溝 近世 3・03×0・25 弥生土器 （鉢．壷） 須恵器　 土師器　 伊万里（輪花皿．碗．猪口・日宇鳳凰文

・皿・青磁香炉） 唐津 （措鉢） 現川碗・皿．青緑釉皿　 明青花　 青磁染付

陶器（トチン） 上野焼 （碗） 高取焼（碗） 瓦（丸・平） 瓦質土器 （大甕）桂

化木　 鉄澤 （椀形） 鉄器（釘）

SD －69 G ～M －14 溝 近世 2．18×0－7 弥生土器 （器台．甕） 須恵器 （甕．杯．蓋） 土師器　 明青花（皿） 白磁（菊

皿） 青磁盤、陶器（甕・湯たんぽ．措鉢） 中国陶器（無頸大甕） 李朝（雑釉

碗．皿・染付皿） 伊万里染付碗　 備前大甕　 瓦質土器 （火舎・鍋・措鉢・捏鉢

．火鉢） 土師質土器 （鍋・七輪・捏鉢） 瓦器（碗） 瓦（平．丸）瓦玉（青磁）

炉壁　 石製品（砥石．打製石斧）－　黒耀石 割石 焼石 鉄棒（碗形．炉底塊）

鉄器　 桂化木　 炭 －

S D －73 L ～M －14 溝 近世 1．14×0・5 弥生土器 （壷） 土師器　 伊万里染付碗　 中国陶器（無頸大甕） 瓦質土器

（甕） 鉄揮（炉底塊） 炭

SD －74 J－15 清

浦

近世 3．14×0．2 土師器　 伊万里染付碗　 李朝染付皿　 唐津系刷毛目皿　 白磁碗　 陶器

（措鉢・鉢） 瓦質土器　 瓦（平・丸・軒）

SD 一75 I－14～K－15 溝 近世 1．22×0．5 明青花碗　 陶器 （備前大甕・措鉢） 瓦質土器 （措鉢） 土師質土器

SD －82 H －13 溝 7C 弥生土器　 土師器

SD －84 G 一12 溝 11C 後半 0．5×0．2 弥生土器 （甕） 須恵器（甕） 土師器（皿．杯） 白磁碗　 瓦質土盛（措鉢）

～120 前半 瓦器碗　 滑石鍋　 黒耀石

SD －85 G ～H －14 溝 近世 1．55×0・2 土師器　 瓦質土器（火鉢） 縄文土器 （鉢）

SD 一126 E－19－Dー23 溝 16C 3・19×1．4 弥生土器 （甕・壷・鉢） 土師器（高塀・杯・甑） 須恵器（甕．杯・脚付）白磁

（碗．言ハゲ皿） 青磁（龍泉 Ⅲ類碗） 陶器 （甕） 瓦質土器　 石製品（石

斧・叩石） 黒耀石　 鉄器 （釘） 銅器（金銅梨刀装具・算・和鏡） 炭

SD －127 G－1－D－11

～0－23

溝 弥生後期 3．22×0．9 弥生土器 （壷・甕・鉢．器台－．高杯．支脚・匙・ミニチュア土器．甕棺蓋） 土師器

（杯．甕．壷・皿・） 須恵器 （甕・杯・杯蓋．高台付）－白磁 （碗．Ⅳ類） 青磁

（皿） 陶器（鉢．皿・甕） 瓦質土器（措鉢） 土師果土器 （措鉢） 土製品

（投弾・紡錘車） 炉壁　 石製品（鎌・掻器．石包丁．叩石．砥石・嫉．剣．紡錘

卓．扁平片刃石斧・磨石） 黒耀石・軽石　 鉄器（鎌、斧、錐、錐） 鉄渾　 ガ

ラス玉　 自然遺物 （菌．貝、炭）

S D － 131 Fl 19～Gー15 溝． 近世？ 1・74×0．5 弥生土器　 須恵器（瓶） 土師器（杯・皿） 伊万里染付皿　 瓦質土器 （措鉢・

釜・火舎） 瓦器碗　 炉壁　 －鉄浮 （椀形） 黒耀石　 玄武岩

SD － 132 D －F －19 溝 160 3．49×0・5 弥生土器　 土師器 （杯．皿） 須恵器 （甕） ．備前－（大甕） 瓦質土器 （捏鉢）

土師質土器 （措鉢．鍋・捏鉢） 炉壁　 土製品（吹子の羽田） 黒耀石

鉄揮

SD －137 E －18－F1 11 溝 16C 3・12×1．5 弥生土器 （甕・甑） 須恵器（甕．捏鉢．杯・硯） 土師器 （杯・皿・甕） 白磁 （

I ・Ⅲ．Ⅴ準碗） ．口ハゲ皿・菊皿） 青白磁（言ハゲ皿） 青磁（Ⅲ．Ⅳ類碗）

朝鮮（雑釉碗・象炭壷） 伊万里染付皿　 陶器 （備前大甕．措鉢．甕）瓦質土

器（措鉢・捏鉢．釜・八角火舎） 土師質土器 （措鉢・釜・鍋、火合、捏鉢） 瓦

器碗　 炉壁　 石製品（砥石・臼．挟入片刃石斧．肩平片刃石舞） 黒輝石

瓦玉　 土錘　 鉄釘　 炭　 鋏揮

SD －190 Ⅰ1 12 溝 中世 0．07×0．05 土師器（杯一皿）

SD －231 E 一21 溝 弥生後期前半
～中
0・77×0・25 弥生土器 （甕．壷） 黒耀石

SD －239 E －16～17 溝 中世？ 0・56×0．1 弥生土器 （甕．支脚） 土師器 （杯．皿） 黒輝石

SD －262 E ～G －3 溝 16C 1・9×0．35 弥生土器 （甕・丹塗壷・円盤） 須恵器（甕） 明青花（皿） 伊万里染付　 青

磁（龍泉Ⅲ類椀） 朝鮮系陶器碗　 瓦質土器 （揺一鉢．足鍋） 土師質土器

砥石　 黒耀石　 鉄子宰

SD －264 D －1～G －4 16C 3．41×0・15 弥生土器 （高塀・甕） 須恵器（甕） 土師器 （疎．皿） 白磁碗　 陶器（甕）

瓦質土器 （釜）－　土師質土器 （措鉢・鍋・鉢） 黒耀石　 鉄揮
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No・3

遺構N o・ 地　　 点 種　　　 別 時　 期 －　規　　 模 （㎡） 主 な 出 土 遺 物

SD －285 E －3 溝 古墳 0．25×0・1 弥生土器 （甕．壷）

SD －327 C －3 溝 120 ？ 0・95×0．1 弥生土器　 白磁碗

SD －328 A －3－4 溝 古墳後期 0・56×0・1 弥生土器 （甕）

SD －329 A －2－3 滞 弥生～古墳 0・29×0・05 弥生土器　 土師器

SD －336 C 一1～2 溝 中世 0．85×0．1 土師器 （杯） 青磁碗　 陶器 （四耳壷）

S D－370 G 9～H 4 溝 160 5・08×0・8 弥生土器　 土師器 （甑・杯） 須恵器 （高杯 ・甕．杯蓋） 白磁碗　 陶器瓶

瓦質土器 （措鉢 ・捏鉢．湯釜） 土師質 （鼎・鍋．措鉢．捏鉢） 瓦玉　 叩石

S D －375 B －5 自然流路 11C 後半

一一ゝ一一も＼
1．38×1・4 弥生土器 （甕） 土師器 （塔） 須恵器 （高台杯・杯・甕・蓋） 白磁 （碗・皿）

～120別半 青磁碗　 土師質土器 （措鉢 ．鍋） 瓦器碗　 滑石鍋　 黒耀石　 鉄器

（釘） 炭

SD －462 B －6 自然流路 不明 2．03×0．3 土器小片

SD －463 C －8 自然流路 120 1．28×0・35 弥生土器（甕） 須恵器　 土師器 （杯） 白磁 Ⅴ類碗　 陶器　 黒耀石

鉄器 （釘）

SD －464 B －8 溝？風倒木 弥生中期前半 2．44×0・1 弥生土器（甕．壷） 黒耀石　 サヌカイト

SD －475 B －9 住居壁溝 古墳前 0．5×0．1 弥生土器（甕） 土師器 （甕）－黒耀右

SD －480 A －9 溝 古墳後期？0・94×0．15 弥生土器（甕） 須恵器　 黒耀石

SD －483 E ～F－8 溝 160 ？ 1．08×0．1－5 土師器 （杯） 白磁碗　 土錘　 由石

SD －484 B －8 住居壁溝 古墳初？ 0．57×0．2 弥生土器 （甕 ．高杯．大甕） 黒耀石

SD －485 A －9－G一11 溝 160 ～
近・世

4．23×1．4 弥生土器（甕．壷・高塀・器台．支脚） 土師器 （杯．皿） 須恵器 （甕） 白

磁碗　 青白磁　 朝鮮雑釉碗　 陶器瓶　 土師質土器 （鍋．捏鉢 ・鉢） 瓦

質土器 （火舎） 偏平打製石斧　 石球　 黒耀石　 鉄器　 鉄浮

SD －50 1 F －10 溝？ 中世 0．24 土師器

SD －52 1 B －9 溝 16C 0．80×0．2 土師質火舎

SD －646 H －9～M －7 溝 160 3．4×1．0 弥生土器（甕 ・壷 ・器台） 須恵器 （甕 ・杯） 土師器 （坪・皿） 白磁 （碗 ・

皿）－　青磁 （碗） 朝鮮雑釉碗　 陶器 （瓶 ・腕前甕 ・皿） 天日碗　 瓦質土

器 （措鉢 ．釜） 土師質土器 （鍋・釜．措鉢） 瓦玉　 石鍋　 叩石　 炭

SD －78 1 M －10～N一9 自然流路 － 160 4・25×1．1 弥生土器 （甕） 須恵器 （措鉢．甕 ．杯） 土師器 （杯・皿） 白磁　 赤絵皿

青磁 （Ⅲ類碗） 朝鮮 （雑釉碗．粉粧碗）明青花 （碗・皿） 備前甕　 瓦

質 （釜・火舎 ・鍋） 土師質土器 （鍋・措鉢） 土鈴　 石製品（茶目・石塔 ・

五輪地輪・石臼．割石．礫石） 黒耀石　 鉄浮 （碗形）

SD －80 1 H －8～Ⅰ－5 溝 古墳～中世 1．27×0・05 弥生土器　 土師器 （杯） 縄文土器 （粗製深鉢）

SU －003 B －20 貯蔵穴 弥生前期 0．87×0．83×1．34 弥生土器 （甕）

SU －004 0 －20 貯蔵穴 弥生前期 0．88×0．78×1・27 なし

S U－066 M －15 貯蔵穴 弥生前期 2．23＋α×0・80＋α弥生土器 （甕 ・壷） 縄文土器 （粗製深鉢） 五彩団桜茶碗　 炉壁　 投弾

火0・16（21．99） 柱状片刀石斧　 割石　 黒耀石　 炭

SU－079 H －13 貯蔵穴 弥生前期後半 1．92×1．34×0・32 弥生土器 （甕・壷） 黒耀石

SU－227 F －12 貯蔵穴 弥生中期初 2・14×2・14×0．96 弥生土器 （甕 ・壷 ．蓋） 須恵器（杯） 無文土器　 土製品（防錘皐．円盤）

～前半 焼土塊　 石製品（防錘卓・皿 ．偏平打斧） サヌカイト－チャート

SU －230 G －17 貯蔵穴 弥生前期後半 2．03×1．80×0・91 弥生土器 （赤色顔料大甕 ．甕 ．壷） 石製品 （斧．砥石．叩石 ・錐） 黒耀石

炭

SU －242 C ～D －22 貯蔵穴 弥生前期 1・85×1．63×2一23 なし

SU －243 D －22 貯蔵穴 弥生前潤 2．38×1．72＋α×1．69 なし

SU －244 D －22 貯蔵穴 弥生前期 2．27×1．65＋α×1．65 なし

SU －245 D －22 貯蔵穴 弥生前期 2．84×1．98×1．50 なし

SU －249 F －16 貯蔵穴 弥生前期 1．58×1・30×1・23×l・69 なし

SU －250 D －22 貯蔵穴 弥生前期 1．50＋α×1．75×0．58 なし

SU －25 1 C －22 貯蔵穴 弥生前期 2．40＋α×2・10×1．41－なし

SU －252 C －22 貯蔵穴－ 弥生前期 1．85×1・03＋α×1・35 なし

SU －253 C －22 貯蔵穴 弥隼前期 2．05×1．60×1・8 1 なし

SU －254 C －21 貯蔵穴 弥生前～後半 2．18×2．00×1・53 弥生土器 （甕．壷．蓋．ミニチュア鉢）一一砥石　 黒耀石

SU －255 C 一21 貯蔵穴 弥生前期中頃 2・50×2・05×1．66 弥生土器 （甕）

SU －28 1 C －1 貯蔵穴 弥綱後半～末 1・03×0．94×0・6 1 弥生土器 （甕） 黒耀石

SU 一313 B －3 貯蔵穴 弥生前期 1．42×1 40×0．55 弥生土器 （甕．壷） 石製品 （石斧 ・砥石） 黒耀石　 炭

SU 一350 A －2 貯蔵穴 弥生中期初頭 1・46×1．05×1．17 弥生土器 （甕）・土師吉．石嫉 ・黒耀石

SU－374 B －6 貯蔵穴 弥生前期 1．72×1．33×1・03 弥生土器 （大壷 ・甕） 土師器 （杯・皿） 陶器 （備前大甕 ・高取系花瓶）

後半 瓦 （丸 ．平） 石製品 （石臼．水輪） 黒癖石
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NO・4

遺構N o． 地　　 点 種　　　 別 時　 期 ・規　　　 模 （㎡） 主 な 出 土 遺 物

SU －558 F ～F－8 方形貯蔵穴 弥生前期 2・10×1．81×0・43 弥生土器 （甕．壷 ．高杯・鉢） 石製品 （柱状片刀石斧・嫉 ・槍 ．砥石 ．叩

石）黒耀石　 サヌカイト　炭

SU －786 N －10 方形貯蔵穴 弥生前期後半 1・91×1．53×0．52 弥生土器 （甕・壷） 炉壁　 石製品 （磨石 ．叩石） 黒耀石

S0 －0 10 A －18 竪穴住居 古墳前期 4．25＋α×1・20＋α×0．74 須恵器杯 土師器 （壷・甕 ・器台）

SC －011 A －17 竪穴住居 古墳後期？2・03＋α×0・80＋α×0・27 弥生土器 （壷） 須恵器

SC 1 012 B －17 竪穴住居 古墳後期 3・95×2．75＋α×1．02 須恵器 （甕・杯） 土師器 （甕 ・壷 ・手捏ね） 黒耀石　 種子

SC －015 B －16 竪穴住居 古墳後期 2．55×0・12＋α×0．26 須恵器 （杯） 土師器 （高塀） 鉄釘　 鉄浮

SC 一017 B －16 竪穴住居 弥生後期～古墳 2．80＋α1 1・40＋α＋0．48 弥生土器　 黒耀石

S0 －018 B －16 竪穴住居 古　　 墳 3．63×1．53＋α×0．24 弥生土器 （甕）

SC －0 19 B －15 竪穴住居 古墳後期 4・60×2．43＋α×0．64 須恵器 （甕） 土師器 （甕．壷 ．杯 ．高杯．鐸・ミニチュア） 吹子の羽 田

石斧　 鉄揮

S C－020 B －14－15 竪穴住居 古墳後期 6．50＋α×1．6＋α×1．21 弥生土器　 須恵器 （杯 ．甕 ．旛・壷） 黒色研磨土器　 黒耀石　 滑石

S 0－028 B －11～12 竪穴住居 古墳後期 4．60×2・50×0．65 弥生土器　 須恵器 （琢・壷 ・旛） 土師器 （壷）

S 0－037 B －13～14 竪穴住居 110～120 7・80×1・25×0．87 須恵器 （杯） 土師器 （甕） 白磁碗　 陶器甕　 土錘　 石製品　 黒耀石

S C 1 08 1 G －13 竪穴住居 7C前半 4・4 1×3・25×0．58 弥生土器　 須恵器　 土師器 （高峰 ・甕） 伊万里染付　 緑釉壷　 青 白

磁　 滑石　 炭

S 0－296 A －3－4 竪穴住居 7C 3．76×1・65×0．79 弥生土器 （甕） －須恵器 （杯．埠蓋） 土師器 （杯・高塀） 砥石　 黒耀

石　 鉄刀

S0－301 C －4 竪穴住居 6C 中 4．75×1．38×0・31 弥生土器 （甕 ．高杯） 須恵器 （甕 ・杯 ・杯蓋 ．壷蓋） 土師器ミニチュア

縄文深鉢　 砥石　 黒耀石　 炭

SC －337 A －B－4 竪穴住居 60未～70 3．54×2・32＋α×0．45 弥生土器 （甕） 須恵器 （杯・杯蓋．甕） 土師器 （甑・杯） 窯耀石　 サ

ヌカイト　鉄製品 （刃子）

SC 1 369 0 －4－5 竪穴住居 古墳後期 5・14×2・32×0・82 弥生土器 （甕 ．高杯 ・支脚）′　土師器 （高杯） スクレイパー　 黒耀石 田

SC －376 0 －5 竪穴住居 古墳後期 4．25＋α×2．02×0．24 弥生土器 （番台 ．支脚 ・蓋） 須恵器 （杯身 ・杯．甕・方形透穴高士和　 一土

師器 （杯 ．甕．柑） 砥石　 黒耀石　 鉄揮

SC －404 B －6 竪穴住居 古墳前期？ 1．90＋α×1．05＋α×0・59 弥生土器　 土師器 （甕・高杯） 黒輝石

S0 －427 C －5 竪穴住居 古墳後期 4．10×1．74×0．68 弥生土器　 須恵器 （塔 ．甕） 黒耀石　 滑石製平玉

S C－430 C ～D －7 竪穴住居 古墳後期 5・10×4・45×0．54 弥生土器 （甕 ・壷．鉢 ．高杯） 須恵器 （甕 ．杯．杯蓋） 土師器 （増．吉武

甕・高杯） 炉壁　 石包丁　 砥石　 黒耀石　 サヌカイト　鉄膣

S 0－494 0 1 8 竪穴住居 60 前半 4・65×1．62×0．32 弥生土器 （甕 ・壷・鉢） 須恵器 （杯・甕 ・杯蓋 ） 土師器 （杯） 砥石

黒耀石

S 0－550 A －4 竪穴住居（壁溝 古墳後期 0．93＋α×0．65＋α×0．23 弥生土器　 土師器 （杯）

S0－772 0 －P－10 竪穴住居 60初頭 3．65＋α×2．50＋α×1．08 弥生土器 （甕 ．鉢 ・高一杯・器台．壷） 須恵器 （壷 ．旛）－土師器 （甕 ・杯・

鉢 ．皿） 炉壁　 黒耀石　 炭

S0 －811 D ～E－10－11 竪穴住居 弥生中期初頭 3．96×2・86＋α×0・7 弥生土器 （甕） 石斧　 黒耀石
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遺物一覧表 No・5

遺構N o・ 地　　 点 種　　　 別 時　 期 規　　 模（m ） 主 な 出 土 遺 物

S R－240 D －15 土壌墓 110後半～120前2．36×0・87×0．44 弥生土器　 須恵器甕　 白磁Ⅲ類碗

S R－247 D －13 土壌墓 110～12C 2．43×1．30×0．4 1 弥生土器甕　 土師器杯　 白磁（Ⅲ～Ⅴ類碗・皿） 叩石　 鉄器（短刀．

嫉）

S R－570 H －10　－ 石組基壇墓 160 1・43×0・98×0・50 土師器（杯・皿） 白磁碗　 備前甕　 瓦質土器（火舎） 土師質土器

（火舎） 石塔

S R－647 Ⅰ－8 近世墓（甕棺）近世 0．98×0．96×1．30 中国陶器（甕） 国産陶轟 （甕）

S R－648 H －8 近世墓（円形）近世 0・80×0．72×0・63 伊万里（小碗．染付合子） 土師質土器（鍋）

SR－650 Ⅰ－8 近世墓（円形）近世 0．80×0・72×0．59 なし

SR－719 H －9 近世墓（座棺）近世 1．17×0・96×0・93 瓦質土器（捏鉢） 水輪片

SR－720 G－9 近世墓（円形）近世 1・00×0．90×1．4 1 現川碗　 銅銭（寛永通賓）

SR－721 Ⅰ1 10 近世墓（甕棺）近世 1・06×1．02× 土師器（灯明皿） 中国陶器（大甕） 陶器皿　 平瓦　 叩石　 銅銭（寛

永遺賓） 人骨

SR－722 G －10 近世墓（小児）近世 0．73×0・51×0・37 青白磁ミニチュア（碗．皿．壷．老人像） 銅銭（寛永適賓） 土鈴　 木箱片

SR l 723 G －10 近世墓（円形）近世 1・05×1．03×1．35 弥生土器　 土師器皿　 瓦質土器　 炉壁　 鉄製品（刃物．鏑） 漆椀片

SR－725 G 一io 近世姦 近世 1．05×0．85×0．86 土面器杯　 土師質土器　 銅銭（寛永通賓）

SR－726 Ⅰ－9 中世墓（二重円形 160 ？ 1．05×0．84×0．40 鋼製品（洪武適賓）

SR－727 Ⅰ－10 近世墓（甕棺）近世 0・88×0・72 陶器甕　 瓦　 銅銭（寛永通賓）

SR－728 Ⅰ－10 近世墓（甕棺）近世 1・16×1．36×0．33 土師器杯　 白磁　 陶器甕　 銅銭　 人骨

SR－729 Ⅰ－10 近世墓？．（円形 中世～近世 1．18×1．10×1・68 瓦質土器　 平瓦

SR－730 G －10 近世墓（方形）近世 1・35×1．05×0．84 伊万里染付血

SR－731 G －10 中世墓（座棺）16C 1・70×1・65×1・44 土師器杯　 瓦質土器　 土師質土器 （鍋）

SR－732 Ⅰ－10 近世墓（円形）近世 0・83×0・75×0・64 土師器（皿・灯明皿） 伊万里 （湯呑・老人像） 瓦質土器　 平瓦

SR－733 H －10 中世墓（甕棺）160 1・12×0・98×0・50 土師器杯　 備前大甕　 頭蓋骨片

SRー734 H －10 中世墓（甕棺）160 1・4－8×1一20×0・83 須恵器－　土師器杯　 青磁皿　 備前大甕　 平瓦　 鉄製品（鏑） －銅銭

SR－735 H －10 中世墓（円形）160 0．80×0．75×0．30 銅銭（洪武適賓）

SR－736 H ，10 近世墓（方形）－近世 1．38×0．98×0・90 土師器皿　 伊万里染付皿　 木箱片

SR－737 H －10 中世墓？（円形 中世～近世1607 1・72×1．60×1・19 土師器皿

SR－738 H －9 近世墓？（方形）中世～近世1607 1．33×1．07×0．50 銅銭

SR－739 G 1 9 近世墓（円形）近世 1・04×0・90×1．49 伊万里赤絵水滴

SR 1 740 G －10 － 中世墓？（方形 中世～近世1607 1．00×0．97×0・89 土師皿

SR－769 H －11 近世墓（甕棺）中世？ 0．82×0．58×0・25 瓦質土器（火舎） 土師質土器（鍋）

SR－790 M －13 土壌墓 11－12C？不明 弥生土器　 白磁小碗

SK －001 B 1 2 1 土壌 古墳後期 2．20×1・57×0．79 弥生土器　 土師器（壷．甕）

SK －002 B －20 土壌 0．83×0．53×0．8 なし

SK 一005 0 －20 土壌 1．00×0・90×0・55 なし

SK －008 A－2 1 土壌 弥生後期 1・40×1．22×1．31 弥生土器（壷．甕）

SK －009 B －18 土壌 弥生前期 0．90×0・65×0・35 弥生土器甕

SK －022 C －14 土壌 160 2・75×1．73×0・54 弥生土器甕　 須恵器（甕・杯） 白磁碗　 国産陶器（鉢） 土師質土器

（鍋・措鉢．湯釜） 黒耀石

SK －025 C －16 土壌 不明 0・56×0．52×0・25 なし

SK －026 C －11 土壌 15～160 2．40×2・00×0・29 弥生土器甕　 土師器杯　 白磁碗　 陶挙皿　 土師質土器（鍋）黒耀石

SK －027 C －11 土壌 不明 1．23×0．95×0・29 なし
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遺物一覧表 No．6

遺構N o・ 地　　 点 種　　　 別 時　 期 規　　 模（m ） 主 な 出 土 遺 物

SK －038 B －13 土壌 11－120 －2．65×0・67×0・3 1 須恵器（甕・杯） 土師器　 白磁碗　 瓦器椀　 黒耀石

SK －051 B－17 土壌 弥生前期 1．35×1・23×0．6 1 弥生土器甕

SK －058 B－14 土壌 古墳後期 0・97×0．63×0．6 1 須恵器（甕．杯） 土師器　 焼石　 サヌカイト一

SK －065 M －15 土壌 160？ 1・57×1．15×0・29 弥生土器　 青白皿　 褐釉陶器　 瓦質土器（措鉢） 瓦（平．丸）

SK －067 M －15 土壌 16C 1．02×0・97×0．34 弥生土器　 土師器（皿．杯） 伊万里染付碗　 瓦質土器　 土師質土器

（措鉢）

SK －068 M －14 土壌 近世 － 1・25×1．23×0．43 弥生土器　 須恵器　 伊万里染付碗　 唐津系刷目碗　 瓦質土器（鍋）

土師質土番　 平瓦　 太形蛤刃石斧　 鉄津（椀形） 鉄器

SK －070 L－14 土壌 近世 1．82×0．65×0．27 瓦質土器（甕）

SK －071 L－14 土壌 近世 1・21×1．20×0．23 弥生土器　 土師器皿　 白磁小碗　 伊万里染付碗　 青磁　 陶器（現川

・唐津系） 瓦質土器　 平瓦　 鉄釘　 石灰

SK －072 K －15 土壌 近世 1．18×1・02×0．45 弥生土器　 平瓦

SK －0 76 J－14 土壌 近世 0．97×1・03×0．4 1 弥生土器　 陶器 （措鉢） 土師質土器

SK －0 77 G －14 土壌（溜桝）近世 3．50×2．28＋α×0・59 弥生土器　 須恵器甕　 染付（伊万里碗・皿・朝鮮皿・能古碗） 東播系

鉢　 陶器（唐津系皿．瓶・高取系瓶・皿・措鉢） 瓦質土器（大甕．火合．
甕） 土師質土器（火合．鍋） 瓦（平・丸） 土製品（吹子羽言・鈴）

石製品（剣．砥石．粉引臼） 鉄澤（炉底・椀形）

SK －0 78 J－14 土壌（溜桝）．近世 1．11×1・09×0・28 伊万里染付碗　 京都系碗　 土師質土．器（火舎・大甕）

SK －0 80 K 1 14 土壌 近世 0．65＋α×0・43＋α×0・06 瓦質土器 （措鉢） 丸瓦　 黒耀石

SK －0 83 G －13 土壌 11C後半

～120前半

1．32×1・14×0．12 弥生土器　 須恵器甕 －土師器（杯．碗） 白磁 （碗・皿） 瓦器椀　 泊

石製品

SK －0 86 H －15 土壌 近世 7．42×5．75＋α×1・04 須恵器（杯・甕） 土師器（血．甑） 伊万里染付（碗・瓶・皿） 朝鮮雑

釉碗一　章磁（碗．染付碗・皿） 陶器（措鉢・甕・皿） 瓦質土器（火舎・

甕・大甕） 土師質土器（鍋） 瓦　 炉壁　 石斧　 鉄浮（椀形）

S K－0 87 K ー12 土壌 16C 2．07×1・88×0・33 弥生土器甕　 須恵器甕　 土師器杯　 白磁碗　 明青花碗　 陶器（磁性

窯盤） 石錐 －黒耀石 －鉄浮　 炭

SK－088 G －13 土壌 110後半～120前半1・10×0・90×0．53 弥生土器甕　 須恵器甕　 白磁－（碗・染付） 陶器甕

S K－089 G －13 土壌 12C 前半 16・8×14・2×0．41 弥生土器 （器台） 須恵器杯　 土師器塔　 白磁碗　 陶器甕　 瓦器椀

SK－117 D －14 土壌 16C 1・04×0・85×0．07 弥生土器　 土師器　 土師質土器（鍋） 瓦質土器（鉢）

SK－173 K －11 土壌 弥鯛？ 1．45×1・05×0・42 弥生土器 （甕・高杯） 焼土塊　 －黒耀石

SK －192 H －11 土壌 古墳前期初頭 0．80×0・28＋α× 弥生土器甕　 土師器（高塀・壷） 青磁

SK －194 H －13 土壌 中世 1・11×0．68×0．22 弥生土器　 中国陶器甕

SK －196 G－13 土壌 古墳初 2・65×1．02＋α×0．34 土師器（高杯）

SK －197 G－12 土壌 16C 1．15×1・08×0・29 弥生土器　 瓦質土器（釜）

SK －208 F －14 土壌 弥生前期後半 1・02×0・68×0．26 弥生土器 （壷）

SK －228 G －17 土壌 中世 0．90×0・88×0・54 弥生土器（壷） 青白磁

SK －246 D －13 土壌立柱？ 中世 1．20×0．82×1．00 弥生土器　 須恵器　 黒耀石

SK 1 248 L一14 土壌 160 1．32×0・87＋α×0・25 瓦質土器（鉢）

SK －263 F－2 土壌 中世？ 1．49×1．13×0．2 弥生土器（甕） 土師器（杯）

SK －283 E－2－3 土壌 160 5・21×1 84×0．46 弥生土器（甕・壷） 須恵器　 土師器塔　 白磁碗　 瓦質土器　 瓦器

黒輝石 －

SK －284 D －2 土壌 16C 1・78×0・70×0・14 瓦質土器、（釜）

SK －295 D －3 土壌 中世 1・03×0・75×0．2 1 土師器（皿．甕） 須恵器　 土師器皿　 青磁（香炉） 陶器　 瓦器　 鉄

揮　 炭

SK 一297 D －1 土壌 16C 1．28×1．10×0・32 須恵器　 土師器皿　 青磁（香炉） 陶器　 土師質土器 （鍋） 瓦器

鉄揮　 炭

SK －339 B －1 土壌（溜桝）中世160 4・64×3．82＋α×1・06 弥生土器（甕） 須恵器（杯・甕） 土師器（皿） 白磁碗　 ベトナム鉄

絵碗　 備前（甕・小壷） 朝鮮雑釉皿　 陶器（鉢）瓦質土器（措鉢．甕）

土師質土器（鉢．鼎・鍋） 炉壁　 砥石　 割石　 虫耀石　 鉄浮

SK －3 73 B －2 弥生前期？1．43×1・18×0・21 弥生土器（甕・壷） 黒耀石
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遺物一覧表 No・7

遺構N o． 地　　 点 種　　　 別 時　 期 規　　 模 （㎡） 主 な 出 土 遺 物

SK－377 C －5 土壌 弥生前期後半 2．70×1・30＋α×0・47 弥生土器 （甕 ・鉢 ・大壷） サヌカイト　 チャート　黒耀石

SK －387 B －5 土壌 弥生？ 1．35＋α×1．10×0．47 弥生土器

SK －424 E －6 土壌 弥生後半 1・33×1・12×0．13 弥生土器（甕 ．鉢）

SK －447 D －7 土壌 中世 2・22×1．30×0．43 弥生土器 （甕） 鉄浮

SK －470 0 －9 土壌 160 2・58×2・36×0・88 弥生土器 （甕．壷 ．高塀） 土師器 （杯．皿） 土師質土器 （鍋 ．火舎）焼

土塊　 鉄器

SK －47 1 D －8 方形土壌 古墳後期 1．90×1・55×0．52 弥生土器 （甕） 須恵器 （甕） 炉壁　 焼土塊　 炭

SK －48 1 A －B－8 土壌 古墳前期 116＋α×0．30＋α×0．27 弥生土器 （高杯・甕）

SK －511 B －7 土壌 弥生 113lα×0．70lα×0．54 弥生土器 （甕）

SK －512 B －8 土壌 弥生 1．65＋α×1．67×0．92 弥生土器 （甕．壷）

SK －524 C －10 土壌 弥生終末
～古墳初
1・07×0．45×0・31 弥生土器

SK －540 D －10 土壌 弥生後期後半
～末
1・43×0．90×0・22 弥生土器 （甕 ．高杯 ．鉢） 黒輝石

SK －544 C －9 土壌 古墳～中世 弥生土器

SK －545 C －10 土壌 60 －70 弥生土器 （甕） 須恵器 （甕）

S K－556 C 一4 土壌 古墳後期 1・58×1・34＋α×0．31 弥生土器 （甕 ・高杯 ・壷） 土師器　 黒耀石

S K－655 J－7 円形土壌 160 0．99×0・95×0・62 須恵器 （甕） 土師器 （杯） 朝鮮雑釉瓶　 黒耀石

S K－661 K －6 方形土壌 110後～120 1．00×0・85×0一31 土師器　 白磁碗 （Ⅲ類）

S K－684 K －7 土壌 弥生 1．42＋α×0．55×0．24 弥生土器

S K－705 J－7 土壌 近世 1・75×1・08－×0・61 弥生土器　 土師器 （皿 ．杯） 陶器大甕　 瓦質土器　 土師質土器 （鍋）

黒耀石

SK －706 J－7 土壌 近世 1・05×0．80×0・57 須恵器　 伊万里染付皿　 土師質土器 （鍋）

SK －7 10 M －7 土壌 （焼土） 弥生後期 0・59×0・55×0・17 弥生土器 （甕 ．壷．二重言縁壷） 焼土塊

SK －744 H －8 方形土壌 弥生中期初頭 0・82×0・72×0・30 弥生土器 （甕） 黒耀石

SK －745 H －8 円形土壌 160 0．78×0・76×0・30 土師器 （鍋） 瓦質土器

SK －749 Ⅰ－7 円形土壌 5～60初Ⅰ～Ⅰ0．92×0・80×0．54 弥生土器 （甕） 須恵器 （壷） 土師器

SK －750 Ⅰ－7 円形土壌 不明 0．67×0・63×0．30 弥生土器　 土師器

SK －780 M －10 円形土壌 16C 2・45×1・50×0・23 弥生土器 （甕） 須恵器 （措鉢） 土師器 （杯．耳鍋） 青磁 Ⅳ～Ⅵ類碗

備前甕　 瓦質土器 （釜 ．火合 ．措鉢） 土師質土器 （鍋） 鉄澤 （炉底 塊

）

SK －783 M －10 方形土壌 近世 1．70×1・15×0．48 伊万里　 鉄渾 （ガラス質渾）－

SK －784 N －10 土壌 16C 1．20×0．80×0・25 明青殖碗　 土師質土器 （鍋） 黒耀石

SK －785 0 －10 土壌 160 1．72×1．23×0・31 弥生土器　 須恵器 （甕） 青磁 （龍泉 Ⅵ類碗）

SK －789 M －13 円形土壌 近世 1．27×1．13×0．83 弥生土器 （甕） 伊万里染付 （赤絵小碗 ・皿） 陶器 （朝鮮雑釉血 ．柿釉

皿・ 現川系碗・高取系碗） 瓦　 黒耀石　 石炭

SK －791 N －13 隅丸方形土壌 近世 1．69×1．53×0．26 弥生土器 （甕） 陶器 （上野碗 ・高取碗 ．唐津刷毛 目鉢、甕）

S K－792 N －13 土壌 弥生前期前半 1．20×1．02×0．12 弥生土器 （甕） サヌカイト

S K－793 N －13 方形土壌 近世 1．58×0・80＋α×0．77 弥生土器 （甕） 伊万里染付 （青磁小鉢 ・碗 ・－ぐい呑 ．皿） 京都系

（鉄絵小碗 ．碗 ・染付 ）．土師質土器 （火舎） 瓦 （丸 ．平）

石製品 （茶 目） 焼石

SK －797 L －13 土壌 近世 1・15×1・18×0・32 土師器　 伊万里染仲 （碗・徳利 ．小峰） 土師質土器 （火舎）

SK －904 P －12 土壌 近世 2．24×－1・70×0・51 弥生土器 （器 台・甕） 須恵器 （甕 ） 土師器 （杯） 瓦質土器 （亜 ）

土師質土器 （鍋） 瓦器椀　 黒耀石

SB－1001 掘立柱建物 160 5．95×4・52× 弥生土器 （甕 ．壷．支脚） 明青花皿　 陶器

SB－1002 掘立柱建物 中世 5・50×1．96× 弥生土器

SB－1003 掘立柱建物 中世 10・10×3・92×－ 弥生土器

SB－1004 掘立柱建物 中世 3・95＋α×5．17× 弥生土器

SB－1005 掘立柱建物 中世 8・27×4．15＋α 土師器
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付綿1

樋井川A遺跡第1次調査出土鉄浮等の分析報告書
（財）安来市体育文化振興財団　和鋼博物館

日立金属株式会社　冶金研究所

1．経緯および調査地区の概要

樋井川A遺跡（福岡市城両区樋井川3丁目473－2）の出土品3点について分析調査した結果を報告する。

油山の北麓から派生して北に延びる標高23m、幅250m程の低い舌状丘陵の中央部に位置する。

西に隣接する丘陵上には宝台遺跡．長尾遺跡の弥生集落が立地する。

丘陵の西と北縁辺に沿って幅3m、深さ1m程の断面逆台形状の溝がめぐり東の自然崖に連なって

おり、一種の環濠集落を呈している。弥生後期前半～終末期の遺物を多量に検出する。環濠内は戦

国潤～近世初期に1．5～2m程削平を受けており、同期の生活遺構は検出されない。

周縁の緩斜面部に弥生前期の貯蔵穴26基と竪穴住居1軒、古墳後期の竪穴住居21軒、平安後期の

土壌墓3基と環濠の内側に一辺50m以上の方形の環濠がめぐり、内側に掘建柱建物5棟以上。土葬墓

5基と溝の内外に床面積2～13㎡の地下式横穴26基を検出し、戦国期の館の体を成している。

2・調査資料明細

表1に、調査資料の明細を示す。

表1出土調査品明細

資料N o・ 性質 出土位置 外観所見 重量 （g）

1 鉄器
F－13　SD －137 赤茶色の薄片、僅か古．こR ありO

18＋一g0
中世客土 ほとんど錆び化

2 椀型子宰 D －18 SK －209 2層 －

赤茶色。ガスの抜けた気泡多数あり上面は大きな

気泊、′鹿部は小さな気泊、一部ガラスイヒした釜土

付着。木炭噛み込みあり。
890

3 椀型揮 SX－136　上層

明瞭な椀型ではない。鹿部に土が付着。上部は大

きな粒子堆積状、木炭噛み込み、気泡も若干含む、

赤茶色
1350

3．出土調査品の外観写真

調査品の外観写真を写真1－写真3示す。

8　9　60　1　2　　3　4 5　6　7　8　9　謬の

写真1資料N0．1の外観
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写真2　資料N0．2の外観

2　3　4　5　6

1．－1‥・」．．－．」－」、一一一．L

7　8　9　6°　1

写真3　資料N0．3の外観

4．X線透過

資料No．1（鉄器）の大片について

Ⅹ線透過撮影を行い、写真4に示す。

本結果よりメタル部分が残っていな

いと判断し、以下の分析は小片にて

実施した。

－5－31李．一一一一言－壷養

一一31一一
写裏4　資料No・1のX線透過写真
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5・資料切断位置

資料No・2，No・3の分析試料採取切断位置を図1、図2に示す。

図1資料No・2の分析試料採取切断位置

図2　資料N0．3の分析試料採取切断位置

6．化学分析結果

各資料の化学成分分析結果を表2、表3に示す。元素中、C（炭素）、S（硫黄）については、燃焼

赤外線吸収法、其の他は高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP）によった。

表2　化学成分分析値（wt％）
N o C S i M n P － S N i ’C r Ⅴ C o C u 謝 ’Ⅱ C a

1 鉄 器 4 ．56 0．8 1 0．0 7 0 ．1 2 0．1 9 0．0 3 0・0 1 0．0 0 6 0 ．0 1 0．0 1 0．4 1 0 ．0 1 0 ．0 5

N o S n A s A s Z r M g Z 田 T／F e

1 0 ・0 04 0・004 0・004 〈0．0 1 0 ・0 1 〈0．01 68 ・22

表3　化学成分分析値（wt％）

N o C SiO 2 M n O P S N i C r20 3 N a K C a O

2 鉄 揮 0 ・022 18 ・17 0 ．11 0 ．2 1 0・－0 81 0 ．03 一0．03 0・0 1 1．－5 0 2・4 5

3 鉄 浮 0 ・26 13 ．94 0 ．06 0 ・16 0・0 64 0．02 0．01 0・05 0 ，0 5 i・45

N o M g O V 20 5 ’n O 2 C u 血 20 3 T ／F e F eO F e20 3 M ／F e

2 0 ・85 0 ・040 0 ・18 0．．0 1 5．98 52 ．90 58．24 10．64 0 ．19

3 0 ．46 0 ．007 0 ．08 － 0．0 1 4 ．12 59 ・0 1 48．83 29．8 2 0 ．19
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7．顕微鏡組織観察

資料の光学顕微鏡組織を写真5～写真7に示す。

．、、．、　．モど

／
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／1
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一一一　一、一言
×400

×100

写真5　資料N0．1の顕微鏡組織
／

せ

一～一

×100

写真6　資料N0．2の顕微鏡組織

×100
写真7　資料N0．3の顕微鏡組織

－168－

×400

×400



8・構成相の解析

8・1SEM－EDX分析

写真8　資料N0．1のSEM観察像と各部のEDX分析
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D部　分析（ガラス質）

写真9　資料N0．2のSEM観察像と各部のEDX分析
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写真10　資料N0．3のSEM観察像と各部のEDX分析
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9．2　Ⅹ線回折

サンプル名：樋井川遺跡　A－1
ファイル　：和銅博物館．3052
コメント　：F－13　SD－137　鉄器
測定日　　：06－Mar－9911：28
測定者　：dmax

［平　　　　滑　　　化］方法：加重平均

［バックグラウンド除去］

［Kα2　　除　　　　去］

［ピ　ー　ク　サ　ー　チ］

樋井川A遺跡　NOl

平滑化　点　数　：9

ピーク幅しきい値：0．50
ピーク強度しきい値：300．000

○ ：F e30 4 1 9－ 06 2 9
e ：F e O （O H ） 29－ 07 1 3

サンプル名：樋井川遺跡　A－2
ファイル　：和銅博物館．3052
コメント　：D－18　SK－209　鉄浮

4。・°eO

2伊一L－ヨ

図3　資料No・1のX線回折結果

［平　　　　滑　　　化］方法：加重平均

［バックグラウンド除去］

測定日　　：06－Mar－9911：59［Kα2　　除　　　　去］

測定者　：dmax

箕鳳虻

【
的
臨
0
品

朝

顔

［ピ　ー　ク　サ　ー　チ］

樋井川A遺跡　NO2

60．00°

平滑化　点　数　：9

ピーク幅しきい値：0・50
ピーク強度しきい値：300・000

・ ：F eO 0 6 －06 15

△ ：F e2S iO 4 2 4 －01 7 8

0 ：K A IS i20 6 1 3 8－ 14 2 3

◆ ：F eA 120 4 3 4－ 01 9 2

蛮錦．虚虚血 ．0．．0．

20〔．】

図4　資料No・2のⅩ線回折結果
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サンプル名：樋井川遺跡　A－3
ファイル

コメント

測定日
測定者

3°

『一一

咄

偽

り
】

増

錦 ○

和銅博物館．3052
［平　　　　滑　　　化］方法：加重平均

［バックグラウンド除去］

SX－136　鉄子宰

06－Mar－9912：30lKα2　　除　　　　去］

：dmaX ［ピ　ー　ク　サ　ー　チ］

樋井川A遺跡　NO3

平滑化　点数　：9

ピーク幅しきい値：0．50
ピーク強度しきい値：300・000

・ ：F eO 0 6 － 06 1 5

△ ：F e2S iO 4 2 4 －01 7 8

0 ：K A IS i20 6 3 8 －14 2 3
○ ：F e30 4 1 9 －06 2 9

食・．。el

2e【○］

図5　資料N0．3のⅩ線回折結果
9．まとめ

（1）6資料No・1（鉄器について）

X線透過検査では殆ど錆化していると判断されたが、小片の断面の光学顕微鏡観察において炭化物

が辛うじて錆化を免れていた。また、ほとんどが錆化しているものの元の組織は推定できる状態であ

った。それによると、レデブライト共晶（オーステナイト＋セメンタイト）からなる白鋳鉄と推定さ

れる。

また原料が砂鉄か鉱石（岩鉄）かについて化学組成から推定すると、¶＝0・01％、Ⅴ＝0・006％であり、

砂鉄を原料とした可能性は考えられるが、汚染によるⅢ、Vの増加を考慮せねばならない。汚染＝粘度

質はSi、血を多量に含有し、また約1％のⅢを含むため、汚染によりⅵ量も増加するが、u／Sⅰ，u／鬼

比はあまり変化しないので、砂鉄系原料ならば介在物中のTiに由来してTi／Si，Ti／ju比も増大とする

と考えられる。そこで、清永（1）がまとめた砂鉄および岩鉄を原料としたと考えられている鉄器の当該

値と比較すると表4に示すようになり、岩鉄を原料と推定する鉄器により近いことが分かる。

また、Mn、P量も多く、Pの鉄対比0．176％は佐々木ら（2）が鉄鉱石原料の一応の目安としている0．1

％を超えていることから鉄鉱石原料使用の確度は高い。ただし、Cu量が比較的低いことからCu含有量

の低い原料地金であったと推定される。

表4　砂鉄および岩鉄系鉄器のTi／Si，Ti／ju，Ⅴ／Si，Ⅴ／Al値

資　 料 重／Si T i／A l Ⅴ／S i Ⅴ／A I

資料 N o ．1 0・012 3 0 ．0244 0 ．0074 0．0 146

岩鉄 と推定

され る鉄器

0 ．0 11 ～ 0・076 －　0．03 0■ 0 ・2 17 0・00 13－ 0 ．0069 0・0054 ～ 0・0 57

A v＝ 0．03 8 A v ＝ 0．10 7 －A v ＝ 0・004 1 A v ＝0 ．020 －

砂鉄 と推 定

され る鉄 器

0 ・109 － 0．88 9 0．8 30 － 2 ，28 0・0 556 一 0．214 0・14 3－ 1・50

A v＝ 0 ・4 21 A v ＝ 1．3 8 A v ＝ 0．16 9 A v ＝ 0・936
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（2）資料No．2、3（鉄洋）について

資料No・2、No・3の分析結果を、大沢正巳氏（3）が調奪された古墳出鉄浮の化学組成および構成相

のまとめを参考にして、まとめると表5のようになる。

表5　各資料の化学組成と鉱物組成

資料 N o T o td　 F e 造 浮成 分 （＊1） T iO 2 Ⅴ －鉱物 組成 （＊2）

2 52．90 2 7．45 ・ 0．18 0．02 W ，F ，H

3 59・0 1 19・97 0．0 8 0．－004 W ，F ，L

（＊1）：造揮成分＝SiO2＋CaO＋MgO＋ju203

（＊2）：F：ファイヤライト、W：ウスタイト、H：バーシナイト、L：ルーサイト

表5から、No．2、N0．3についてみると、全鉄分：52・9％～59．0％、造揮成分：20％～27．4％は鍛冶

澤の範囲であるが、鍛冶浮としては造揮成分が多いことから精錬鍛冶浮と思われる。また材料が砂

鉄系か鉱石系かについては、N0．2はTiO2、Vの含有量が比較的高いことから砂鉄系材料と推定され

るが、No・3は¶02、Ⅴの含有量が共に低いことから岩鉄系材料と推定される。

10．結論

資料No・1は、岩鉄系材料を原料した鋳鉄であると推定される。

資料N0．2は、砂鉄系材料の精錬鍛冶洋であると思われる。

資料N0．3は、岩鉄系材料の精錬鍛冶浮であると思われる。

以上の分析は日立金属（株）冶金研究所、ハイメック（株）中国事業所にて実施した。

11・引用文献

（1）清永欣吾：「奈良県下の古墳より出土した鉄刀剣の化学分析」、橿原考古学研究所紀要考古

学論功第9仲、（1983）

（2）佐々木稔、他：「短甲．捷甲錆片の金属学的解析」、考古学評論、第2号（1991）
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樋井川A遺跡1次調査出土赤色顔料について

1・はじめに

福岡市樋井川A遺跡1次調査出土の赤色物について、その材質と状態を知るために顕微鏡観察お

よび蛍光X線分析を行った。

出土赤色顔料に関する現在までの知見に寄れば出土赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第2鉄

Fe203を主成分とするベンガラと、赤色硫化水銀HgSを主成分とする朱の2種が用いられている。

これ以外に古代の赤色顔料としては、四三酸化鉛を主成分とする鉛丹があるが、出土例はまだ確認

されていない。ここでは、これら三種類の赤色顔料を考えて調査を行った。

2．試料

実体顕微鏡下で出来る限り調整偶人土砂、骨片等爽雑物の除去）し、赤色物を針先に付く程度

の量を採り検鏡用に、残りを研和して蛍光X線分析に供した。X線分析試料には土砂がかなり含ま

れている。

3．顕微鏡調査

顕微鏡により透過光．反射光40～400倍で検鏡した。検鏡の目的は、赤色顔料の有無・状態．種

類、二種以上の赤色顔料があれば混和の状態と相対量、爽雑物の有無等を観察するものである。三

種類の赤色顔料は特に微粒のものが混在していなければ、粒子の形状、色調等に認められる外観の

違いから、検鏡により経験的に見極めがつく。朱粒子は、やや角張った塊状、落射光観察時に認め

られる独特の反射・光沢、透過光観察時の透明度および赤色の濃淡の調子等に特徴が認められる。

ベンガラ粒子は、管（パイプ）状、塊状、棒状、板（扁平）状、球状、不定形等様々な外観を持つ。

今回の試料には、赤色顔料としてはベンガラ粒子のみが認められ、朱粒子は認められなかった。

出土ベンガラは管状粒子を持つ物と持たない物に大きく分けられるが、本試料のベンガラには、い

わゆるパイプ状粒子は含まれていなかった。

4・蛍光X線分析

赤色顔料の主成分元素の検出を目的として実施したものである。別府大学設置の（株）堀場製作

所梨エネルギー分散型蛍光X線分析装置MESA500を使用し、15kV－440FLA；50秒、50kVi20FLA；

50秒、真空、の条件により測定を行った。赤色顔料の主成分元素としては朱であれば水銀、ベンガ

ラであれば鉄であるので、2種の元素の有無を見た。他にマンガン、ストロンチウム、ルビジウム

などの元素が検出されたが、それらはみな主として混入の土砂部分に由来すると考えられる。但し、

鉄は土砂部分にも必ず含まれるので、赤色顔料由来のものとの区別は蛍光Ⅹ線強度から判断した。

なお、鉛丹の主成分元素である鉛は検出されなかった。

－175－



5．S王M調査

Scanning Electron Microscope　走査型電子顕微鏡（フイツリップス社製　XL20）により、赤

色物の種類、特にベンガラの種類と状態を調査するために行った。扁平なベンガラ粒子からなり、

透明な管状（パイプ）粒子は含まれていなかった。

6．結果と考察

以上の分析結果から、赤色物は赤色顔料の一つであるベンガラであることがあきらかになった。

パイプ状粒子を含まないため、ベンガラ自身からの材質的情報は現時点ではこれ以上のことは不明

である。（パイプ状粒子は鉄細菌の鞘が焼成された物であることが明らかにされているので、意図

的に製造した物であるということがわかる）

近年、弥生時代後期から古墳時代の住居跡より赤色顔料がまとまって出土する例が時折報告され

るが、ほとんどがベンガラのようである。この時期の赤色顔料の用途は、大きく3つに分けられる。

第1は土器等器物その他の装飾、第2は葬送儀礼の中で塗布、散布等で使用、第3は特に朱について

は、葬送儀礼以外の何らかの特別な儀礼に「擦る、加熱する」等で使用、である。ベンガラのみの

出土については第3の用途が認定されていないが、例えば住居跡出土の鏡片等へのベンガラ付着等

と同様な行為の範囲内で捉えられる事象かも知れない。
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